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田舎者の代理姫は、イジワル侯爵様の寵愛で成り上がる







プロローグ







　キラキラ、キラキラ――。

　そんな音が聞こえてきそうなほどのまばゆさを放つシャンデリアに照らされながら、白鳥の間の白い壁に飾られた睡蓮の花の油彩画や東方の白磁の壺が、輝きを放っている。

　おそらくはその一品一品が、庶民が一生をかけて働き、かつ何人もが寄り集まってようやく手が届くようなものだろう。

　今日この日、この舞踏会に集められた貴族たち招待客の一部は、それらの品々を熱心に眺め、主題や様式、由来の話に花を咲かせ、感嘆の息を漏らすのだった。

　けれど、八歳になったばかりのユーキに、そうした価値はわからなかった。代わりに彼女の目を引いたのは、部屋の中央で踊る何組もの男女の姿であった。

　優雅に、流麗に。機械的な正確さでありながら、ときに熱っぽく、情愛すら醸して。

　きらきら、くるくると舞う人々の姿に、ユーキは釘づけになっていた。

「ねぇねぇ、オングおじさま。あれはなぁに？」

　彼女と一緒に来ていた初老の紳士、オング・ド・ジャント子爵は、我が子に向けるような優しい笑みを浮かべた。

「ダンスだよ。数ある社交界のたしなみの中でも、最も華があるものさ」

「ダンス……」

　ユーキは目を輝かせながら、聞こえてくる音楽に合わせて体を揺らしはじめた。オングがそれをほほ笑ましく見つめていると、一人の男が近づいてきた。

「ジャント子爵、お久しぶりですな」

　声をかけてきたネサン伯爵は、この舞踏会の主催者であった。まだ三十代前半ながら、その審美眼で、社交界でも一目置かれる人物である。

「おお、ネサン伯爵。ユーキ、ご挨拶なさい」

　最初ユーキは視線を動かさなかったが、もう一度名前を呼ばれて、ようやく振り向いた。

「そういえば、今回は娘のためにお孫さんを連れてきてくださるという話でしたが……もしや、その子が？」

　ネサン伯爵はユーキを値踏みするように眺め、その黒髪を見ていぶかしげに目を細めた。

　その疑念を察したオング子爵は、とっさに口を開いた。

「実は……お恥ずかしい話なのですが、私の孫は体調不良になってしまいまして。しかしお約束を違えるわけにもいきませんので、その、知り合いの娘を……」

「ははは、なるほど。子どもながらに、〈代理姫シャドレ〉の真似事というわけですか。構いませんよ。娘も面白がるでしょう。……彼女の出身は？」

　伯爵の問いかけに、オングはホッとした。どうやら伯爵は怒るどころか、ユーキに興味を示してくれたらしい。

「さすが、鋭いですな。彼女自身の出身はこの国、メルステラですが、曾祖父がはるか東の島国、ヒノク日之国の出身らしいのです。なんでも、傭兵として海を渡り、以来根を下ろしているとか」

「ああ、それでこんなにも美しい黒髪なのですね。先ほどは冗談で言いましたが、もし彼女が社交界にデビューすれば、それなりの話題になるのではないですか？」

「いやいや、お戯れを」

　伯爵が目の色を変えて熱っぽく語るので、オングは苦笑する。本当に、珍しいものには目がない人なのだ。

　とはいえ、そんな伯爵の人柄を理解していたからこそ、ユーキを連れて来たのだ。社交界で目立った人脈のないオングにとっては、今をときめくネサン伯爵の好感を得るのは、重要なことであった。

　そんな大人の思惑など露知らず、ユーキは純粋な瞳で、何組かのダンスをまっすぐに見つめている。

「オングおじさま、私もまざっちゃだめ？」

　ユーキがそう訊くと、オングは困ったような顔をした。何と言って納得させるべきか、言葉を探しているようだった。

「……いけないよ。あの人たちは、誇りを持ってあそこに立っているんだからね」

「そーなの？」

　誇り、などと言われても、ユーキにはよくわからなかった。だが、かつて父がそれはとても大切なものだと語っていた記憶があった。

　だから彼女は残念な気持ちをこらえ、けれど完全には捨てきれず、未練っぽくまた踊りを見つめた。

　身を寄せ合い、舞う男女。それはまるで一体のようだが、ユーキは不思議と女性のほうに心を惹かれていた。
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「ふむ。ここで踊りたいとは、本当に素質があるのかもしれないな。君、もしここで踊りたいのなら、代理姫にならなくてはね」

「しゃどれ？」

「ああ。この舞台に、夢や希望、己の全てを懸けた女性たちのことさ。その気になれば、王族と一緒の舞台にだって立つこともできる」

「……それって、タイコーみたいに？」

「タイコー？」

「この子の曾祖父がヒノクにいたときに仕えていた人物だとか。なんでも、平民の立場から王のような立場まで上りつめたらしいのですよ」

「ああ、それはいいな。もちろん、その人物のようにだってなれるとも」

　ネサン伯爵の言葉に、ユーキは瞳を輝かせた。そして、弾むような声で宣言する。

「なら、私は代理姫になる！」

　それは、子ども時代に抱く、一時の希望。そのうち現実を知って、いつかは泡と消えていく刹那の輝き。だからこそ、大人たちは本気で取り合うことはなく、愛でるように彼女の夢を肯定する。

　ユーキ・ゴトーという少女の意志の強さを、このときは誰一人信じていなかった。








第一章　アステルへ









　メルステラ北方にある村、パトリンはこれといった娯楽のない、のどかさだけが特徴の村である。ただ今日は、村唯一の宿屋である「椿亭つばきてい」で、人々の歓声が沸きおこっていた。

　この宿屋は、広い食堂が自慢であり、それ以外にもビリヤード台を置いた遊戯室があることから、村の住人のたまり場的要素を担っている。

　今日はその宿に、王都であるアステルから祖父母を訪ねにきた親子が宿泊しているのだが、なにぶんこの村には娯楽がない。

　アステルから来た親子はさぞ退屈だろうと、歓迎の意を込めて、村で評判の代理姫を呼ぶことにしたのだ。

　宿屋のおかみも喜んでこれを受け入れ、遊戯室を簡易的なステージのように設えてくれた。

　そして今、呼ばれた代理姫――ユーキ・ゴトーが見事な踊りを披露し、人々の喝采を浴びたのである。

　特に最前列に座り、途中でダンスに巻き込まれた少女は、ひときわ大きな拍手をくれた。

　十八歳になったユーキは、その姿に昔の自分を見たような気がして、顔をほころばせた。

　ダンスが終わったと見るや、宿のおかみは集まった人々を食堂のほうへ誘導した。立食式での食事ができるよう、テーブルには様々な料理が山と盛られていた。

　まるで舞踏会のようだ、と喜ぶ親子を見て、祖父母も満足げな笑みを浮かべていた。当然、娯楽に飢えていた村人たちもおこぼれにあずかれて笑顔である。

「おねーちゃん、とってもきれいだった！」

「ありがと。楽しんでもらえたならよかったわ」

　少女に声をかけられ、ユーキもとびきりの笑みを見せた。

「どうだった、ユーキちゃんの踊りは？　一応、この辺りじゃ一番の代理姫なんだよ？」

「おかみさん、一応は余計」

　おかみが得意げに言い、ユーキが口をはさんだことで、どっと笑いが起こった。その中で、少女の父親が少しだけ真面目な顔をした。

「たしかに……舞踏会で見られるダンスとはまた違うものですが、素晴らしかったと思います。しかし、この辺りではあなたのような人を代理姫と言うのですか？」

　父親の発言に、ユーキの表情がわずかに曇る。

　たしかに、本来は今の自分のような人間を、代理姫とはいわないのだ。

　そもそも代理姫とは、社交界において、貴族の夫人や令嬢の代理として、舞踏会や晩餐会などに出た女性のことをいう。

　そうした女性を立てることになった原因は、社交界の流行モードにあった。中でも、問題となったのはコルセットである。あれを使い、体を細く見せることが流行り、競い合った末に、健康を害する女性が続出した。特にその不調は、出産に関するものであった。

　あるいは、舞踏会や晩餐会が夜遅くから明け方にかけて行われるのも、関係があったのかもしれない。

　いずれにせよ、貴族の娘の最大の使命は、跡継ぎを産み、一族の血を絶やさないようにすることである。にもかかわらず、それに不調をきたすなど、言語道断。

　それなら流行にのるのをやめればいいのだが、それは貴族としてのプライドが許さなかった。

　考えた末に、貴族たちは一つの結論に至る。つまり、健康を害しても問題のない代理を立てればいいではないか、と。

　それが、代理姫のはじまりであり、それ故に選ばれたのは、多くが平民の娘であった。

　ただ、平民の娘にもメリットがなかったわけではない。貴族しか立てないはずの社交界の舞台に立てる、というのはもちろん、そこでさる大貴族に気に入られ、愛人として成り上がった者もいた。

　そうなれば、代理としてその者を連れてきていた家も、一目置かれるようになる。だからこそ、貴族たちはより優れた代理姫を求めるようになり、いつしか社交界では、優れた代理姫を持つことは、一つのステータスとなっていた。

　そんな事情で、田舎にあっても、代理姫となって成り上がることを夢見る少女たちが現れはじめた。周りの人々は、期待やからかいを込めて、そんな少女たちを代理姫と呼ぶが、実際に彼女たちがやるのは、村の祭りや祝い事での踊りの披露であって、本来の代理姫の在り方からは程遠い。

　こんなはずではない。それを何よりも痛感しているのは、当の少女たち自身であった。




「いやぁ、悪いね。片付け手伝ってもらっちゃって」

　テーブルに残された皿を集めながら、椿亭のおかみが苦笑する。先ほどまで喧騒に包まれていた食堂も、今はシンと静まり返っていた。

「いいよ別に。おかみさん一人じゃ大変だし。義を見てせざるは勇無きなりってね」

　床を掃除していたユーキはそう言って、はじけるような笑顔を見せた。ちなみに彼女が口にしたのは、父から教えられた日之国の言葉だ。

「それは、使い方あってんのかい？」

「さぁ、どうだろ。なんか響きが好きだから使ってんだよね」

「相変わらずだねぇ」

　そんなやりとりを挟みながら、二人はテキパキと片づけを進めていく。やがてそれも一区切りしたころ、元通りになった食堂を眺めて、ユーキは小さくため息をついた。

「……今日は悪かったね」

「うぇ、な、なにが？　私は楽しかったよ？　みんなに踊りを見てもらえたし、喜んでもらえたし」

　奥に行ったと思っていたおかみさんに声を掛けられて、慌てて言葉を紡ぐ。嘘を言ったつもりはない。

「あのお客さんの話……気を悪くしたんじゃないのかい？」

　その言葉に、ユーキは唇を引き結んだ。今日の会が楽しかったのは、本当だ。けれど、同時に、くやしさも感じることになった。

　アステルから来た親子、特に父親は王都の社交界を知っていたらしい。

　この辺りの代理姫のことを聞いた彼は、それから本来の代理姫、ひいては彼女たちが活躍する本物の社交界の素晴らしさを散々語ってくれた。

　日頃、きらびやかな世界とは縁遠いパトリン村の人々にとって、そうした話は面白いものであったようだが、ユーキとしては、前座にでもされたような気分だった。

　もちろん、それを表情に出すようなことはなかったが。

「けど……仕方ないもんさ。結局は、住む世界が違うんだよ。あたしらは、あたしらなりに楽しく過ごせれば、それでいいんじゃないかい？」

　おかみは、ユーキの望みを知っている。だからこそ、わざわざ言葉にした。その優しい声音に感謝しつつも、ユーキは首を横に振った。

「そんな風に考えられたらいいんだけど。どうにも私、そういう頭の使い方できないみたい」

「……ま、それでこそだけど。本気なんだね？」

「……うん。十八歳になったこのタイミングで、あの話が聞けたのは、良かったと思う。これで、決心がついた」

「そうかい。だったら、あとは親父さんをどうにかするんだね。これ、今日の給金」

　おかみから渡された袋の中を見て、ユーキは目を丸くした。

「おかみさん、これ……！」

　そこに入っている銀貨の量は、約束よりも明らかに多かった。

「片付けもやってもらったし、おまけだよ。あとは、余った料理も持っていきな。腹が減ってはなんとかっていうんだろ？」

「――戦はできぬ！　ありがとう、おかみさん！」

　足取りも軽やかに、ユーキは椿亭を後にした。




　ユーキが父のイサムと暮らす家は村はずれにあるため、家の近くまで来たときにはすっかり夜になっていた。

　本来、ユーキの年頃の娘が夜道を一人で歩くなど危険極まりないが、彼女に関してはその心配は無用といっていい。

　というのも、彼女は幼い頃から父のイサムに護身術を叩きこまれており、村の男レベルでは、束になってかかっても相手にならないのだ。

（父さん、もう寝たかな……）

　この村では、蠟燭やランプといった灯りも貴重な資源のため、夜になるとほとんどの者がすぐに寝てしまう。それで今日の歓迎会も日が暮れる頃にはお開きとなったのだが、それにもあの親子は驚いていた。曰く、アステルの夜は常に灯りで満ちており、社交界はむしろ夜が深くなってからが本番なのだという。

　かつて行ったアステルの記憶を掘り起こすが、街はそんなに明るかっただろうか。正直、舞踏会以外のことはほとんど覚えていない。

　ただ、その舞踏会で見たものは、努力せずとも思いだすことができる。

　優雅ながらも、緊張感の漂う舞台。あそこに、自分が立てる日は来るのだろうか。

　空を見上げれば、煌々と月が輝いている。そこに夢の世界を見たかのように、ユーキは手を伸ばした。

　いや、立つのだ。そのために、自分から動きだせ。

　決意を込めて、月を掴むように拳を握る。それから視線を戻すと、自宅についていた。窓に目を向ければ、かすかにランプの灯りが見える。どうやら、まだイサムは起きているらしい。

「ただいまー」

「おう、おかえり」

　ユーキの姿を認めて、濃い髭とぼさぼさの髪の毛に覆われた顔に、子どものような笑みが浮かぶ。父のイサムは、村で使う薪をつくることを仕事としている。薪の材となる木の伐採のためにしょっちゅう山に入っているせいか、見た目も熊のようになっていた。

　母は、ユーキが三歳のときに亡くなっている。今となっては、その面影を思い出すことも難しい。

「おかみさんから料理もらってきたよ。食べる？」

「ありがてえ。そいつを期待して待ってたんだ」

　ランプの下でやっていた作業を止めて、イサムが立ち上がる。どうやら、余った木材でアクセサリーか何かを作っていたらしい。父の細かく丁寧な細工は村人だけでなく行商人にも評判で、貴重な副業となっている。

　ただ、この作業をやっているときは神経を使っているからか、機嫌が悪いこともある。それでは、話を切り出せない。

　ひとまず食事の用意を整えると、イサムは食卓についてすぐに食べ始めた。みるみるうちに料理が減っていく、見ているこちらが気持ちよくなるような食べっぷりだ。

「歓迎会に来れば、もっといろいろ食べられたのに……」

　当然ながら、今日の会にはイサムも招待されていた。が、彼は首を縦に振らなかった。

「どうにも、ああいう感じのやつは苦手でな。こうやって余り物にありつけりゃ、俺としては満足だよ。お前のほうは？」

「ばっちり。この辺り一番の代理姫だって、おかみさんにも褒められたしね」

「そりゃよかった。相方パートナーとしちゃ、鼻が高い限りだ」

　十年前、アステルの舞踏会に感動したユーキは、村に戻るなり父に代理姫になりたいという希望を告げた。

　イサムは反対することなく、むしろオング子爵を頼って、ユーキを代理姫を育てるレッスンに通わせてくれた。

　だが、そこでユーキは挫折を味わうことになった。

　そのレッスンには、ユーキ以外も何人かの少女が通っていたのだが、その娘たちはユーキを極東の未開人の流れをくむ野蛮な人間と決めつけ、嘲ってきたのだ。

　ユーキがそれに対抗したため、果ては大ゲンカとなり、結果的にユーキだけがその教室に通うのをやめることになった。

　それでも夢をあきらめなかったユーキは、以来父のイサムを相手に、ダンスの練習を積み、オング子爵から譲られた本を読んで、教養を磨いてきた。

　だからイサムは、ユーキの努力を間近で見てきただけでなく、肌でも感じてきたのである。

　そして何より、親でもある彼に、認められること。それが、ユーキなりのけじめだった。

「あのさ、父さん。私、今年で十八歳になったんだよ？」

「なんだ急に？　もちろん覚えてら。この前だって、木彫りのフクロウ渡しただろ？」

　そう、誕生日プレゼントということで、父からはフクロウをかたどったお守りをもらったのだ。フクロウはこの国、メルステラでは勝利の女神に付き従うものであり、また日之国でも夜の間見守り、守ってくれるものとして祀られている。まさに、夜に舞う代理姫には最適なお守りとしてもらったのである。

「あ、それはありがとう。それでさ、日之国では十五歳で元服なんだよね？」

「そうだな。日之国では、十五歳で成人だ。だが、この国では違うだろう？」

「わかってるよ。私が十五歳になったとき一人前だって主張したら『ゴーに行って、ゴー』とかよくわかんないこと言って、認めてくれなかったじゃない」

「『郷に入っては郷に従え』、だ。この国で成人と認められるのは十八歳から。この国で暮らす以上は、そちらに従え、と俺は言ったんだ」

「そう、だから今度こそ一人前なんだよ、私」

　言質はとったとばかりに、ユーキは身を乗り出す。とびっきりの笑顔を浮かべたはずなのに、なぜか父の顔が引きつった。

「……何を考えてる？」

「私、アステルに行こうと思う」

　そう宣言した瞬間、イサムは大きく息を吐きだした。「ついに言いだしやがったこいつ」なんて言葉が聞こえてくる気がした。

「……今日の歓迎会で、何を吹き込まれた？　王都から来た親子とやらに、大げさに褒められでもしたか？　天才だとでももてはやされたか？　あのなぁ、いくらなんでもそんな言葉を真に受けて決めたって言うんじゃ――」

「違う。アステルに行くのは、前から決めてたことだから」

　はっきりとした声音で告げると、呆れた様子だったイサムが居ずまいを正した。あちらも、真剣なまなざしを向けてくる。

「ただ、今日の歓迎会が一つのきっかけではある。でも、褒められたんじゃないよ。むしろその逆。あの親子、特に父親だけど、私のこと、アステルの代理姫と比べてすらいなかった」

「実力が足りてなかったってことだろ。だったら余計に、もっとこの辺りで腕を磨いてだな……」

「父さんの言ってることもわかる。でも、ダメなんだ。この村のみんなは、とっても優しいから。温かくて、居心地がいいから。きっと、私は甘えちゃう」

　このまま村に留まっても、それなりに幸せな生活を送ることはできるはずだ。けれど、アステルの社交界、そのステージに立つことは叶わない。

　ユーキがその場に立つためには、自分からそこに飛び込んで、もがき苦しむしかないように思う。

「……そんなに急ぐことなのか？」

「兵は機動なり、でしょ。早いに越したことはないと思う」

「……それ、間違って覚えてるって言ったよな？」

　正しくは「詭道」な、とイサムは身振りで示す。

「そうだっけ？　いいじゃん、私は気に入ってるし。それに、タイコーだって、十五で家を出たんでしょ？　それを聞かされてたのに、私は三年も待ったんだよ？」

　それからタイコーは仕える主を見つけ、農民の身から大出世を果たし、その主が亡くなった後には、自らが天下へと名乗りを上げた。

　何度も父から聞かされたその英雄譚は、ユーキの胸に深く刻み込まれている。

　つまり、ユーキがこんな風になってしまった原因は、イサムにもあるのだ。

　彼はしばし沈黙した後、落ち着いた声音で言葉を紡いだ。

「……金はどうする？　アステルに行って暮らすような大金、いきなりは用意できないぞ？　ジャント子爵家は、もう頼れないしな」

　なにかとユーキのことを可愛がってくれていたオング子爵は、五年前に亡くなっていた。子爵家は息子が継いでいる。オングの息子らしい穏やかな青年で、領民からは信頼されているが、どうにもユーキに対しては冷淡なのだ。そのために、ジャント家との付き合いはほとんど絶たれているといっていい。

　ゴトー家単独では、金銭の確保は難しい。ただそれは、アステル行きが思いつきだった場合の話だ。

「ちょっと待ってて」

　ユーキは一度自室に引き上げると、両腕で麻袋を抱えて戻ってきた。

　それを食卓のテーブルに置いたときの重たげな金属音に、イサムは目を丸くした。

「お前、これ……」

「言ったよね、前から決めてたって」

　ユーキがパトリンで踊りを披露しはじめたのは、十二歳の頃。踊る場所はたいてい椿亭で、当然最初は無償だったが、やがて小遣いとしてわずかなチップをくれる客が現れた。それから徐々にユーキの存在は評判になり、相応の技術を持ったプロとして、近隣の村にまで呼ばれるようになった。そこでは、多少の報酬が発生した。それぞれの額は大したものではなかったが、ユーキはそれをコツコツと蓄え続けていたのである。

　そして今、ユーキが食卓の上に出したのが、貯めこんだ財産であった。

「もちろん、父さんのおかげだけどね」

　イサムは、代理姫として稼いだ金については「好きにしていい」と言ってくれた。だからこそユーキは、全額を貯めておくことができたのである。

「お前、そりゃ少しは遊ぶ金も必要だと思って……いや、お前はそうするか」

　やれやれといった様子で、イサムは腕組みをして天井を仰いだ。

　しばしの沈黙。

　部屋を照らすランプの灯りが、わずかに揺らめいた。

「……かわいい子には旅をさせよ、か」

　それは独り言のような呟きだったが、ユーキの耳には届いていた。とたんに、身を乗り出す。

「それって！」

「……わかったよ。アステルに行きたきゃ、行ってみろ。ただし、半端は許さねえ。行くからには、徹底的にやってこい」

　常とは違う厳しい声音に、鋭い眼光。殺気すら漂わせての言葉だったが、ユーキは全く臆することなく微笑んだ。

「もちろん。最初っから、そのつもりだよ」

「……やれやれ。タイコーを送り出す親も、こんな気持ちだったのかね」

　ユーキが聞いたところによると、タイコーは農民の身でありながら、侍となるために家を出て、放浪したのだという。それはまさに、無謀に過ぎる夢であった。

　ちなみにそのとき、父はすでに亡くなっていたが、母は存命であったという。たしかに、ユーキの状況と似てなくもない。

「だったら、楽しみにしててよね」

「なにをだ？」

「だって、タイコーは天下を取った後、築いた城に家族を呼び寄せたんでしょ？　だから、私がアステルに屋敷を建てたら、父さんを呼んであげるから」

　それは、遠い夢の話のはずなのに。ユーキはまるで、明日の予定でも話すように語った。

　そのとたん、イサムが大声で笑いだす。

　ランプの火を揺らすような大音声に、ユーキはしばし呆気にとられていた。

「いやいや、そいつは楽しみだ。当然、武士に二言はないんだろうな？」

「まっかせなさい」

　直前まで深刻な話をしていたというのに、いつのまにか二人の間には笑顔があった。だがこれが、イサムとユーキ親子のいつもの在り方であった。

　こういうのを「笑う門には福来る」と言うのだと、ユーキは教わったことがある。

　不思議と、誰からかはあいまいであった。父では、ないような気がする。だとすると……。

　いずれにせよ、この言葉は代理姫にも通じるとして、ユーキは大切に胸にしまっていた。




　旅立ちが決まってからのユーキの行動は早かった。もともと、この日に備えて持って行く荷物のシミュレーションは万全だった。というか、持っていく荷物自体がそれほどない。

　代理姫の商売道具といえば服や装飾品だが、残念ながらユーキはそれらのものをあまり持っていないのだ。

　というわけで、準備はさっさとすんでしまい、翌日の早朝には家を出ることにした。

　父にも改めて挨拶をしようと思ったが、ユーキが起きたときには、すでに仕事に出た後だった。きっと、イサムなりの気遣いだろう。何を言われても旅立ちをやめる気はないが、もし父に引き止められでもしたら、迷いぐらいは生じたはずだ。ただ、これから赴くアステルでは、その迷いが致命傷になりかねない。

　だから、これでいいのだ。

　家を出ると、心地よい風が頬を打った。三月も後半にさしかかった今は、旅立ちに最適の季節といえる。

　本当なら村人たちにも挨拶をしていくべきなのだが、そうしているときっと日が暮れてしまう。思い立ったが吉日、という言葉もあるそうだし、出発は延ばしたくない。

　せめておかみさんには、と思い、椿亭に寄った。まだ早朝ということもあり、おかみさんは朝食の支度をしていた。宿屋は食堂も兼ねており、話好きな人間ほど集まってくる。だからここに伝えておけば、昼頃には村中に広まるだろう。

　ユーキの姿に気づいたおかみは、共にいたずらを成功させたように笑った。

「行くんだね？」

「うん、行ってくるよ」

「イサムさんに、何か伝えておこうか？」

　さすがというべきか、おかみは父が出かけてしまったことに気づいていた。

「ん～、いいや。以心伝心ってね」

「……それは使い方合ってんのかい？」

「バッチリなはずだよ。なんなら、父さんに訊いてみて。きっと今日からは、ここに来るはずだから」

　父は手先は器用だが、料理はこれまでユーキの仕事だった。だからこれから、椿亭に食べにくるに違いない。ここには行商人も来るから、アステルの話も聞ける。

「ああ。そっちは任せて、安心して行ってきな」

「よろしくお願いします。それじゃあ、行ってくるね！」

　はじけるような笑顔を見せて、ユーキは椿亭を後にした。

　目指すは、王都アステル。社交界の華が咲き誇る地である。




「……やれやれ。本当によかったのかい？」

　ユーキの背を見送って、椿亭のおかみは尋ねた。その視線の先には、店の隅で隠れるように身を縮めた男がいる。

「ええ。もうあいつの思いは、わかりましたから。これ以上顔を合わせてると、あいつを迷わせちまう」

　男――イサムは落ち着いた声音で語った。それだけで、娘への信頼が伝わってくる。

「それが以心伝心ってやつかい？」

「あいつにしては、珍しく正しかったですね」

「まぁ、あんたたちがそれでいいなら、あたしがとやかく言うことじゃないけどね。……ただ、本当に大丈夫なのかい？　見てる限り、あの子の踊りはうまいが、アステルで通用するかは……」

「ああ、おかみさんはあいつと踊ったことはないですか？」

　イサムに問い返され、おかみは首を横に振った。この椿亭で、ユーキは基本的に一人でダンスを披露してきた。たまに観客をステージに上げることもあったが、おかみがそちら側に立ったことはない。

「けど、それがなんなんだい？」

「あいつと踊るとね――」

　イサムは少しだけ遠くを見るようにしてから、満面の笑みを見せる。その顔は、ユーキとよく似ていた。

「――夢を、見たくなっちまうんですよ」








第二章　一人ぼっちの代理姫









　乗合馬車に揺られていると、不意に歓声が起こった。

　まどろみの中にあったユーキは、その声で意識を覚醒させた。

　馬車の小窓に群がる人たちの間に滑りこむようにして、外の景色を見る。

　道がちょうど曲がりにさしかかったところで、馬車が向かう先が見えたのだ。

「アステルだ！」

　誰かが、そんな声を上げた。ユーキはその声に耳を傾けながらも、食い入るようにわずかに見える王都を眺めていた。

　故郷のパトリンではほとんど見ない、石造りの建物が立ち並ぶ。しかも、その一つ一つが立派だ。

　ユーキは十年前にも、アステルの街並みを目にしている。普通こういったものは、自分が成長した分、小さく感じるかと思ったが、逆だった。むしろ、街はさらに広く、大きく見えた。

　アステルは、夢を持つ様々な人間が集う地であり、今なお広がり続けている。

　かつて、村に来た行商人が声高にそう喧伝していたことを思い出す。

「私も、今日からその一員だ……！」

　口元に不敵な笑みを浮かべながら、ユーキは徐々に迫ってくるアステルを見つめ続けた。




「ついたーっ！」

　アステルへと到着し、馬車を降りたユーキは、歓喜の声をあげるとともに体を伸ばした。

　馬車を乗り継ぎ、乗り継ぎ、揺られること十三日の道のりだった。

　本来なら十日で着く予定だったのだが、なぜか道が混んでいたり、やたら馬車待ちの人が多かったりで、想定よりもかかってしまったのだ。

　体を動かすと、節々が固まっているのがわかる。ギギギ、と音がしそうなのを、どうにかほぐしていく。

（さて、ここからやることはっと……）

　周囲の目も気にせず、体のメンテナンスを行いながら、ユーキは思考を巡らせる。

　本来、代理姫になろうとアステルに乗り込んでくる人間は、誰かしら貴族の紹介を受けているはずであり、その伝手を頼って社交界のデビューを目指す。

　だが、ユーキにはそういったものがない。

　ならばどうするかを、退屈な馬車の中でずっと考えていた。

　最初に思いついたのは、ネサン伯爵を頼ることである。

　自分に代理姫という存在を教えてくれた彼ならば、何か力になってくれるかもしれない。せめて何か、道筋ぐらいは示してくれるのではないか。

　とにかく、まずは探してみよう、とユーキは歩きだす。

　時刻は正午を回ったあたりだ。故郷の村であれば、この時間に訪問しても留守なことが多い。ただ貴族相手となると、むしろこの時間は訪問時間として適しているといえた。

　基本的に舞踏会や晩餐会は、夜に開催されるものだからだ。

　とはいえ、そもそもユーキはネサン伯爵がどこに邸宅を構えているのか知らない、というか覚えていない。

　十年前にオング子爵と共に訪れたのは、たしかにネサン伯爵家だったはずだが、幼かっただけに把握できていなかった。

　仮に認識できていたとしても、この十年で街並みはすっかり様変わりしている。

　とりあえず大きな通りに出てみて、ユーキは目を丸くした。

　パトリンはもちろん、ここまでの道中でも、舗装された道は、広くても馬車二台がすれ違える程度だった。ときにはうまくすれ違いができず、難渋することもあったのだ。

　それがこの大通りは、馬車がすれ違えるのはもちろん、その外側を人々が歩いている上、そのさらに外側に露店がずらりと並び、多くの人が立ち止まって悠々と買い物をしている。

　しかも、通る馬車だって、故郷で見るのとは比べ物にならない、立派で大きなものだ。

「ここ……街の中だよね？」

　さすがのユーキも、戸惑いを隠せなかった。道の広さだけでなく、人の多さにも驚いた。

　そういえば、かつてオング子爵とアステルを訪れたときは、基本的に馬車移動だった。自分の足で街中を歩くのは、今回が初めてになる。

　興味津々といったふうに、少し街を歩いてみる。道の所々にたっている柱が、街灯というものだろう。あれのおかげでアステルは夜でも明るいのだ、と例の親子が自慢していた。

　適当に歩いていると、不意に人通りが少なくなった気がした。代わりに、居並ぶ建物が大きくなっている。

　大きいだけでなく、窓枠や門の装飾も豪華になっていて、貴族の住んでいるエリアに来たのだと、漠然と思った。

　一つの屋敷の前に、門番らしい大柄の男が立っている。訊くならここかな、とユーキは心中で呟く。

「あの……」

　声をかけると、門番の目がギロリ、とユーキに向けられた。腰にはサーベルを吊っている。

「ネサン伯爵の邸宅を知りませんか？」

　その問いに門番の態度が、さらに訝しげになった。改めて、頭のてっぺんから足のつま先までを見られる。

「……新しい誘い文句か？　だとしたら、勉強不足だな」

「はい？」

「ネサン伯爵家なら、とっくに取りつぶしになった。もう何年も前だ」

「な、ど、どうして……？」

「あの方は美術品の収集に熱心だったのだが、度が過ぎてしまったらしい。しかも、いざ売り払おうとしても、ほとんどが偽物だったそうだ」

「……そんな」

　予想外の衝撃に、ユーキは俯いた。頼りがなくなったのは残念だが、それ以上にネサン伯爵のことが心配だった。わずかとはいえ、縁があった人間に不幸が降りかかるのは、やはり悲しい。

「……なんだ？　奉公人としてでも、雇ってもらう気だったのか？　だとしたら、アテがはずれたな」

　門番の声にハッとしたユーキは、気を取り直す。そうだ。ネサン伯爵が頼れない以上、いよいよ自分の力でどうにかするしかない。

「……じゃあ、貴族が集まる場所とか知りませんか？」

　私が行けそうなところで、という意思を込めて門番を見る。門番は面倒くさそうにしながらも、しばしの間をおいて、ひとつの方向を示した。

「ラルジュ公園に行ってみろ。貴族なんかが散歩で使う公園だが、お前のような女たちが集まる場所でもある」

「ありがと！」

　丁寧に頭を下げると、ユーキはすぐさま、そのラルジュ公園へと向かった。




　ラルジュ公園は、アステルにいくつか存在する大きな公園の一つで、周辺で暮らす人々の憩いの場となっているらしい。

　休息に訪れた人たちを相手にするためか、ここにも露店が並んでいるほか、所々に大道芸人の姿も見える。

　ようはここで自らの芸を披露して、スカウトを受けろということだろうか。

　ただ、周りを見回しても、踊っている人間はいない。

　貴族らしい人の姿も見えないし、どこか別の場所なのか。

　それにしても、人が多い。土地も広いからいいが、時には人の間を縫わなければ歩けない場所もある。

　慣れない人ごみに辟易しているうちに、足は自然と人気のないほうへと向いていた。

　ふと、視界の端に馬車が映る。そちらに視線を向ければ、何台もの馬車がとまり、御者たちが暇そうに会話をしたり、寝転んだりしている。

　と、そこにいかにも貴族然とした立派な身なりの男が、一人の女性を伴って歩いてきた。女性の方は、ドレスこそ身に纏っているが、そのドレスもどこかくたびれている。貴族というよりは、貴族風の格好をした女性。

　それを見てユーキは、彼女が代理姫だと直覚した。きっとこの公園でスカウトした女性を連れていったのだ。

　ユーキは彼らが来た方向へと走った。やがて、公園の中でも日当たりの悪い、暗い一角に至る。

「あ……」

　そこには、ユーキと同じか少し年上くらいの少女たちが、たむろしていた。ただ、思い描いていた様子とは、少し違う。

　彼女たちには、活気も何もなかった。視線は定まらず、服装は薄汚れていて、どこか疲れた様子に見える。近い距離に何十人もが集まっているせいか、濃すぎる香水のにおいが鼻をついた。

「なに……ここ……」

　見てはいけないものを見てしまったような、そんな感じがした。けれど、なぜか目を離すことができなかった。

　立ち尽くすユーキに、その場にいるほぼ全員が関心を示さなかった。が、やがて一人の少女が立ち上がり、こちらに近づいてくる。

「あんた……見ない顔ね？」

　年はおそらく、ユーキよりわずかに上。まだその顔には、わずかな活力が残っている。けれど背中にかかる髪はぼさぼさで、服にもシミが目立っていた。

「そりゃそうでしょ。さっき王都についたばかりだからね」

「さっき？　それでもうここに？　さすがに早すぎでしょ！」

　心底おかしそうに笑われ、ユーキはムッとする。その剣呑な気配をかぎとったのか、少女はすぐに笑うのをやめた。

「ああ、ごめんごめん。まだここまでは落ちてないってわけ？　なら、〈お目付け役シャペロン〉とはぐれでもしたの？」

「お目付け役？」

　聞きなじみのない言葉に、ユーキは首を傾げる。その反応に少女は目を丸くした後、困ったように曖昧な笑みを浮かべた。

「え、あー……ごめん。てっきり、代理姫のなりそこないかと思って……」

「まちがってないけど。私は、代理姫になるためにここまで来たんだから」

　ユーキの言葉に、少女はますます疑問符を浮かべる。

「……でも、お目付け役のこと知らないみたいだったけど？」

「うん、知らない。何それ？」

「えぇ……あ、それとも、実はすごい貴族の知り合いがいる、とか？」

　もういっそそうであってくれ、みたいな調子で言われたが、ユーキとしては首を横に振るしかない。

「そういうのがいないから困ってるんだけど」

「じゃあ……なに？　お目付け役もいない、貴族の紹介もないってのに、このアステルで代理姫やろうってわけ？」

「まぁ、一言で言えばそんなところかな。だからとりあえず、貴族にスカウトしてもらおうと思うんだけど、アピールってどういう感じでやればいいの？　もしかして、順番待ちとかあったりする？」

「いや……いやいやいや、無理よ、無理に決まってるじゃない！」

「そう？　やってみなきゃわかんないと思うけど。それに、なにもない状況から成り上がる方が、楽しいじゃない。下剋上ってやつ」

　ユーキのあっけらかんとした言いざまに、少女は呆れ果てたとばかりに嘆息した。

「……なんていうか、久々にこういう馬鹿に会った気がする。まぁ、話しかけたのは私だし……いいわ。私が、あんたに現実ってものを教えてあげる」

「え、いいの？」

　少女の提案に、ユーキは目を輝かせた。こういうのを、なんというんだったか。袖振り合うも他生の縁、もしくは鎧袖一触……個人的には後者の響きのほうが好きなのだが、何か違う気もする。いずれにせよ、王都にも親切な人はいるものである。

「いいわよ。っていうか、私が話すのは、あんたにとって面白い話じゃないからね。まずこの場所は、代理姫の墓場って呼ばれる場所。あんたのように代理姫になるために王都にやってきて、そして夢破れた人間が集う場所」

　その少女の発言には、さすがのユーキも眉をひそめた。ただ、予感はあった。ここにいる少女たちは、ユーキとよく似ていたのだ。体型というか、仕草というか、とにかく代理姫らしい空気をまとっている。

「じゃあ、あなたも？」

「そういうこと。ちなみに私は、一応貴族の紹介状を持ってたわよ。それでも、全然通じなかったけど。結局、貴族の紹介とかがあっても、きちんと社交界で活躍できるのは百人、いや千人に一人ってとこかしらね。それであきらめて田舎に帰れればいいけど、そうもいかない子たちが、こうして墓場にやってくるってわけ」

　自虐的に笑いながら、少女は肩を竦める。

「あきらめたの？」

　ユーキの問いかけに、少女は苦々しい顔をした。まだわからないのか、といわんばかりに。

「あきらめたわよ。私たちは、代理姫になるためにここにいるわけじゃない」

「けど、さっき貴族と歩いている子が……」

「ああ、あれを見たんだ。たしかにあの子は、貴族に気に入られたから、連れてかれた。ただし、代理姫としてじゃなくて、愛人としてね」

「愛人……」

「ま、愛人と呼ばれるぐらいになれることも、ほとんどないけどね。ようは私たちの在り方は、娼婦とほとんど変わらないってことよ」

　ユーキは、ふと先ほどの門番の言葉を思い出した。新しい誘い文句、あの男はそんなことを言っていた。つまりは、自分もその類として見られたということか。

「来たばかりってことは、まだ多少は金持ってるんでしょ？　悪いことは言わないから、帰れるうちに帰りなさい。でないと、私たちみたいになるわよ？」

　凄みを含ませた声音を受けて、ユーキは身を強張らせた。それだけの重みと真剣さが、少女の言葉には表れていた。

「……わかった。じゃあとりあえず、他の所さがしてみる。親切にありがとう。私はユーキ。あなたは？」

　ただ、そんな少女の威嚇など意に介さないようにしながら、ユーキは言葉を紡いでみせた。

「クロエだけど……ちょっと待って？　他の所って……あきらめて帰るってことよね？」

「え、なんで？　この王都でって意味だけど」

　かみ合わない会話に、少女――クロエがどんどん苦々しい顔になっていく。

「話聞いてなかったの？　さっさと帰らないと、私たちみたいなどん底に落ちるのよ？」

「あー、そうなったら、そのときはまたいろいろ教えてね。まずは、やれるとこまでやってみるから」

「……怖くないの？」

「どうかな。でも、このまま帰る方が、私にとっては嫌だから。それに、ここでの生活も、それはそれで悪くなさそうだしね」

　子どものようにユーキは笑う。それが眩しかったかのように、クロエは顔を覆った。

「……馬鹿ね。馬鹿すぎて、しばらく忘れられそうにないわ」

「うん、ちゃんと覚えといて。絶対損はさせないから」




　アステルに、夜の時間がやってくる。

　けれどこの王都は、闇に沈むのを好まない。

　夜の到来を知るとともに、街の至るところに配された街灯が、光を灯していく。

　瞬く間に明るさを取り戻していく光景を見て、ユーキは感嘆の声を漏らした。

「うわぁ……」

　ろうそく一本さえ節約して使っていた故郷では考えられない、まるで昼のような街並み。人も昼よりは減っているが、いまだに多い。

　その中を、ユーキはあてどもなく漂っていた。

　クロエと別れた後、街をいろいろとめぐってみたが、めぼしい情報は得られなかった。

「どうしたものか……」

　空を見上げてみれば、星が瞬いている。ただその数は、故郷で見たよりもはるかに少なく見える。

　まるで星が落ちてきて、この都市の灯りと化してしまったような感覚。

　いつも空一面の星を見つめてきたユーキとしては、どうにも落ち着かない。

（もっと星が見えるとこはないのかな……）

　そろそろ宿も探さなくてはいけないが、少し一人になって星を眺めたいと、ユーキは灯りと人を避けて歩きだす。

　昼と夜では、街の見え方もいくらか異なるが、どちらにせよ土地勘はない。

　最初から迷っているようなものなのだから、これ以上迷いようはない。

　だから、上を向いて足を進めた。

　星たちは姿を現したり、消えたりを繰り返して――やがてどれだけ歩いたかもわからなくなったとき、不意に人声がユーキの耳朶を打った。

「いい加減にしろっ！」

　弾かれたように、視線を地上へと戻す。目に映った先では、二人の男性が言い争っていた。

　街灯のおかげで、姿がはっきりと見える。一人は、腰にサーベルを吊った大柄な男――昼間見た門番だ。その門番に食ってかかるようにしているもう一人は、タキシードを見にまとった細身の若い男だった。おそらく貴族だと思うのだが、威厳はあまり感じられず、むしろ気弱そうな印象を受ける。だから、今門番と対峙しているのも、精一杯の勇気を振り絞っている様子だ。

「頼むよ、中に入れてくれ！」

「だから言ったでしょう？　紹介状を持っていても、代理姫を連れていない人間を通すわけにはいきません」

　代理姫は、主である貴族の教養や財力、美的センスをはかるための指標とも言われる。舞踏会にどんな代理姫を連れてくるかで、その貴族の格が決まる。ゆえに、代理姫を連れてこられない貴族など論外である、という常識は、ユーキの乏しい知識の中にもある。

　ただ、貴族の中でも公爵や侯爵のように一段と高い地位にある者は、あえて連れてこないこともあるらしい。いちいちそんなことで判断される必要もない顔役であることを誇示するためのようだが、なんともややこしいルールである。

　いずれにせよ、ここで足止めされているということは、あの男性はそこまで権勢を誇る家柄ではないということだ。

「違う、きちんと代理姫とは約束をしていたんだ。けれど、なぜか彼女が来なくて。もしかしたら、先に中に入っているのかもしれない」

「それこそありえませんな。エスコートもなしの代理姫を中に入れるなど、我々は許しません」

「だけど……」

「それとも、我々の仕事に不備があったと？」

　ギロ、と睨みをきかされ、貴族風の男がたじろぐ。

「い、いや、そういうつもりじゃ……ないんだけど……」

「なら、もういいでしょう。今夜はお帰りください」

　呆れたように嘆息した門番が男をあしらったとき、通りの向こうから馬車がやってきた。二頭の馬がひく、立派なものだ。屋敷の中に入ろうとするそれを、門番はにこやかな笑顔で迎える。

　自分とはまるで違う対応に、若い男は赤面していた。今すぐにその場から消えてしまいたいだろうに、彼はその場にとどまり続けた。

　やがて馬車を見送った門番が、視線を戻す。

「……まだいたんですか？　成り上がりのデフィ男爵様？」

　とどめとばかりの嫌味だったが、デフィ男爵と呼ばれた男はむしろ前に進み出ようとした。

「お願いだ、中に入れてくれ。僕には、今日しかないんだよ……」

　少し泣きそうな、けれど強い信念のこもった声で、男は訴える。

　それでも門番は、冷たい態度を崩さない。

　いよいよ、その顔に怒りがにじみ、男爵を追い返そうとした瞬間のことだった。

　ユーキは動いた。

　ここまで見ていて、デフィ男爵とやらが代理姫がいなくて困っているのはわかった。

　普通に考えれば、自分をスカウトしてもらうチャンスともとれる。

　けれどユーキの頭に、そんなことは微塵もなかった。彼女の頭に浮かんだのは、ただ一つ。

　すなわち、義を見てせざるは勇無きなり、である。

「ああ、デフィ男爵様！　こちらにいらしたのですね！」

　やや大仰に声を響かせながら、ユーキは若い男のもとへと駆けよった。男と門番は、共に目を丸くする。

「君は……？」

「申し訳ありません。わたくし、場所を間違えてしまっていたようで。この街に来たばかりゆえ、どうかお許しください」

「お前……まさか、昼間の？」

　デフィ男爵は頭に疑問符を浮かべたままだったが、門番の方が反応した。すかさず、ユーキは彼へと向き直る。

「これはこれは、昼間お会いした門番様。あのときはご親切に、ありがとうございました。おかげさまで、こうして代理姫としてのご縁に恵まれました」

　ユーキはもともと、あまり嘘が好きではない。ただ代理姫として、雇い主が望む女性像を演じる必要があることは、理解していた。そして、田舎でとはいえ、代理姫として近隣の村にも招かれていた彼女は、そうした術をある程度身に着けていた。

「まさか、お前が……？　いや、しかし、成り上がりならあり得なくは……」

　どう判断すべきか迷いが生じ、門番の意識が一瞬思考に沈む。その隙を見逃さず、ユーキはデフィ男爵にささやきかける。

「中に入れないと困るんでしょ？　だったら、ここは私に合わせて」

「え、いや、しかし君は……」

「大丈夫。代理姫なのは本当だから。それに、あなたの本来の代理姫のことも、中に入ればなにかわかるかもしれないし」

　同意を促すように片目をつぶってみせると、彼はためらいながらも頷いた。即席ながら、契約成立。いよいよユーキとしては、熱がこもってくる。

「というわけで、通していただけますよね？」

「本当にお前が舞踏会に？」

「もちろん」

「その格好でか？」

　あ……、と一瞬思考が止まる。そういえば、自分の格好を忘れていた。今の格好は、いかにも村娘ですという雰囲気の普段着で、とてもじゃないが、舞踏会に来る用の格好ではない。

　一応、持っている鞄の中には、故郷で代理姫として立つときに使っていたドレスが入っているが、はたして支度をする余裕があるのかどうか、それがわからない。

「それについては問題ないよ。まだ着つける時間はあるし、物は彼女の鞄の中に入ってる。オネット商会が用意したドレスがね」

　やる気を取り戻したように、いくらか堂々とした態度で、デフィ男爵が言ってのける。そして「オネット商会」という名前を聞いたとたん、門番が観念したように嘆息した。

「あなたがそう言うのなら、そうなんでしょうな。……わかりましたよ、どうぞお通り下さい」

　ようやく道をあけられ、デフィ男爵とユーキは胸をなでおろす。

　敷地内へと入り、いまだに疑わし気に視線を送ってきていた門番があきらめたところで、男爵が口を開いた。

「……助かった。改めて名乗っておくよ。僕は、ニコラ・ド・デフィ。君は？」

「ユーキ・ゴトー。ねぇ、さっきのオネット商会って？」

「ああ、僕の家が取り仕切っている商会だよ。僕の爵位は、そこで得た金で買ったものなんだ」

「だから、成り上がり……」

　爵位が買えることは、ユーキも知っている。とはいえ、到底ユーキには縁のない額だった。それを買い、しかもそれを鼻にかける様子もない。思った以上に、ニコラは大物なのかもしれない。

「幻滅したかい？」

「え、なんで？　すごいじゃない。お金を稼いで、平民から貴族の仲間入りなんて、タイコーみたい」

「タイコー？」

　ユーキが目を輝かせて熱っぽく言ったのを、ニコラは苦笑で受け止める。どう反応していいかわからない、という様子だった。

「私の憧れの人。その人みたいになりたくて、私はパトリンからここに来たの」

「はは、じゃあ僕は褒められたわけだ。……そんな風に言われたのは、はじめてだよ」

　本来、この国では生まれながらの家柄が尊ばれ、金で爵位を買う成り上がりは蔑まれる。けれど、ユーキはそんな常識をまるでわかっていなかった。

「そうなの？　もっと自信持ってもいいと思うけど。さっきみたいに」

「あれは必死だったからね。それで、その鞄に本当にドレスが入ってたりは……」

「もちろん、商売道具ですから」

「よかった。……けど、着つけはどうしようか？　今さら、君のお目付け役を呼ぶのも難しいよね。というか、お目付け役に許可もとらなかったんだけど……」

「それなら心配ご無用。そんなのいないしね。このドレスだって、故郷じゃ一人で着てたやつだから、大丈夫」

　自信満々に告げるユーキに対し、ニコラの顔はとたんに青ざめた。

「……待ってくれ。お目付け役が、いないだって？」

「うん。っていうか、その言葉自体今日初めて知ったから」

「いや……だって、君、代理姫だって……」

「ああ、ごめん。正確には、代理姫になるためにアステルに来たの。今日着いたばっかりだから、荷物も持ちっぱなしだったんだけど、それがいい方向に働いたわね」

「そうか……まぁ、うん。君は僕を助けてくれたわけだしな……」

　お目付け役の話が出てから、ニコラが妙に暗い。疑問に思ったユーキは、すぐにそれを口に出す。

「お目付け役って、そんなに大事なわけ？」

「お目付け役は、まぁ一言で言うなら、代理姫の師匠さ。代理姫としての技術や心構えを教えるのはもちろん、貴族と繋がる橋渡しをしたり、衣装の準備を手伝ったりもする。その点では、世話役といってもいいかもしれないね。いずれにせよ、どんなお目付け役の下でやってるかで、その代理姫の価値はずいぶん変わってくるんだよ」

「なるほどね……」

　かつてはユーキも代理姫のレッスンに通ったことがあったが、本当ならあそこの先生が、お目付け役になっていたのだろうか。

「とにかく、こうなった以上は仕方ない。屋敷に入ったら、僕はまず、本来の代理姫をさがす。ユーキは、出来るだけ支度部屋で時間をつぶしてくれ。なんなら、ずっとそこにいてもいい」

「舞踏会に来たのに？　せっかくだから踊らせてよ。絶対、損はさせないから」

「……舞踏会では、ダンスを申し込まれなければ踊れない。女性から申し込むのは、マナー違反だしね。そして、貴族は興味のないものに対しては、それこそそのものが存在していないように振る舞うよ」

　それはつまり、ユーキが貴族たちの目に興味のないものとして映る、ということだろうか。

　腹立たしさに反論しようとしたが、ニコラの目は真剣そのものだった。ユーキを馬鹿にするでもなく、心から忠告してくれている。

　反応に困って口をつぐんでいるうちに、屋敷の中へと入ってしまった。

　扉から続く広間に足を踏み入れたとたん、まばゆい光に目のくらむ思いがした。

　天井から吊るされた大きく豪奢なシャンデリアが、その主な光源だ。それだけでなく、壁の至る所にもランプが設置されていて、飾られた美術品を照らしている。

　広間には、いくつもの丸テーブルが置かれていて、それを囲んでタキシードやドレスに身を包んだ紳士淑女が、グラスを片手に談笑している。

　また、遊戯室が隣接しているらしく、ビリヤードをする男性の姿が垣間見えた。つくり自体はパトリンの椿亭と似たようなものだが、なにせ規模が段違いだ。

　ニコラの語るところによるとダンスを踊るホールは、二階にあるらしい。

「今はまあ、招待客同士の挨拶の時間であり、ダンスの約束を取りつける時間、といったところかな。とはいえ、僕らはほとんど相手にされないだろうけどね」

　ニコラの言葉通り、入ってきた瞬間こそ人々の目はこちらを向いたが、今はまるで誰も来なかったかのように、外されている。

　いっそのこと侮蔑の視線でも投げつけられた方が、まだマシな気がした。

　ニコラはそうした対応をされることに慣れているのか、さして動じた様子もなく、ユーキを支度部屋へと案内する。

　そこで彼とわかれたユーキは、支度部屋に入り、一人立ち尽くしてしまった。

　中では、何人かの女性が、髪の毛や化粧を直している。もちろん、自分でやっているのではなく、別の女性にしてもらっている。施している側の顔ぶれも、年少の召使いらしい人だったり、妙齢の、おそらくお目付け役だったりと様々だ。

　ただ、共通して、誰もが殺伐とした空気を放っている。隣り合って身支度を整えながら、すでに互いを牽制しあっているような、そんな雰囲気だ。

　彼女より目立つように、誰より輝けるように。そんな気迫が、誰からも伝わってくる。

　けれど、そうした殺気にも似たものが、ユーキには向けられてこない。同じ空間に入り込んだというのに、文字通り眼中にないのだ。

　そのくやしさを原動力に変えながら、ユーキは支度をはじめる。とはいっても、ユーキには化粧の心得もほとんどないため、するのは着がえぐらいだ。

　パトリン時代から愛用している藍色のドレスを取り出し、一人でそそくさと着がえていく。ほとんど支度はすんだというのに、周りは一向に興味を示さない。しだいに、焦りが募っていく。

　住む世界が違う。それを、突きつけられている。これでは、出て行ったところで――。

「あんた、何してんの？」

　不意に声をかけられ、心臓が大きく跳ねた。素っ頓狂な声が出そうになるのを、どうにかこらえる。

　声の主を探して視線を動かしたが、見つからない。

「おい。あたしはこっち」

　再び声がして、ユーキは顔をやや下に向ける。すると、床にしゃがみこむようにしている少女と目が合った。

　しゃがんでいるということを加味しても、小さな少女だ。仮に立ちあがっても、ユーキの胸あたりまでしか身長がないのではないだろうか。

　顔もかわいらしいが、この屋敷で見てきた人たちに比べ、どこか野性味を感じる。使用人の子どもとか、そんなところだろうか。

「あんた、そんな服に着がえて何してんの？　帰り支度ってわけじゃないよね？　その前に着てた服なんて、もっとひどかったし」

　ようやく声をかけてくれる相手があったと思ったら、まさか罵倒されるとは。ユーキはムッとしつつ、対応した。

「あのね、私は代理姫としてここに来たの。それに、この服は私の大事な相棒なの。多少は見劣りするかもしれないけど、バカにするのはやめて」

　ユーキの言葉に、少女は驚いたように目を丸くした。それから、バツが悪そうに視線をそらす。ちなみに、それなりの声量を発したが、周りは無関心だ。

「……悪かった。あたしの目が、曇っちまってた」

　素直に謝罪をされて、拍子抜けしてしまう。むしろ、こっちのほうが大人げないような感じになってしまった。

「いや、私こそ子ども相手にムキになったというか……」

「……子ども？　言っとくが、あたしは今年で二十四だからな」

「うぇ、年上？　でも――」

　こんなにちっちゃいのに、という言葉を慌てて飲み込む。けれど相手には見当がついてしまったらしく、睨まれる。

「ご、ごめんなさい。お互いに誤解があったということで、ここは手打ちに……」

　ユーキが即座に頭を下げたのが予想外だったのか、少女の外見を持つ女性はくっくっ、と笑い声を漏らした。

「あんた、変わってるな。あたしはカネット・クードル。街で仕立て屋をやってる」

「……私は、ユーキ・ゴトー。代理姫の、なりたてかな」

　どうにも、自信を持って代理姫だと名乗れる雰囲気ではなくなってしまった。

「だろうな。田舎から出てきて、今日デビューってとこか？　にしても、あんたの雇い主はドレスも用意してくれなかったのか？　お目付け役は？」

「あー、それなんだけどね……」

　ユーキは、カネットにここまでのいきさつを話した。彼女には、話してもいいと思えたのだ。

「なるほど……あのニコラ坊ちゃんがねぇ……。よし、じゃあちょっと待ってな」

　カネットはそう言って部屋を出て行ったと思うと、いろいろ荷物を抱えて戻ってくる。それからユーキをまっすぐに立たせたと思うと、持ってきたものの中から、一着のドレスを取り出した。深い青色の、どこか海を思わせる色合い。色だけならユーキのものとも似ているが、生地の光沢や滑らかさが、まるで違う。

「それ……」

「本当は違う貴族の注文で持ってきてたんだけどね。そいつ、全然姿を見せやがらないんだよ。そんであたしもここでふて腐れてたんだけどさ」

　しゃべりながら、カネットはユーキの服を脱がしていく。

　ドレスに見とれていたユーキは、衣が体からはぎとられてようやく、間の抜けた声を上げた。

「うひゃう!?　な、なにを……」

「この服が大切に着られてたのは、わかった。けど、やっぱりこいつじゃ勝負にならない。どう？　あたしの用意したそいつで、戦場に立ってみない？」

　カネットの目は、まっすぐにユーキを見つめていた。その奥には、職人としての意地が光っている。

　彼女を信頼できる人間だと直覚したユーキは、ゆっくりと頷いた。

「よし、じゃあ早速支度だ。あんた素材は悪くないんだから、化粧とかもちゃんとしたほうがいい。今日はあたしがやるから、見て覚えな」

　小さい体を身軽く動かして、カネットはテキパキと作業を進めていく。まるでおとぎ話の手伝い妖精だと思っているうちに、装いが整っていく。

　化粧を施す手つきも流れるようで、見て覚えられるレベルではない。

　それでも、ユーキは見れる限りは彼女の技術を習得しようとした。加えて、ときおり彼女が呟く舞踏会のマナーにも、耳を傾けた。

　そうしているうちに、ふと周りの視線がこちらに集まってきているのに気づいた。そのほとんどが、驚いているような、惚けているような顔つきをしている。それだけ、カネットの手際は見事なのだろう。

　自分は運がいい。そんな人と出会うことができて、いろいろ良くしてもらっている。

　ならば、それに応えなければ。

「ん、いい顔つきになったな。ちょうど準備も完了だ。せっかくの舞台だ、楽しんできな」

　カネットに背を押され、ユーキは支度部屋を後にする。

　先ほどと同じ広間。そこを何歩か歩いたところで、場がにわかにざわついた。

　たしかに、いくつかの視線が向けられているのを感じる。

　無視されるのは無視されるのでむかついたが、これはこれで緊張する。

　ぎこちない動きにならないように気をつけながら、ひとまず壁際に移動する。それを、無数の視線が追ってくる。

　そもそもユーキは、メルステラでは珍しい容姿をしている。この国の人間は、金髪や茶髪が多く、くせっ毛な場合がほとんどである。それに対し、ユーキは父親譲りの黒髪で、くせのないストレートヘアだった。また、彼女は肌が透き通るように白い。これはメルステラ人だった母親譲りで、日之国の人間には珍しい。

　総じて、ユーキはメルステラ人と日之国人のいいとこどりをしている、とかつてオング子爵は評していた。今はそれが、カネットの化粧によってさらに引き立てられている。

　その姿はさながら、静かな湖面に投げこまれた一つの小石のようであった。そこから起きた波紋は、徐々に広間全体に広がっていく。
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　ユーキへと向かっていた男性の視線は、しだいに誰が彼女に声を掛けるか、という互いを牽制する視線へと変じてきていた。

　それに気づかぬ当人は、別行動をとっているニコラをさがしていた。

（うーむ……いない）

　カネットは衣装を整えながら、舞踏会のマナーについてもあれこれと語ってくれたが、正直ほとんど頭に入らなかった。

　もし困ったらニコラを頼れとのことだったが、肝心の彼がいない。

　どうしたものかと思っていると、一人の男性が近づいてきた。三十代前半あたりの、比較的若い男であった。

「失礼、お嬢さん。一曲目の相手はお決まりですか？」

「うぇ？」

　突然の問いかけに、間抜けな声が出てしまった。慌てて、人当たりのいい笑みを浮かべておく。

　そういえば、ダンスは男性から申し込むものだとニコラが言っていた気がする。

　彼は「絶対に申し込まれない」という口ぶりだったが、そんなことはないではないか。

　どう対応したものかと思ったが、受けるなとは言われていない。

「えっと……決まってないですけど……」

「ならば、一曲目のお相手を願えないでしょうか？」

「構いませんが……」

　ユーキが頷くと、男性はおもむろに手を差し出した。握手かと思ったが、少し違う。どちらかというと、何かを受け取ろうとしているような。

　困惑して首をかしげていると、男性が不思議そうな顔をした。

「おや……ダンスカードはどうされました？」

「ダンスカード……」

　ふと、カネットの言葉がよみがえってきた。舞踏会には、ダンスカードという二つ折りのカードがあり、左側には曲目が書かれ、右側には各曲で踊る相手の名を記す欄がある。もしダンスを申し込まれ、それを了承したら、カードを相手に渡せ、ということだった。

　そうして彼女に渡されたものの存在を思いだしたユーキは、照れくさそうにはにかみながら、それを目の前の男性に渡した。

「ごめんなさい、少し緊張していて」

「まだデビューされて間もないのですかな？　お見かけしない顔だと思っていたのですが……」

「ええ、まあ……」

　それもまた良い、といった具合に男性の表情は緩んでいた。ちなみに、カードには鉛筆がひもでつないであり、それを使って男性は名前を書きこんでいく。

「では、後ほど」

　返されたカードにはクリストフなんたら、という名が記されていた。何か、自分が認められたような気がして、少し嬉しくなる。

　ニコラが戻ってきたら自慢してやろうと思いながら顔を上げると、いつのまにか新たな男性たちが目の前に群がってきていた。

「え？」

　手伝い妖精と見まがうような仕立て屋の少女、カネット。彼女に魔法をかけられたユーキは、瞬く間にこの舞踏会の主役に躍り出てしまったのだった。




　やがて、舞踏会がはじまる時刻となった。使用人に促され、人々が二階のホールへ流れていく。

　ユーキもその流れに乗ろうとしたとき、それに逆らう人物の姿が目についた。

「ニコラ！」

　彼の手を取り、人波から逃れるために壁際に寄る。連れてこられたニコラは、状況が飲み込めないのか、目を瞬いた。

「え、き、君は……？」

　かと思うと、今度は視線が泳ぎまくっている。まるで、初対面の女性に突然口説かれたかのような反応だ。

　まさかとは思うが、誰かわかっていないのではあるまいか。

「あのさ、私。ユーキだから」

「いやいや、まさかまさか…………本当に？」

「本当だって。もう顔忘れたの？」

「忘れたというか……覚えてるからこそ戸惑ってるというか……。そんな立派なドレスを持ってるなんて思わなかったし」

「これは親切な妖精さんがくれたのよ。あ、請求は後から商会にいくって」

「ずいぶん現実的な妖精さんだね……」

「けど、そのおかげで、ほら、見てよこれ」

　ユーキは楽しげにダンスカードを見せようとしたが、ニコラの視線がこちらを向いていないことに気づいた。うつむきがちに、どこか遠くを見つめているような感じだ。

　そういえば、彼は一人で行動していた。それはつまり――。

「……見つからなかったの？」

「……ああ」

　その問いかけがとどめになったかのように、ニコラはその場にしゃがみ込んだ。

　なぜか現れなかった、彼の本来の代理姫。屋敷内にいることに一縷の望みを抱いていたが、それも叶わなかったのだ。

「どうして、こんなことに……。せっかくプルミエ伯に近づくチャンスを得たのに……」

「……どういうこと？」

「……舞踏会は、前半と後半に分かれていてね。その間には、軽い食事をとる時間を挟むんだ。そのときに主催者は、前半見た中で最も輝いていた女性に、後半のダンスを申し込むことになってる。そしてダンスの間、選ばれた女性は主催者と言葉を交わすことができる」

　なるほどそういうシステムか、とユーキは聞きながら自らの頭で整理する。

　そもそも、どうすれば代理姫が成り上がれるのか、その疑問はあった。つまりは、主催者に選ばれ、踊るときに上手く口をきけ、ということだろう。

（正直苦手分野だけど……そうも言ってられないか）

　あのタイコーも、言葉を巧みに用い、人々の信頼を得たという。

　それになにより、自分と縁のある人間が打ちひしがれているのを、放っておくわけにはいかない。

「これ、見て」

　沈むニコラの目に入るように、ダンスカードを差し出す。

　彼は訝しげにそれを見つめて、やがて目を丸くした。

「え……これ、名前が……どうして……？」

「ふふん、私が本気を出せばこんなもんよ。あなたにも目的があんでしょ。一宿一飯ってわけじゃないけど、ここにいれるのは、あなたのおかげだし。だから、私に任せてよ」

　ユーキが溌溂とした笑みを見せ、手を差し伸べる。

　ニコラは、やや遠慮がちながらも、しっかりとその手をとった。

「……不思議だな。商人のはしくれとして、リスクは避けるべきなのに。君には、賭けてみたくなるよ」

「大丈夫、損はさせないから。で、私は何をすればいい？」




　人々で賑々しくなっているホールに、ユーキは足を踏み入れた。

　ここも、一階の広間に負けず劣らず広い。食事のためのテーブルが置かれてないぶん、余計にそれを感じさせられた。

　灯りは相変わらずまばゆいほどに輝いているが、調度品は最低限しか飾られていない。

　壁の一角には、細長い窓のように切り抜かれた場所がある。なんでも、壁の向こう側に楽団のいる空間があって、あそこから音楽を流すらしい。

　それもまた、余計なものを目に入れないための配慮。ここはまさに、巨大なステージだった。

　そして同時にそれは、代理姫にとっての戦場でもある。

　辺りを観察し、空間を把握しながら、ユーキは一曲目の相手のクリストフを見つけた。

「ああ、来ていただけないかと心配しましたよ」

　彼は、ホールの中央付近に立っていた。全体の注目が集まる、絶好の位置。よくもまあ、相手がいない状態でここをキープしたものである。

　突如現れたユーキに一番に声を掛けた豪胆さはさすが、といったところか。

「お待たせしてしまい、申し訳ありません」

「ずいぶんと周りを気にされていましたが……」

「こういう場はまだ不慣れなもので」

　ハキハキと、人当たりのいい笑みを浮かべて答える。

「ああ、デフィ家の代理姫では、そうでしょうな」

　クリストフは、どこか見下すような笑みを浮かべた。どうやら、ユーキの正体を知ったらしい。

　とはいえ、ニコラ曰く、見下されるのはまだ興味を持たれているだけいいそうだ。本気で興味がない場合、貴族はその存在を認知しない。

　ちらり、と壁際に目を向ける。そこには、手持無沙汰そうに立つ幾人かの男女の姿があった。ダンスの予約をとれなかった者たちだ。男性の場合は目当ての女性に振られ、女性の場合は男性に声を掛けられず。そうして、彼らはこの場で踊る者たちからは、いないもののごとく扱われ「壁の花」となる。

　もちろん、このホールには踊らずに、観客に回っている人間も多くいる。ただ貴族たちは、進んで観客に回っている者と回らざるを得なかった者の違いを、即座に見分けるのだ。

　そしてその目は、踊り手にも向けられる。

　すなわち、見る価値、共に踊る価値があるか、否か。

（ようは、いかに関心を集めるかの勝負ってね……）

　ユーキのダンスカードはすでに予約で埋まっているが、ふがいないところを見せれば、キャンセルされる場合もある。

　常に注目を集め続け、最終的に主催者の目に留まる。

　そんな踊りが、ユーキにできるのか。

（あー、やばい。やっぱりけっこう緊張する）

　自分が培ってきたものには、それなりの自信がある。けれど、それが中央のレベルに通じるかは未知数だ。

　かつても一度ユーキは、自身の実力にうぬぼれたことがあった。そのときは父に「井の中の蛙大海を知らず」という言葉があると、滾々と諭された。

「そんなにかたくなる必要はありませんよ。俺が、きちんとリードしてあげますから」

　互いに寄り合い、右半身を合わせるように組み、右手でクリストフの左手をとったところで、彼がそのように囁いてきた。

　その顔には、小ばかにしたような笑みが浮かんでいる。

「……ありがとうございます」

　それを見ているうちに、ユーキの中から、緊張が消えていく。

「私も、精一杯フォローさせていただきますわ」

　代わりに湧きあがってきたのは、生意気な貴族の鼻を明かしてやりたいという、対抗心だった。




　ホールの準備が大方整った絶妙のタイミングで、音楽が流れ始める。

　三拍子、ワルツのリズムにのりながら、身を寄せ合った男女がステップを踏み始める。

　こうした舞踏会で踊られるペアダンスでは、男性はリード、女性はフォローといわれる。すなわち、男性の導きに女性がついていくのが、基本の動きとなるのだ。

　とはいえ、これらは一筋縄ではいかない。男性のリードは、力任せに動かせばいいものではないし、フォローもただ何も考えずに従えばいいというのでもない。

　特にフォローは、リードの動きを読み取り、素早く反応することが求められる。相手のダンスの力量や癖、場合によっては曲の解釈までをいかに早く正確に把握するか、それが代理姫の腕の見せ所ともいえた。

　ユーキもまたそれを心得、クリストフというパートナーを読み取ろうとしていた。

（うーん、この人、自分勝手だな……でも、そのぶんわかりやすい）

　自分の力強さをひけらかそうとしているからか、とにかくリードが力任せだ。動きに合わせようとしても、ユーキにはそれが出来ないと思い込んで、無理に引っ張ってくる。

（信頼ゼロってわけだ。けど、それならそれでやりようはある）

　クリストフの動きの癖はあらかた把握した。

　そして曲が転調するタイミングに合わせ、ユーキは自然に動きを変えた。




　ユーキを送り出したニコラは、自身は踊らずに壁際から会場を見渡していた。

（ユーキ……いきなりあんな目立つところに）

　相手の名前がクリストフ・メルケンだと聞いたときに嫌な予感はした。男らしいがっしりとした体格をして背も高く、姿勢もいいため、立ち姿が映える男だ。ただダンスとなるとどうにも前のめりがちになり、せっかくの姿かたちを崩してしまう。

　ニコラの周りには、高みの見物を決め込み、各人のダンスを評している者たちがいる。成り上がりとして嫌われているニコラはその輪に入ることはできないが、会話の内容ぐらいは耳に入ってきた。

「ああ、例の少女の相手はメルケン伯か」

「やれやれ、怪我をさせるようなことがなければいいが」

　そう言葉では言うものの、声音に心配の色は感じられない。

　勝手なことを、とニコラは歯噛みしたが、貴族にとってはそれが当たり前の反応だった。彼らにとって、代理姫は所有物に過ぎず、壊れたなら別のを用意するだけの存在なのだ。

　だから余計に、パートナーのことをないがしろにするリードが増える。

　ユーキは自信を見せていたが、田舎で踊っていたということは、ペアダンスの経験は少ないのだろう。

　にもかかわらず、クリストフのような力任せの男が相手で大丈夫なのだろうか。

　見守っていなければと思うものの、どうにも不安が勝って目を逸らしがちになってしまう。

　そのとき、傍にいた男たちがまた話し始めた。

「……なあ、メルケン伯やけに上手くないか？」

「俺もそう思ってた。いやに見栄えがいいというか……あんなに目立つ男だったか？」

　それを聞いて、ニコラはきちんとホールへと目を向けた。ユーキたちの姿は、すぐに見つかる。たしかに、あの二人は目立っていた。それも、いい意味で。

　明らかに、クリストフの姿勢がよくなっている。背筋が伸びて、本来のスタイルの良さが際立っている。

　その変化に、会場の者たちはもちろん、クリストフ本人すらも、目を丸くしていた。




　そもそも、ユーキのペアダンスの練習相手は父のイサムだった。彼は当然ダンスの教養はなく、また生来の不器用さから、どうしてもぎこちない動きになりがちだった。そうなると、木こりとして培われた腕力が災いし、ユーキを振り回すことになる。そうして、まともな練習相手になれない自分を、彼はいつも悔いていた。

　そのことに気づいていたユーキは、自分なりにフォローに工夫を重ねていった。

　すなわち、パートナー自身以上にパートナーのことを理解し、ポテンシャルを引き出すフォロー。時にパートナーの意図を超え、飛躍へと導いていく。それが、ユーキのスタイルの根本になった。

　本来の代理姫の立場、基本からすればそんなリードまがいのフォローは許されない。だが、そんな常識はユーキには通じない。

（せっかくのスタイルが、もったいないんだよね。もう少し、余裕を持っていいんだよ）

　力で押さえこもうとしてくる直前に、逆に押し返すように動いていく。繰り返すうちに、フォロー側に傾いていた重心が戻っていく。それに伴い、姿勢も良くなっていく。

　ダンスを眺めていた人々がその変化に気づいた頃、クリストフ自身もそれに気づいていた。

　舞踏会においては、代理姫だけでなく男たちもまた、胸に野心を秘めている。注目され、称賛され、社交界での地位向上を目論んでいる。

　クリストフはこれまで、ダンスで認められるようなことはなかった。だからこそ今夜は、ユーキという変わり種に目をつけた。そこで向けられるのは好奇の視線かもしれないが、無視されるよりはいいと思っていた。

　実際、曲がはじまったときはそうだった。けれど、しだいにそれが変わってきている。

　観衆が自分たちだけを見ているのが、息を呑んでいるのが伝わってくる。

　それに戸惑ったような顔で見つめてきた彼に、ユーキは会心の笑みを見せた。

　この状況を、楽しめばいい。笑顔は、そう雄弁に語っていた。

　やがて一曲目が終わる。

　クリストフは、無数の称賛に迎えられる。

　素晴らしかった、見違えたという声にはにこやかに応え、あの代理姫はどうだったという声には曖昧に応えた。

　これまで舞踏会で見かけることもなかったような代理姫に、実力以上のものを引き出された。そんなことを口にするのは、彼のプライドが許さなかった。

　そして、ダンスを見ていた者たちの多くが、彼の才能が開花したことを信じて疑わなかった。

　しかし、二曲目でのクリストフのダンスは、パッとしないものだった。なまじ理想の動きを追い求める分、かえってぎこちなくなってしまっている。

　代わって一人の青年が、注目の的となった。相手は偶然にもまた、あの変わった見た目の代理姫だった。

　次もまた、別の紳士がホールを驚かす。彼の向かいには、やはり彼女がいた。

　それが四度、五度と続くうちに、さすがに人々の見る目が変わってくる。

　彼女だ、彼女が何かをやっているのだ。

　いよいよ、無数の目がユーキに集まる。デビューしたての代理姫であれば、そんなことになれば委縮するものだ。けれど、彼女はむしろノッてくる。

　気づけば、ユーキはその日の舞踏会の中心となっていた。

　そして、その勢いが衰えぬまま、舞踏会の前半は終わりを迎えた。




　前半部を踊り終えた招待客たちは一階の広間へと戻ってくる。そこに並べられたテーブルは、すでに数々の料理で彩られていた。

　時刻は夜中、日付が変わる寸前。小腹のすいた人々は、使用人から飲み物を受けとりつつ、テーブル上の軽食を口にしていく。

　曲が演奏されている間の緊張感からも解放され、至る所で会話が交わされ、笑顔の花が咲きはじめた。

「あー、楽しかったーっ！」

　ユーキもまた、プログラム中にたまったものを吹き飛ばすように声を上げた。

「本当にすごかったよ、ユーキ。まさか、君があそこまで踊れるとは思わなかった」

　合流したニコラが、サンドイッチと飲み物を手渡す。

「ふふん、言ったでしょ？　損はさせないってさ」

　受け取ったサンドイッチを無造作にほおばり、それから飲み物ももらう。ニコラがそれに恐縮した笑みを浮かべるので、二人はまるで女主人と召使いのように見えた。

「にしても、舞踏会の食事ってけっこう気安い感じなのね」

　てっきりテーブルマナーとかを求められるかと思っていたが、周りを見回す限り、そんな様子はない。少し、故郷の村でのバカ騒ぎを思い出した。

「晩餐会みたいなスタイルももちろんあるけど、最近は立食形式が主流かな。こういう方が、代理姫とも気安く話せるしね」

「ふぅん……」

　そのわりには、先ほどから視線は感じるものの、話しかけてくる者はない。

　あれだけ目立ったのだから、また熱烈な扱いを受けると思ったのだが。

「心配はいらないよ。みんなが遠慮してるのは、結果がわかってるからさ」

「結果？」

　そのとき、一人の男がこちらに近づいてきた。五十代半ばと思われる紳士だ。優しげな顔立ちをしているが、彼が動きだしたとたん、場の空気が張り詰めたのを感じた。

「……プルミエ伯だ」

　ぼそり、とニコラが耳元で囁いてくる。とたんに、ユーキは目を丸くした。

　ではこの紳士が、この会の主催者であり、ニコラの目的なのか。

「お嬢さん」

「は、はい……」

　涼やかな声音に、ユーキは思わず背筋を伸ばした。

「後半の一曲目、お相手を願えますか？」

　一瞬、言葉の意味を解しかねた。だが、ちらと見たニコラが頷いたのを見て、喜びがこみ上げてくる。

　――掴んだ。

　今すぐはしゃぎだしたいのをこらえつつ、ユーキは弾けるような笑みを見せる。

「もちろん、喜んで！」

　その答えに満足したように頷き、プルミエ伯は別の場所に歩いていく。

　とたんに、ニコラがユーキの両肩を掴んできた。その顔は、今にも泣きだしそうだった。

「すごい、本当にすごいよユーキ、ありがとう……！」

「こっちこそ。けど、これで終わりじゃないんでしょ？」

　その言葉にはっとしたように、ニコラの顔が引き締まったものに変わる。

「……ああ。ここからが、むしろ本番だ」

　それから、ニコラが声を潜めて言う内容に、ユーキは頷いていった。




　日付が変わり、さらに夜が深まった頃、軽食を終えた人々は再び二階のホールに戻り、後半のダンスに備えた。

　ユーキはプルミエ伯と共に、その中央にたたずんでいた。今回は意図をせずとも、周りがそこへと導いてくれた。

　喜びに浸りたいところだが、それよりもユーキはニコラに託された言葉をどう切り出すか、それを一番に考えていた。

「……お嬢さん」

　その緊張を察したかのように、プルミエ伯が柔らかな声音で話しかけてくる。

「あ、はい……」

「話ならば、曲がはじまってからのほうがいい。そのほうが、まぎれますからな」

　それが合図となったかのように、演奏がはじまる。

　プルミエ伯は悠然と、ユーキをリードしていく。同じワルツであっても、クリストフとはスタイルがまるで違う。

　その導き方は「私はこんな人間ですよ」と心を開いているようでもあった。一瞬ユーキはそれを疑うが、すぐに思い直す。

　この人は、素直に耳を傾けようとしてくれている。なら、こちらも難しく考える必要はない。

「……ソンブール公のパーティに、ご興味はおありですか？」

　その問いかけに、プルミエ伯の手が一瞬強張る。それを組んだ手から読み取って、ユーキは内心で驚いた。

（本当に通じた……）

　ニコラ曰く、ソンブール公は王家から国家の財政を任されている大貴族であるが、その役職故か倹約家として知られているらしい。だからこそ基本的に、彼が舞踏会や晩餐会を主催することはない。つまり彼のパーティは、別の意味として貴族たちに受けとられる。

「……ソンブール公に選ばれるとは、デフィ男爵も大変なものを背負わされたものだ。して、私にできることは？」

「招待客のリストを充実させるために、紹介していただきたい方がいます」

「ほう？」

　気を使ってか、プルミエ伯が身を寄せるようにリードしてくる。ユーキはそれに従い、彼の耳元に囁く。

「――スーゴン伯」

　その名前を聞いて、プルミエ伯は首を傾げる。しかし、ややあって何かに思い至ったように目を見開いた。

「……では、あの方へと至るつもりですな。もちろん、お引き受けしますとも。この国の、未来のために」

　プルミエ伯は恭しい態度を見せ、その踊りからは誠実な思いが伝わってきた。

　いまだ多くを知らないユーキは、それに曖昧な笑みをもって応えるしかなかった。




「それで、君から見てプルミエ伯はどうだった？」

　舞踏会が終わり、プルミエ伯の屋敷を後にしたユーキとニコラは、馬車に揺られていた。

「いい人よ。踊っている限り、嘘を吐いてる感じもなかったし」

　実際、この馬車もプルミエ伯が手配してくれたものだ。自らが選んだ代理姫とその主人が徒歩で帰るのでは格好がつかない、と苦笑していた。

「君がそう言ってくれるなら、安心だ。これで僕も、肩の荷が下りたよ」

　なんらかの重圧から解放され、表情を綻ばせるニコラに対し、ユーキの表情は晴れない。

　プルミエ伯は、たしかに善人だ。こちらに、信頼も寄せてくれていた。

　にもかかわらず、ユーキは何も知らない。それは彼女の中で、筋の通らぬことだった。

「……ねぇ、あなたは何をしようとしてるの？」

　協力したのだから教えろ、という圧力をこめて問う。ニコラならこれで陥落するかとも思ったが、彼は緩んでいた顔を引き締めてユーキの方をまっすぐに見据えてきた。

「……悪いけど、教えられない」

「あぁん？」

「い、いやいやいや、君には感謝してる。でも、だからこそこれ以上は、関わらないほうが君のためだ」

　少しだけ余計に凄んだとたん、ニコラは一気に言葉を吐いた。けれどその内容は、ユーキを納得させるものではなかった。

　なおも睨み続けていると、ニコラは困ったように頭を掻く。

「……わかったよ。なら、もう少しだけ付き合ってくれるかな」

　それからニコラは、馬車の御者に何事かを言いつけた。

　やがて、馬車が停止する。着いたのは、裏通りに近い通りだった。通り自体も狭く、家々の壁にも汚れが目立つ。

　ユーキが言うのもなんだが、貴族の馬車が訪れる場所としては、正直似つかわしくない。

「……ニコラの家ってこの辺なの？」

「いや、そういうわけじゃないよ。ここに来たのは、彼女のことを知りたくてね」

　するとニコラは、一つの家の前に立ち、扉をノックした。

　時刻は四時ごろだろうか。案の定、扉の向こうから反応は返ってこない。

「……ポリーヌ、僕だ、ニコラだ。舞踏会は終わったから、安心していい」

　相変わらず、反応はない。ニコラは、さらに言葉を継ぐ。

「君を責めるつもりはない。ただ、無事ならそれを確かめさせてほしい。頼むよ、ポリーヌ」

　どうやら、ここは来なかった代理姫の家らしい。彼女を心配していたニコラはわざわざここに立ち寄ったのだ。

　そして、彼の切実な訴えが通じたのか、扉がわずかに開く。隙間からは、おびえた様子の少女の姿が垣間見えた。

「……ニコラ、ごめん、私」

「いいんだ。むしろ、僕のせいだよね？」

「……怖い人たちがきたの。それで、舞踏会に行くなって脅されて……ごめんなさい……」

　何かを思い出したのか、ポリーヌの震えがひときわ大きくなった。

「すまなかった。……彼らは、僕が舞踏会に出るのが気に入らなかったんだね？」

「……成り上がりが生意気だって……そんなことを言ってたわ……」

「……わかった。本当にすまなかったね。いずれまた、舞踏会で再会できることを祈っているよ」

　詫びの証なのか、ニコラはポリーヌに金を渡し、踵を返した。ポリーヌ自身は、何かから隠れるように、すぐに扉を閉めてしまった。

「……あれ、何だったの？」

「……落ち着いてみれば、珍しくもない話さ。成り上がりが、他の貴族から嫌がらせを受けるなんて話はね」

　自嘲気味に笑うニコラに、さすがのユーキもすぐには声をかけられなかった。そこに追い打ちをかけるように、彼はさらに言葉を紡ぐ。

「けど、今日のはまだマシな方さ。ポリーヌのところに来たのは、僕の目的を阻止したい連中じゃなく、単に僕が気に入らない連中だったみたいだからね」

「もし、目的を阻止しに来ていたら……？」

「まず間違いなく、彼女は殺されていたよ。場合によっては、僕もかな。舞踏会に出られなかったショックで失踪したなんてシナリオにすれば、笑い話で処理されるだろうしね」

　他人事のごとく、淡々と自らの死の可能性をニコラは語る。これまで見てきた気弱な態度からは想像もつかない冷たさに、ユーキは息を呑んだ。

「……これで少しはわかったろう？　これ以上僕に関われば、君の命も危険にさらされる。だから、ここまでにしよう」

　突き放すように、ニコラは背を向ける。

　今日の舞踏会でユーキは、その実力をアステルに示すことができた。ここで彼と別れたとしても、新たな主を見つけられる可能性はある。

　ユーキとて、命は大切だ。死ねば、故郷で待つ父を悲しませてしまう。

　だから、ニコラとはここで別れて、もっと権力のある貴族に取り入るのが、賢い選択だ。

「――待って」

　けれど、ユーキはニコラの肩を掴んでいた。

「ユーキ……？」

「命の危険があるんでしょ？　だったら、私があなたの代理姫をやるべきよ。こう見えて、けっこう強いんだから。自分の身ぐらいは守れるし、なんならあなたのことも守ってあげる」

　先ほどのポリーヌとの会話を聞いていても、彼が代理姫に対しても誠実な態度をとる人物であることはわかる。きっと彼は、底抜けのお人よしだ。

　そんな人物が、命をかける覚悟をしている。そして、何事かをなそうとしている。

　その姿に、ユーキは強く惹かれた。

　一つの「志」を、そこに感じたのだ。

「……本気かい？　今の君なら、もっと安全に成功の道を歩むこともできると思うよ」

「わかってる。けど、あなたと一緒にいたほうが、もっと大きな夢が見れる。そんな気がするんだ」

　もしかしたらユーキは、周りに蔑まれるニコラに、共感を抱いていたのかもしれない。

　かつては自分も、日之国の血が入った人間として、周りに蔑まれてきた。そうした環境に、不満を抱いてきた。

　ニコラにも、それと同質のものを感じたのだ。そして彼は、その不満を解消すべく動こうとしている。

　そう予感したからこそ、ユーキに迷いはなかった。

「……わかった。僕もできるなら、君に来てほしい」

　振り向いたニコラは、ユーキの手を取る。

　互いの目を見つめ合い、笑い合った二人は、ここに改めて契約を果たしたのだった。




「僕たちの目的は、一言で言えば国の改革さ」

　再び馬車に戻り、走り出したところで、ニコラはそう切り出した。やや声をひそめているのは、御者にも聞かせたくないのだろう。

「改革？」

「今、この国の財政は破綻寸前なんだよ。まず、先王時代の他国への戦争介入がまずかった。多量の出費をしながら、得たものは何一つないんだからね。それだけならまだしも、そこに近年の不作が重なった……」

　ニコラの言葉に、ユーキは故郷の風景を思い浮かべた。

　そういえば、不作という話は聞いたことがある。ユーキの家は父と二人きりだから、そこまでの問題は生じていなかったが、多くの子どもを抱えた家や三世代が同居する家は、いつも頭を悩ませていた。

　だが、このアステルの豊かさを見てしまうと、それは一部に限ったことなのだと思っていた。まして、先刻までの社交界の様子を目にすると……。

「まぁ、舞踏会の後じゃあ、実感がないのも無理はないね。けど、君にも無関係な話じゃない。ラルジュ公園にはもう行ったかな？　あそこには、挫折した代理姫が集まる場所があるんだけど……彼女たちは、全員が望んで代理姫になったわけじゃないんだ」

「どういうこと……？」

「中には、家族に送り出される形で来た人もいるんだ。しかも、王都で成功することなんて、ほとんど期待されてない。送り出しさえすれば、一人分の食事が余る。口減らし、というやつさ。まったくもって、嘆かわしい話だよ」

　そう言って、ニコラは唇をかみしめる。

　ふと、公園で出会ったクロエの言葉が蘇った。

　彼女は、帰りたくても帰れない者もいると言っていた。それは、待っている家族がいるのに帰れないという意味だと思っていたが、まさか家族にも帰還を望まれていないとは。

「そして、その一方では貴族たちが毎夜のように贅を尽くした舞踏会や晩餐会を開いている。こんな歪みが、許されていいはずがない」

「だったら、さっさと変えればいいじゃない」

　歪んでいるのがわかっているなら、それを王様に報告すればいい。日之国ではタイコーのような天下人の一声で国が動くという。この国の王様も、そういう存在ではないのか。

「それが、そう簡単ではないのさ。この国の方針は、議会によって決定される。だけど、議会に出席するのは貴族だけ――その中でも、意見を口にできるのは、一部の有力者だけなんだ。今の国で特権を享受している代表者たちだからね。当然、国を変えようとはしない。他の貴族も、それに追従するだけさ」

「そんなの……」

「でも、中には改革の意志を持った方もいる。それが、ソンブール公だ。僕の役目は、彼の味方を一人でも増やすことなんだよ」

「ソンブール公……。だから、あんな話を……」

　その名前には覚えがある。先ほど、プルミエ伯との会話で出した名前だ。

「……プルミエ伯も、国を憂う貴族の一人だからね。けれど彼には、有力な後ろ盾がない。だからこそ、ソンブール公が動いていることを知って、協力を承諾してくれたんだ。こういう言い方は好きではないけれど、基本的に貴族は家の存続を第一に考える。だからこそ、こちらの方に旨味があると考えれば、こっちについてくれる。そもそも、この国ではそういう折衝を行う場が、社交界なんだ」

「なるほどね……でもそれなら、そのソンブール公が直接動けばいいんじゃないの？」

「いや……あの方が動けば、現状維持派が本気になる。そうなれば、劣勢の僕たちはおしまいさ。それよりは、僕が動く方がいい。僕が動く分には、成り上がりが必死に家名を上げようとしているようにしか映らないだろうからね。いや、そもそも眼中にすらないかもしれない。だけどそうやって油断している間に、こっちの勢力を拡大させる……！」

　ニコラの執念すら感じさせる強い声音に、ユーキは目を見開いた。

　正直、話の規模が大きすぎて、全てを飲み込むことはできなかった。

　ただ、だからこそ惹かれるものがあった。

　国を変える。それは、天下人となったタイコーの業績にも比肩するものなのではないか。

　そしてなにより、それをユーキの立場から、ニコラの立場から成そうというのがいい。

「面白い――」

　つい、そんな言葉が漏れた。自分がどんな表情をしているかはわからなかったが、ニコラは安心したように微笑んだ。

「そう言ってくれて嬉しいよ。どうせなら、最終目標のことも伝えておこう。僕たちが辿りつくべき相手のことだ」

「最終目標……」

「アルフォンス・ド・ロベール侯爵。僕たちは、彼を味方に引き込みたい」

「アルフォンス・ド・ロベール……」

　口にし、しばらく考えてからユーキは真剣なまなざしでニコラを見る。

「――誰？」

　とたんに呆れたように、ニコラが嘆息する。

「……ロベール侯爵家は、かつてはメルステラでも有数の大貴族だった。ただ、昨年に代がわりをしてね。それからは、少し勢力を落としてる。とはいえ、伝統のある家だから、影響力はかなりある」

「そんな人が味方になるの？」

「何年も議会に出ている人間なら、どういう立場に立つかは予想できる。けど、当代のアルフォンスは今年が初参加でね。まだわからない、というのが正直なところかな。でも、だからこそ動く可能性もあると思ってる。……それは僕たち以外も同じ、だろうけどね」

「それが目的を阻止したい連中、ってわけね」

「ああ。……もう一度だけ訊くけど。ユーキ、君は本当にいいのかい？」

　気遣いのにじむ、優しげな瞳でニコラが問うてくる。ここで首を横に振れば、きっと彼はすぐにユーキを手放すだろう。もちろん、口封じなんて考えない。そんな彼だからこそ、ユーキも迷わずにいられる。

「もちろん。『武士に二言はない』ってね」

「ぶし……？」

「もう、締まらないなぁ。とにかく、任せておけってこと！」

「まったく……頼もしいな。とはいえ、さすがの君もまずは休息をとらないとね。君にとっては長い一日だっただろう？」

　気づけばもう明け方になっているらしく、馬車の中も明るくなってきつつあった。舞踏会や晩餐会が基本的に夜に開催される貴族にとっては、こうした朝帰りは珍しくない。

　だが、木こりの父と共に早寝早起きが普通だったユーキにとっては、起きている馴染みのない時間帯――下手をすれば、起床の時間帯だ。

　それを自覚したとたん、眠気が襲ってきた。

「ホテルまで送るよ。場所を教えてくれるかな？」

「ホテル……？」

「アステルでやっていくなら、活動拠点ぐらい用意してるんだろ？　滞在費については、僕の方で先払いしておくよ」

「それはありがたいけど……まだ決まってないのよね。それを考えてるときに、あなたを見かけたから……」

「あー……なるほど。うん、君の非常識にもだいぶ慣れてきたよ。ただ、それはちょっと困るな。ただでさえ今は議会に向けて人が集まってきてる時期だから、宿を見つけにくいのに……」

「ニコラの家とか泊まれないの？」

　眠気がきているとはいえ、あっけらかんとそう提案するユーキに、ニコラは呆れたように首を振る。

「……年頃の娘さんがそういうこと言うもんじゃないよ」

「大丈夫よ……私、散らかっててもちゃんと寝られるから……」

　馬車の心地よい揺れが、いよいよまぶたを重くする。重要な話はもう終わったようだし、あとはニコラに任せていいだろう。

「いや、そういう話じゃなくて……」

「じゃあ、それでよろしくー……」

「あ、ちょっとユーキ……」

　ニコラが声をかけようとしたときには、ユーキはすでに満足げな表情で、寝息をたてていた。

「やれやれ……。信頼されてるってことかな……」

　取り残されたようになったニコラは、嘆息しつつ小窓から外を覗いた。

　街では人々が徐々に姿を現し、日々の営みをはじめようとしていた。







第三章　積み上げてきたもの









　近年の印刷技術の発達から、アステルでは新聞文化が花開いていた。街中では様々な新聞が売られ、それらにはそれぞれ特色がある。

　たとえば、政治に特化したものやファッションに特化したもの、貴族のスキャンダルに特化したもの。その中にはもちろん、社交界について特化したものもあり、その紙面は連日一人の人物の話題でにぎわっていた。

『話題の新人、またも他の代理姫を圧倒』

『ヒノクの血を引く美姫、数多の貴族を魅了』

『ユーキ・ゴトー嬢、次の舞台はスーゴン伯主催の舞踏会か』

　そうして、新聞へと話題を提供し続ける噂の代理姫、ユーキ・ゴトーはニコラの屋敷に用意された自室でベッドに寝転がりながら、自分のことを扱った新聞を眺めていた。

「ふふ……」

　やはり、自分が記事になるのはうれしい。当然のごとく、父のイサムのもとへも送った。きっと、母にも報告してくれていることだろう。

　いい気分のままベッドから起き上がり、食堂へと歩いていく。

　ニコラの屋敷に住み着くようになって半月がたとうとしている。この屋敷の中も、もはや勝手知ったるといったところだ。

　時刻は、真昼にさしかかろうとする頃。夜に舞踏会や晩餐会に出かけ、明け方に帰り、昼近くに起きる生活サイクルも、この頃ではすっかり慣れつつあった。

「おはよう～」

　食堂では、ニコラが新聞を読んでいた。ユーキが読んでいたものよりも、もっとお堅い新聞だ。

「……おはよう。すっかりだらけてるね」

「ん～？　慣れてきた証拠だから、心配いらないって」

　もともとユーキは、家ではかなり寛ぐタイプなのだ。加えて今は、アステルに来て以来気を張り続けていた反動もある。

　とはいえ、夜会の時間になれば、きっちりと仕事モードに切り替えることができている。

「……まぁ、なじむのは悪いことじゃないけどね。けど、今日はいよいよスーゴン伯の舞踏会の日だ。それはわかってるね？」

「あったりまえでしょ」

　ニコラの言葉を聞き流しつつ、使用人が運んできてくれたパンと肉料理をほおばる。この屋敷に落ち着いてから、食生活はかなり充実している。故郷では、小麦粉を使った白いパンなど見たこともなかったが、ここではむしろそれが普通なのだ。

「……新聞、読んだかい？」

　自身も新聞に視線を落としながら、ニコラが問うてくる。彼は新聞を読むのが趣味らしく、様々な新聞を自宅に取り寄せている。そして、その中からいくつかをユーキの部屋に届けてくれるのだ。

「うんうん、自分の名前がああして載るっていうのは、かなり嬉しいものね」

「……少し注目され過ぎなんじゃないかな」

　プルミエ伯主催の夜会の後も、ユーキはいくつかの舞踏会に参加し、その容姿とダンスの技術で話題をさらっていった。

　容姿が特徴的なだけに覚えられるのも早く、近づきたい相手にこちらから近づかずとも、向こうから来てくれる、という場合も増えてきている。

　ただ、名が売れた分、自分たちを敵視する存在も出始めたように思う。控室で支度をしていると、殺気のこもったような視線にさらされることもあった。

「大丈夫よ。代理姫は、注目されてなんぼでしょ」

　貴族は基本的に関心のないものを視界におさめない。ゆえに自身が知られていなければ、まず認識されるところからはじめないといけない。

　それに対し、はじめから興味を抱かれていれば、長く自分を見てもらえるし、印象にも残りやすくなる。

　限られた曲数の中で誰より目立たないといけない代理姫にとって、注目は大きなアドバンテージになり得る。

「まぁ……君はそういうので緊張するタイプでもないしね。ただスーゴン伯の夜会には、他にも名の知れた代理姫が出てくるかもしれない。油断はしちゃだめだよ」

「まっかせなさい」

　とはいえ、並び立つ代理姫のレベルが上がってきていることには、ユーキも気づいていた。

　そういう相手は、ふとした瞬間に視線が吸い寄せられるのだ。

　だがそれでも、勝てないと思ったことはない。むしろ、そうした相手との競い合いを楽しんでさえいた。

　――だから、何の問題もない。

　自らを鼓舞するように心中で呟いてから、ユーキは残っていた食事を平らげた。




　スーゴン家は、メルステラの貴族の中でも、古くから爵位を得ている家柄である。現在の権勢はそれほどでもないが、歴史がある故に付き合いは広く、特にロベール家とは深い関係にあるとされる。

　高名な貴族ともなれば、様々な夜会に招待されるため、予定が重なってしまうことも珍しくはない。その場合は、本命でない会には顔を出すだけ出して去り、本命の会に長く滞在するというのが基本である。

　先代のロベール侯は、この本命にスーゴン伯の夜会を選ぶ場合が非常に多かった。そこからも、彼らの親密さが窺える。

　代が変わったとはいえ、先代が懇意にしていた貴族の夜会である。当然招待はいくし、それを断る道理もない。

　アルフォンス・ド・ロベールがスーゴン伯の夜会にやってくることは、ほぼ間違いなかった。

　彼自身は社交界に興味がないのか、夜会が好きではないのか、あまり主催する側には回らない。ときおり義務のごとく、開くのみである。だからこそ、今夜の舞踏会はアルフォンスと関係を持てる、数少ない機会といえた。

　ここで彼に名前を知られ、彼が主催する夜会に招待され、そこで気に入られれば――というのが、ソンブール公が描いた筋書きであるらしい。

「っていうか、そんな悠長な感じでいいの？　議会って、六月からはじまるんでしょ？」

　スーゴン伯の屋敷に向かう馬車の中、手持無沙汰になったユーキは対面に座るニコラに問いかけた。

　メルステラの議会は、六月から八月にかけて行われる。それに向けて、二月ごろから各地方の貴族がアステルに集まり始め、さらにそれを目当ての商人が集まってくる。

　ユーキがアステルについたときや公園で見かけた露店はその一種で、王都とはいえ、普段はあそこまでの賑わいはないらしい。

　あれが四月の初めで、今はその終わりにさしかかっている。いよいよ議会に向けて、人や物が王都に満ち満ちてきている。

　そのせいか、今も馬車は渋滞に巻き込まれ、遅々とした進みになっている。田舎の狭い道ですら遭遇したことがない事態に、王都の広い道で遭遇するとは。

「ああ、心配はないよ。どうせ最初の一ヶ月くらいは、一年間の各地の報告に費やされるからね」

　そもそも、どうしてもっと早くに根回しをしておかなかったのかという気もするが、議会がないときには貴族は各地の所領に散らばっているため、接触していくのが大変なのだという。それに比べて議会前は、各地の貴族が王都に集まり、かつ議会前に親交を深めようというので、夜会が多く催されるため、芋づる式のように関係を築いていける。

　すなわち、議会のシーズンは社交界のシーズンでもあり、謀略のシーズンなのである。

　そして今日は、様々な貴族にパイプを持つスーゴン伯の夜会。ニコラをはじめ、この日を待ち望んでいた貴族は、少なくあるまい。

　その結果が、この馬車の渋滞である。

（馬車一台に貴族一人、代理姫が一人乗ってるとしても、いち、にい、さん……うへぇ）

　馬鹿らしくなって、数えるのをやめる。どう少なく見積もっても、これまでにない規模の夜会になることは間違いない。

　その中で、最も輝かなくてはならない。

（ま……それぐらいできなきゃ天下は取れないってね）

　微動しかせぬ馬車列に焦らされながらも、ユーキの心中は燃え立っていた。




　スーゴン伯の屋敷では、一階に広大な広間があり、そのだいたい半分に立食形式の軽食をとるスペースが設けられ、もう半分にダンスを踊るスペースが設けられている。間に隔てるものはなく、食事をとり歓談をしながらダンスを鑑賞、もしくは踊るスタイルになっているらしい。

　会場のつくりに合わせてか、ダンスカードに記されたプログラムも特徴的だ。

　前半部分と、前半後半を繋ぐ休憩時間が短く、後半部分がやたらと長い。

　早々に実力を見極めて、あとはじっくりと人脈を広げる時間をとる。

　それが、スーゴン伯のスタイルなのだろう。

（つまりは、短期決戦ってわけだ……）

　今日ユーキが身に着けるのは、プルミエ伯の夜会で着ていたドレスだ。

　いくら貴族とはいえ、夜会のたびに新しいドレスは用意できない。中にはそういう貴族もいるのだろうが、多くの貴族はそこまでの財力は有していないのだ。

　そのために、ドレスは使いまわしが基本であり、汚れが目立たないよう濃い色合いが好まれる。

　ならば薄い色のドレスを選べば目立てるかといえば、そうとは限らない。たしかに財力を示すことにはなるかもしれないが、一方では浅ましいと見られる場合がある。

　ただし、そこに何か意図があれば、センスとして認められる。ユーキもいずれ挑戦してみたいとは思うが、まだそこには踏み込めていない。

　周りを見ても、薄い色のドレスを着ているのはわずかだ。

　と、見回す端から殺気をこめた視線に見つめ返される。

（うーん……さすがにすごい）

　まさに一大決戦の様相。だが、臆してはいられない。タイコーもまた、こうした大きな戦いにいくつも直面し、勝ち抜いてきたのだ。

　それに注目を集めるのは、やはり悪いことではない。

　女性たちの目線につられるように、男性がこちらを見、近づいてくる。

　そうしてダンスを申し込まれているうちに、さらに次の相手がやってくる。

　今日も大丈夫、これならやれる。

　やがてダンスカードの名前も埋まろうと――。

「おい、あれ――」

　にわかに、広間の入口あたりがざわつく。ユーキの周りにいた男たちも、一斉にそちらに釘づけになる。つられて、ユーキも目を向けた。

「え――？」

　瞬間、目が離せなくなった。

　そこにいたのは、ユーキより少し年上ぐらいの女性。今しがた会場にやってきたのだろう。

　腰のあたりまである、流れるような金髪。触れたら折れてしまいそうなほど細く、けれどしなやかな手足。肌もまた、透きとおるように白く、濃い緑色のドレスと調和している。

　美しい。同性のユーキでさえ、思わず息を呑んだ。

　これまでにも、一瞬目が離せなくなることはあった。けれど、ここまでは記憶にない。

　代理姫を目指すきっかけとなったあの時でさえ、ここまで視線を奪われたか。

「エレオノール・ド・ジェニー……この夜会に来たのか」

　近くから、そんな呟きが聞こえた。エレオノール、そんな名前なのか。

　まるで一目ぼれでもしてしまったかのように、彼女を見つめたまま呆けてしまう。

「あの……ユーキ嬢」

「あ、はい？」

　とたんに声をかけられて、ハッとする。見れば、先ほどダンスを申し込んできた男が、きまり悪そうな表情で立っていた。

「すまない……先ほどの約束、キャンセルさせていただきたい」

「え？」

　一瞬、思考がまとまらない。どう返答したら、と思ううちに、男性はさっさと去って行ってしまう。

　しかも衝撃は、それだけでは終わらなかった。

　まるで今のやりとりが呼び水になったかのように次々にキャンセルを言い渡され――ついにユーキの予定は、真っ白になってしまった。

「うそ……」

　何が起こったのか、わからない。気づけばユーキの傍から男性の姿が消え、逆にエレオノールの周りには群がっている。

（むぅ……これじゃエレオノールが見えない――って、違う違うそうじゃない！）

　彼女から意識を逸らそうと他の女性陣へと目線をずらすと、あれだけ殺気立っていた彼女たちが、皆一様に絶望に染まっている。

　もはや負け戦が決まってしまったような、そんな雰囲気。

　だが、その気持ちも理解はできる。

　エレオノールは、ただこの場に現れただけで、完全に場を支配してしまった。

「だめ……」

　この舞踏会の前半は短い。このままでは、何もできずに終わってしまう。

　何かをしなくてはと思うのに、エレオノールから目が離せない。

「ユーキ！」

　慌てて、ニコラが駆け寄ってこようとする。代理姫はその名の通り、主である貴族が代理に立てるにふさわしいと判断した者である。だからこそ、主が傍にはりついているのは、好まれない。

　そんなことはニコラもわかっているはずだ。ならば、それだけ自分が情けない顔をしていたということだろう。

「……大丈夫、大丈夫だから」

　手でニコラを制し、どうにか笑みを浮かべる。

　こちらの気持ちを察したのか、ニコラはためらいながらも足を止めた。

「ほう。まだ強がれるか」

　そんな言葉と共に、一人の紳士がこちらに近寄ってきた。

　堂々とした、いかにも貴族然とした雰囲気を漂わせる男だ。年齢は、三十前後といったところか。背が高く、体も一見細身に見えるが、おそらく無駄なく鍛えられている。一瞬女性と見まがうようなやや長めの艶やかな赤みがかった髪に、何よりその切れ長の目。見据えられると思わず畏まってしまうような、そんな凄みがその目にはあった。

　そしてこの男は、エレオノールが支配しているこの場においても、存在感を失っていない。少なからぬ視線が、ときおり彼に向けられていた。

「あなたは……？」

　と、そのとき不意に音楽の演奏がはじまった。エレオノールを巡る争いに、キリがないと判断したスーゴン伯の配慮だろう。

　あぶれることがほぼ確定的だった男たちは、慌てて手近な女性に声をかけていく。

　本来であれば突っぱねたいところかもしれないが、女性側もそれほど余裕はない。

　即席のペアが次々とできあがっていく中、エレオノールをあきらめきれない一部の男はまだ粘ろうとしたが、周りの雰囲気に圧せられ、さらにはエレオノール自身に困った顔をされ、すごすごと退散していった。

　それに伴い、ようやくエレオノールの周りに空間ができる。いつの間にか彼女はホールの中心付近にいたらしく、そこがぽっかり空いた状態になる。

「ちょうどいい。あそこで一曲、踊ろうじゃないか」

　突如として男性に手を引かれ、ユーキは戸惑う。

「え、いやちょっと、あなたいったい――」

　言いかけて、ギリギリのところで口をつぐむ。下の者から上の者に名前を問うのはマナー違反だ。

「別に誰でもいいだろう。見たところ、予約の相手もいないようだし。それとも、戦わずに負けるのが望みか？」

　その物言いに、ユーキはムッとする。戦わずに負ける。そんなことを許せる自分ではない。

　闘志に火がつくのを見てとったのか、男は満足げに口の端をあげる。

「いいな。この程度でやる気になる単純さ、面白いぞ」

「……馬鹿にしてる？」

「してるな。悔しければ、踊りで証明してみせろ」

　いちいち癇に障る言い方だ。けれどそれがかえってユーキの熱意に油を注ぐ。

「やってやる……！」

　ホールでの立ち位置は、エレオノールのそばになった。最低にして、最高の位置。

　エレオノールに呑まれればユーキの存在はかき消えてしまうが、逆にユーキが目立てば、エレオノールを喰える。

　踊りなら、負けない。

　プライドをにじませ、ユーキは男と組み合う。そして、ステップを刻みだす。

（――っ！　この人、うまい）

　彼のリードで踊りだしてすぐ、ユーキは目を見開いた。

　導く先を読むようにフォローをしようと思うが、彼はその予想を超えていこうとする。

　わずかでも気を抜けば置いていかれてしまいそうな、そんなリード。

　けれどこのまま、彼の性質を捉え、よどみなくフォローすることができれば、これまでにないレベルのダンスができる。

　そうすれば、まだ自分は輝ける。

　が――。

　不意に、寒気が全身を貫いた。嫌な感覚がする。

　いや、正確に言えば、何も感じないから嫌なのだ。

　普段踊っているときに背に浴びる、視線の熱がまるでない。

　かわりにすぐそばに、おびただしいそれを感じた。

（……エレオノール！）

　熱の中心には、彼女がいた。ペアダンスのはずなのに、不思議と彼女だけしか目に入らない。まるで次元が違うように、彼女だけが浮き上がって見える。

　その足さばきも、姿勢も、表情も、すべてが芸術品のように美しく、けれどそれは一瞬しか保持されないために、全てを目に焼き付けたくて、視線が吸い寄せられていってしまう。

　いっそのこと自身は足を止めて、その見事な舞に見入ってしまいたい。そんな欲にさえとらわれて――。

「――あいたぁっ!?」

　足下に衝撃を感じ、思わず声を上げてしまう。

　一瞬だが、こちらに視線が集まるのを感じた。決して嬉しくはないが。

　何事かと思ってみれば、パートナーである男が、思いきり足を踏んづけている。

　踊りのミスでときおりあることではあるが、これは明らかに故意だ。

「ちょ……なにするの？」

「ふん……エレオノールの踊りに夢中になって、貴様がミスしたんではないか？」

「いやいや、がっつり踏んでたじゃない。なんなら、ちょっとひねりも加えてたじゃない」

「よく気づいたな。てっきりエレオノールのほうに気をやってると思ったんだが」

　全く悪びれない態度に腹が立つが、こちらに落ち度があったのも事実だ。

　まさか目の前のパートナーのことを、意識の外においてしまうなんて。

「……ごめん」

「聞こえないな」

「ご・め・ん・な・さ・い」

「あやまっている暇があるなら、踊りに集中しろ」

　こいつ、という言葉を呑みこんで、自らのステップに意識を戻す。

　けれど、ふとした瞬間に、エレオノールが目に入る。そのたびに、気がそちらに散っていく。

「……エレオノールが気になるか？」

　ためらいがちに、無言でうなずく。

「……まぁ、仕方あるまい。あいつは特別だからな」

　意外にも穏やかな声音で呟きながら、男は嘆息する。

「……特別？」

　エレオノールのことを、もっと知れるかもしれない。ついでに、この男のことも。

　そう思った矢先、一曲目が鳴りやんだ。

　今のペアを解消し、新たなパートナーを探さなくてはならない。

　エレオノールのもとにはすでに、新しいパートナーが駆け寄っていっている。他にも一曲目の間に組んだのであろうペアが、舞台に乗りこんでくる。

　まだ、離れたくない。

　この男のことは、正直それほど好きではない。だが、まだいろいろと聞きだしたいことがある。

「……どうせ、暇なのだろう？　もう少し付き合ってもらおうか」

　男の不敵な笑みに、ユーキは手を差し出すことで応える。

「望むところ」

　同じ相手と踊り続けるなど、マナーとしてはおそらくいただけないだろう。だが、この男とはもっと向き合ってみたかった。

　ふと、驚いた表情のニコラが視界の端に映る。常識外の行動に驚いているのだろうが、今さら引き下がることはできない。

　そして、二曲目がはじまる。

　先ほどとは違う曲調に体を合わせつつ、口を開く。

「それで、エレオノールが特別ってどういうこと？」

「なんだ、興味はそちらか？　まぁいい。他の男の話ならともかく、他の女の話ならばさして腹は立たん」

「そういうのいいから。あの人は、すごい代理姫なの？」

　ユーキの発言に、男はやれやれといった様子で嘆息した。

「貴様は一つ勘違いをしている。あいつは、代理姫ではない。エレオノール・ド・ジェニーの名が示すように、れっきとした貴族の令嬢だ」

「あ……」

　そういえば、と思い出す。けれど、貴族の令嬢がなぜ舞踏会に顔を見せるのか。そういう人たちの代わりとなるのが、代理姫の存在意義のはずなのに。

「別に、貴族の女が参加してはいけないという法はない。本来は、そうあるべきなのだからな」

「けど、ダンスの技術なら代理姫のほうが……」

「どうやら、今までは半端者たちを相手にしてきたようだ。それが、勘違いをさせたのだな。貴族にとって、社交界に出て踊ることは、出来て当然の教養だ。俺たちはそれこそ、生まれる前からそれを義務付けられている。舞踏会に直接出る機会の少ない娘たちにとっても、それは同じだ」

「…………」

　ダンスの流れで、顔同士が近づく。彼の目は冷たく、鋭い。

「貴様が踊りをはじめたのはいつだ？　いかに早くとも、物心がついてからだろう。であれば、貴族とは積み上げてきたものが違う。いいか？　貴様らがここに立てるのは、令嬢たちが仕方なくこの場を譲っているからだ。本来ならば、貴様らより踊れない貴族など存在しない。そしてエレオノールは、中でもダンスを愛し、才に恵まれた女だ。貴様は同じ舞台に立てるだけでも、感謝をしなければならん」

　男の言葉は、ユーキの深いところに突き刺さった。たしかにエレオノールは、文字通り住む世界が違う踊りを見せている。

　それでも、ダンスにかける思いが負けているとは思わない。

　貴族が義務でやっているのだとしたら、自分は自ら選んでこの場に立っているのだから。

「まだ心は折れないか。その性根には感心するが――わかっているんだろう？　お前自身の力不足に」

　不敵な笑みを浮かべる男を睨みながら、ユーキは奥歯を噛みしめる。

　この男とは一曲を踊り、二曲目も終盤にさしかかっている。普段のユーキならば、一曲の半ばごろにはその人物の踊りの特性をつかみ、完璧なフォローをしてみせる。

　なのに、この男はいまだに底が見えない。

　むしろこちらに合わせる形で、力を抑えたリードをされてしまっている。

　二人の間には、決して埋まらない実力差があるのだ。

「……頑張るな。今夜の中では、エレオノールぐらいかと思っていたが、なかなかどうして。そんなにも、上を目指したいのか？」

「……もちろん。私は、天下をとるんだから」

　息が荒くなってきている。肺が、引きつってきている。

　いつもならこちらが力を落とすのに、今は彼に合わせて引き上げねばならない。

　それが、こんなにも苦しいとは。

　頭も少しぼーっとしてきて、ときおりステップを踏み外しそうになる。それでも、エレオノールが目に入るたびに、己に活を入れる。

　彼女はすごい。だからこそ、彼女に勝たなくては天下には届かない。タイコーのようにはなれない。

「天下、か。ずいぶんと大きく出たな。分不相応な望みを抱いたところで、この国に食い殺されるだけだぞ？」

　そのとき、二曲目が終わった。だが、二人はどちらからも、離れようとはしない。

　正確に言うとユーキは、息を整えるのに必死で動けなかったのだが。

「……ちょうどいい。次の曲では、一人の女の話をしてやろう。くだらん望みを抱き破滅した、哀れな女の話だ」

　冷たく見おろしてくる男に、ユーキは強がった笑みを見せる。

「……ええ、聞かせてもらおうじゃない」




　三曲目がはじまっても、会場にいた人間は誰もがエレオノールの踊りに魅了されていた。

　曲によって変わってくる彼女の世界を、一瞬も見逃すまいと注目していた。

　だからこそ、三曲も続けて踊る異常なペアがいることに、気づくものはいなかった。

「さて、では語ろうか。俺の知る、哀れな女の話だ。何を隠そう、そいつはうちの使用人だったんだがな。名は……ミゼリア、だったかな？　今となっては、覚える価値のなかった名前だからな」

　語りだすとともに、握り合った彼の手に、力がこもった気がした。

　それがどんな感情によるものかは、今のユーキにはわからない。

「その女は、幼かった俺の身の回りの世話を受け持っていた。一応貴族だったようだが、没落して平民同然だったらしい。だからかもしれんな。俺の世話をかいがいしくやき、必死に俺に取り入ろうとしていた」

「…………」

「幼い俺も、それほど悪い気はしていなかった。だからこそ、あの女に家庭教師への不満を述べたんだ。別に、大した意図はなかった。子どもの、ちょっとした愚痴さ。だが、あいつはそれをチャンスだと勘違いした」

「…………」

「驚いたことにあの女は、俺の両親に自分を家庭教師にしてほしいと頼み込んだ。自分ならば、坊ちゃんの信頼を得ているから、とな。俺の家庭教師となれば、待遇は今までとは比べ物にならん。そうして家の復興でも狙ったのだろうがな」

「……それで？」

「当然、聞き入れられなかった。女はその日のうちに追い出され、翌日には違う世話係が来た。まるでそんな使用人など、最初からいなかったように、な。実に哀れだろう？　これが、身の丈に合わない望みを抱いた者の末路だ。お前たち代理姫とて同じことだ。届かぬ夢を抱き、扱いづらくなれば物同然に捨てられる。あきらめるときはあきらめろ、それが賢い生き方だ」

「……あなたは、どう思ったの？」

「なに？」

「……そのミゼリアさんが追い出されたとき、あなたはどう思ったの？」

　こみ上げてくるものをこらえるように、ユーキは手に力を込める。かすかに、男が顔をしかめた。

「別に何も。身の程をわきまえん女としか思わんさ。この国の貴族ならば、十人が十人そう答える」

「あっそ」

　――なんか、むかついた。

　三曲目も終盤。体力も、残りはわずか。

　きっとこの男は、この曲が終わったらペアを解消するだろう。そんな予感がある。

　だったら、見せつけるのは今しかない。

　さすがに三曲目ともなれば、この男のクセもある程度は把握できた。

　意図を、動きを読み切り、導いてくると同時、あるいはそれより早く、相手に合わせていく。

　男の目が、わずかに見開かれた。

　それにユーキは、不敵な笑みを浮かべる。

　――さっさと本気を出せ。

　そんな意を、そこに込めて。

「……いいだろう」

　テンポが、わずかに早くなる。ステップが複雑に、体のスウィングも大きくなる。

　肺に痛みが走る。腕が重い。膝が震える。

　それでも、食らいつく。彼を超えようと、野心さえ抱く。

　相変わらず、視線は感じない。

　エレオノールは、パートナーさえ見えないかのごとく、己の世界に浸っている。

　だが、その一瞬。

　エレオノールの目が、こちらを見た。たしかに、目が合った。

　その刹那に見た、宝石のような青い瞳は、ユーキの心に焼きついた。

　曲が終わる。それと共に、あらゆる音が遠ざかっていく。

「……貴様、名は？」

　その中で不意に、男の声が耳朶を打った。ぼーっとする頭と重い体を叱咤して、まっすぐに立ち、彼を見据える。

「ユーキ・ゴトー」

「俺はアルフォンス・ド・ロベール。貴様の名、頭の片隅には留めておこう。それぐらいの価値はあった」

　背を向け、アルフォンスは去っていく。

　その名には、聞き覚えがあった。大事な名前のはずだ。ただ、それ以上頭が回らない。

（……一回休もう）

　どうせ約束した相手もいない。

　足を引きずるようにしながら、壁の方に退避していく。

　相変わらず、音が遠い。曲が鳴り始めているのかも、よくわからない。

　歩く先にふと、ニコラの顔を見つけた。何やら慌てているような、心配しているような顔をしている。

（……情けない顔。けどまあ、私のせいか）

　彼にも気丈に振る舞うべきなのだろうが、なぜか安心して気が抜けてしまう。

　が、とたんに彼の顔が見えなくなる。

（あれ……？）

　景色がめまぐるしく揺れ動き、ユーキの意識は途絶えた。




　ゆっくりと、目を覚ます。

　徐々に覚醒していく意識が、見覚えのない天井を認識する。

　わずかに首を動かし、周囲を見る。やはり、記憶にない部屋。そして自分はどうやら、ベッドに寝ているらしい。

　ふと、人影が目に入った。それはゆっくりとこちらに近づいてくる。

「目覚めたか」

　その尊大な声音と、明らかになった顔には、見覚えがあった。たしか――。

「アルフォンス・ド・ロベール……？」

「ふん。それを覚えているなら、大丈夫そうだな」

　どうにか、ベッドに横たわっていた上半身を起こす。見れば、衣装がドレスから夜着に変わっていた。

「どう――」

　どうして、と問おうとして、咳き込んでしまう。喉がカラカラだ。

　アルフォンスが無言で水差しからグラスに注ぎ、手渡してくる。受け取って飲むと、喉に染みわたるのを感じた。

「……生意気な踊りを見せるわりに、貧弱だな。危うく、パートナーの限界も見極められない愚か者にされるところだった」

「……うっさい」

　水分が入ると共に、意識もいくらかはっきりしてきた。どうやら自分は、舞踏会中に倒れてしまったらしい。いや、正確には倒れる寸前に、この男に助けられたのだろうか。そんな馬鹿な。

「っていうか、ニコラは？」

　百歩譲って、アルフォンスに助けられたとしよう。だが、彼がベッドの傍にいるというのはおかしいだろう。主であるニコラがいる方が、まだ自然なはずだ。

「ニコラ？　……ああ、お前の主が、そんな名だったか？　あの男なら、俺が貴様を預かると言ったら、とっとと帰っていったぞ？」

「んな……」

　あの薄情者……と思ったが、そういえば彼の目標は、このアルフォンスと親しくなることではなかっただろうか。であれば、正しい判断といえるのかもしれない。いや、やっぱりちょっとむかつく。

「しかし、俺を前にして、他の男の話とは。代理姫にしては、気の利かないことだな」

　ベッドに腰かけ、皮肉げにアルフォンスは笑う。

「すいませんね。舞踏会に戻っていただいてかまいませんよ？」

　本来ならば、媚びたりなんなりすればいいのかもしれないが、そういうことがユーキは得意ではない。しかもある意味では最悪なことに、この男相手だとそんなことをする気がまるで起きないから不思議だ。

「舞踏会はとっくに終わった。エレオノールの一人舞台だ」

「……そう」

　見れば、アルフォンスはジャケットを脱ぎ、シャツもいくらかはだけさせている。戦いは、終わった。自分は、完膚なきまでに敗れたのだ。

　こみ上げてくるものを、唇をかんでこらえる。目の前の男に涙を見せるわけにはいかない。そう思った。

　次の瞬間、顎が掬い上げられた。目の前に、身を乗りだしてきたアルフォンスの顔がある。

「その顔……貴様、まさかくやしがっているのか？」

「いけない？」

「……何が、貴様をそこまで突き動かす？」

「言ったでしょ。私は、天下を取るの」

　奥底に力強さを宿したアルフォンスの深い緑色の瞳が、間近でこちらを見つめている。それを真っ向から見つめ返し、ユーキはそう言い切った。

　かすかに、アルフォンスの口の端がつり上がる。

　刹那、その顔がさらに近づいてきて――彼の唇とユーキのそれが重なった。
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「んむ……っ!?」

　全く予想外の事態に、ユーキは目を見開く。どうしたものかまるでわからず、その隙をつくようにアルフォンスの舌が口内に入り込み、舌を絡めとっていく。

「ん……あ……」

　まるで感じたことのない感覚が、体中をじりじりと駆け巡る。熱いような、甘いような、奇妙な感覚。

　逃げようかとも思ったが、彼の手がいつのまにかユーキの背後に回り、首を支えるようにしている。もはや、彼を受け入れるしかない。

　舌は奥へと入ってきたと思うと、手前に引き、また奥へと優しく全体をかき回すように動く。

　ユーキとしてはわけが分からない状況の中、己の頬が紅潮していくのだけはわかった。それと共に、舌の温度も上がってきたような。それともこれは、彼の舌の温度が伝わって……？

　とにかく、これ以上はダメだと思った。彼を引き離さなくては。けれど同時に「もう少しだけ」というかすかな囁きが、頭の中に響く。

　と、アルフォンスが静かに唇を離した。離れていく唇同士の間を、銀の糸が伝う。ユーキは「あ」と声を漏らした。

「――なんだ？　代理姫ならば、こういうこともあるのは、想定しているのではないのか？」

　アルフォンスが、いたずらっぽく笑う。

　彼の言うように、代理姫に貴族の寵愛を受ける愛人としての側面があるのは、ユーキも承知している。ただ、あくまで知識として知っているだけだ。自分がそんな状況に置かれるなど、まったく想定していない。

　けれど、不思議なことに、先ほど目についた銀糸が、未練のように思えてならない。

　気づけばユーキは、アルフォンスへと手を伸ばしていた。彼の胸板に、そっと指が触れる。その瞬間、心臓が大きく跳ねた。

「意外だな。こういうことはまるでダメかと思っていたが、なかなかどうして……そそる表情をする」

　自分は今、どんな表情をしているのだろう。そんなことを思う間もなく、アルフォンスに抱き寄せられる。そしてまた、唇が重なった。

　今度は、唇同士を重ねるだけでは終わらなかった。彼はユーキの首に口づけ、さらに鎖骨へと下りていく。

　そして背後では、彼の指が背を撫で、腰のあたりまで這っていく。

「ん、んんっ……」

　ぞくぞくっとした感覚に、体が震える。甘い感覚が、徐々に強く、体の奥底からこみ上げてくる。このまま彼に身を委ねたら、どうなるのだろう。このまま、沈んでしまったら。

　やがて彼の手が、夜着へとかかる。それが取り去られようとした瞬間、ふと、ユーキの最後の理性が頭をもたげた。

「う……あああっ！」

　とたんにユーキは、力が抜けていた体で、アルフォンスの体を押した。

　無理やり離されたにもかかわらず、彼はそれはそれで面白い、といった笑みを浮かべた。

「ふははは……ここまでか。俺も弱っている女とこれ以上するのは本意ではない」

「あ……あなた、どういうつもりで……！」

　荒い呼吸を繰り返しながら、ユーキは問う。危なかった。何か、頭がボーッとしていた。経験はないが「酔い」とはあんな感じを言うのだろうか。あんな甘くて、しびれたような……。

　思い出しそうになり、ユーキはぶんぶんと首を振った。

「なに、貴様が思った以上の珍獣だったのでな。ちょっとしたマーキングというやつだ。そんなに気にする必要はない」

「き、気にするなってそんなの……」

「なんだ？　もうクセになったのか？　なら、必死に這い上がってくるのだな。そうしたら、またしてやってもいい」

「な……ぜ、絶対いらない！」

　言われずとも這い上がる気はある。だがそれは、アルフォンスと今の行為に及ぶためでは決してない。

　突き放してもなお、胸の鼓動はおさまらない。でもこれは、期待とか、そういう感情からくるものではない。単に混乱しているだけ。そのはずだ。

「まぁいい。それだけ吠える元気も出たようだしな。俺はもう行く。後のことは、スーゴン伯が手配してくれるはずだ」

　スーゴン伯……ということは、自分はあのままあの屋敷で寝ていたのか。おそらくここは、ゲストルームか何かなのだろう。ならこの男は、他人の屋敷で、あんな行為に及んだことに……。

　またすぐに先ほどの光景が蘇ってきてしまい、ユーキはベッドの上を転がり回った。

　アルフォンスはそれを愉快そうに眺めながら、部屋を後にした。




　屋敷に戻ると、ニコラにあれこれと話を聞かれた。アルフォンスと言葉を交わしたことを伝え、さらに名前を覚えられたことを伝えると、彼は喜んでくれた。どうやら彼は、貴族の中でも名前を覚えないことで有名らしい。そういえば、ニコラの名前には興味がないようだった。

　興味のないものに無関心を貫く貴族の見本のような男。そんな彼と言葉を交わし、名前を覚えられたのなら、今回の会は十分成功だったといっていい。ニコラは、そんな風に喜んだ。

　……言葉を交わす以上のことがあったことは、伝えられなかった。アルフォンスにとってどうかは知らないが、少なくともユーキにとっては、軽々しく口にできることではなかった。

　それから改めてベッドで休もうとしたが、なかなか寝付くことができなかった。

　スーゴン伯の屋敷で休んだから、というわけではない。現に、体は疲れている。

　けれど目は冴えて、まるで眠気がやってこない。

　というか、ジッとしていられない。

　意を決したユーキは、散歩に出ることにした。

　屋敷を出てみれば、空はまだ暗い。最近、日中は暖かい日も増えてきたが、今の時刻はまだ肌寒い。

　それでも、そんな冷たさが頭を冷やしてくれるような気がして、心地よかった。

　大した目的もないまま、歩きだす。頭の中を駆け巡るのは、今日の舞踏会のこと。

　ニコラは成功だと喜んでくれていたが、自分はそうだとは思えない。

（私は……負けたんだ……）

　エレオノールのダンスも、アルフォンスのダンスも、自分とはレベルが違った。

　――貴様とは積み上げてきたものが違う。

　そんなアルフォンスの声が脳内に響く。

　生まれる前から踊ることを義務づけられる。そんな環境があのレベルを引きだしたのだとしたら、この先自分はもう、太刀打ちができなくなるかもしれない。

　そこには、どれだけ悔しいと思っても埋まらない差が横たわっているからだ。

（生まれ……か）

　自分のそれに文句があるわけではない。

　けれど、やはり思ってしまうのだ。

　自分は、それに屈することになるのか、と。

（あぁもう、すっきりしない……）

　それに加えて、あのアルフォンスの突然の行動。ユーキのことを馬鹿にしていたように見えたのに、唇が触れ合う寸前、彼はまっすぐにこちらを見据えていた。

　ふと、自らの唇のあたりに手をやる。まだ、あの時の熱がかすかに残っているような気がする。

　その感覚が不快かと問われればそんなことはなく、むしろまた味わいたいような……。

「ったく……ただでさえ混乱してるのに、余計に混乱させることしないでよ……」

　気分を変えようと、近くの公園に向かう。空はかすかに白みはじめているが、まだ人はいないだろう。

　いっそのこと思いっきり体を動かそうかと公園に入ったところで、かすかな人声がした。

「……も、もう勘弁してください」

　人がいたことにも驚いたが、聞こえてきた内容にも驚いた。

　ずいぶんと、苦しげな声だった。もしや、強盗にでもあっているのではないか。

　義を見てせざるは勇無きなり。

　いつもの言葉が、ユーキの脳裏に浮かぶ。彼女は迷うことなく、声の方へ歩みを進めた。

　少し行くと、馬車が見えてくる。貴族の馬車。夜会の帰りを狙われたのか。

　息をひそめてさらに接近して、目の前に広がった光景に、ユーキは目を見開いた。

　一組の男女が、踊っている。

　しかも、女性のほうには見覚えがあった。

　深い緑色のドレスを身にまとったその姿は、エレオノール・ド・ジェニーに間違いなかった。

　相手の男性は白いシャツにズボン姿の――馬車の御者だろうか。明らかに疲れきっており、彼女に引っぱられるがまま踊り続けている。

　その場に曲が流れているわけではない。が、彼女たちの頭には流れているのか、やがて動きを止めた。

　とたんに、御者はその場に崩れ落ちる。

「も……もう、本当に、勘弁、してください……」

　息も絶え絶えな懇願。ユーキが先ほど聞いたのは、これだったのだ。

　けれどそれに対しエレオノールは、子どものような笑みを浮かべる。

「もう一曲だけ、お願いできない？　今、とっても楽しいの」

　美女のエレオノールにそんなことを言われては、立たなければ男が廃る。

　御者らしき男は再び立ち上がろうとして、しりもちをついてしまう。どうやら本当に限界らしく、荒い呼吸音が静かな闇の向こうからユーキの耳まで届くかのようだった。

　男の苦しげな様子にようやく気づいたのか、エレオノールがハッとする。

「あ、ご、ごめんなさい。私、夢中になってしまって。大丈夫？」

「え、ええ……。お話は、伺っていましたから。ただ、申し訳ありません。ちょっと、これ以上は……」

　あの男はおそらく、ダンスについては素人だろう。それでも、二、三曲程度ではあんな風には疲れない。

　もしや、夜会が終わってからずっと、エレオノールの相手をしていたのではないか。だとしたら、一体何曲、いや、何十曲分？

　自らの想像に、ユーキは戦慄した。

　踊ることを生業とする代理姫とはいえ、舞踏会を終えた後は、すさまじい疲労感に襲われる。ユーキも、大抵は屋敷に戻ったとたん、ベッドに倒れ込むことになる。

　まして今宵のエレオノールは引く手あまたで、ほとんど休みなく踊り続けたはずだ。

　それなのに、彼女は今も、御者をそっちのけで一人、簡単なステップを刻んでいる。

　積み上げてきたもの……それは、生まれからくる差だと思っていた。

　いや、そう思い込むことで、負けた言い訳をしようとしていたのかもしれない。

　けれど、違う。

　――おはよう。すっかりだらけてるね。

　――ん～？　慣れてきた証拠だから、心配いらないって。

　昼間のニコラとのやりとりを思い出す。自分は、このアステルで何をやっていたのだろう。

　たしかに、舞踏会には何度も出た。けれどそれ以外は、ニコラの屋敷という安住の地を得て、安心し切っていた。

　故郷にいたときは、飢えて仕方ないかのように、ダンスに没頭していたのに。

「私は……」

　生まれで負けたのだと思いたかった。そこに嫉妬していれば、楽だった。

　だが、認めなくてはならない。自分は、完全に敗北したのだと。

　そして、尊敬しなければならない。エレオノール・ド・ジェニーという女性のことを。

「――あの、おはようございます。私、ユーキ・ゴトーと申します」

　気づけば、ユーキはエレオノールの前に歩み出ていた。仮想のパートナーを相手に舞っていた彼女が、動きを止める。

　優しげな瞳が、こちらを向いた。こうして改めて見てみると、とてもきれいな人だ。白んできた空に、金色の髪と宝石のような青い瞳が映える。

「あら、あなたは……スーゴン伯の夜会に出ていた人ね？」

「……っ！　気づいていたんですか？」

　思わぬ言葉に、ユーキの目が輝く。不思議と、言葉も敬意と親しみのあるものになっていた。

「ええ。三曲目の最後だったか、あなたの姿が見えた。あんなことは久しぶりだった。その後は、見かけなかったけど」

「あはは……実は、倒れちゃって……」

「そうだったの。それで、寝つけなくなったの？」

　スッとエレオノールは、その細い手を差し出してくる。

「どうせなら、踊らない？　あなた、リードはできて？」

「は、はい」

　父のイサムに教えるために、ユーキはリード、男性側の所作もある程度は身につけている。

　エレオノールの手を取り、組み合う。身長は、だいたい同じ、ユーキの方が少し高いぐらい。

（うわ……細い指）

　繊細なガラス細工を思わせる手に、思わずドキドキしてしまう。苦労を知らぬような、一方で苦労の末に磨き上げられたような。

「好きに踊って。こちらで合わせるから」

「は、はい……」

　自分の中で曲が流れるのをイメージして、彼女を導きはじめる。

　少し踊って、驚いた。

（なんか、すっごい上手く踊れてる気がする……）

　身に着けているとはいえ、ユーキのリードの技術は拙い。にもかかわらず、フォローとして踊っているときよりも、はるかに上手く踊れている気がしてしまう。

　ふと視界の端に映った御者が、見惚れているのがわかった。ただその対象は主に、エレオノールだろうが。

「もう少し、上げるから。頑張ってね？」

　いたずらっぽい笑みと共に、彼女が加速する。

　ステップを踏むうちに、自分が今までに見たことのない領域に、足を踏み入れた感覚があった。

　エレオノールの圧倒的な実力に引きずられるように、その境界を踏み越えた。

　彼女は、その世界を楽しんでいる。けれど自分は、それに食らいつくので精いっぱいだ。

（これが……エレオノールさんの……）

　もはやこれは、フォローと呼べるのかも疑わしい。パートナーを、未知の世界へ誘う踊り。

（やっぱり……すごいや……）

　頭の中の曲が終わる。動きを止めたユーキに合わせ、エレオノールも足を止める。

　その瞬間、パチパチとまばらな拍手が起こった。どうやら、通りがかった人たちが見ていたらしい。

　その控えめな喝采に応えながら、エレオノールは笑った。

「さすがに、そろそろ帰らないと。楽しかったわ」

　解放されたように安堵の表情を浮かべる御者とともに去ろうとした彼女に、ユーキは呼びかける。

「あの……私のお目付け役になってくれませんか？」

　お目付け役。常識的な代理姫ならば、いて当然の存在。お目付け役は代理姫の先達であり、師であり、世話役でもある。代理姫はその下で踊りを学び、身支度を整え、貴族に紹介してもらう。場合によっては、寝食も共にするという。

　そんな存在にいきなりなってほしいなど、きっとおこがましいお願いなのだろう。しかしユーキは、彼女をおいて他にはいないと思った。自分がもっと上に行くためには、彼女に教えを乞う必要があると、確信していた。

「お目付け役……。私が……？」

　困ったように、エレオノールが苦笑する。

「はい！」

「あの……私は代理姫ではないのだけど」

「知ってます！　それでもです！」

　こうなると、ユーキはしつこい。たとえここで断られたとしても、また彼女のもとを訪れ、お願いする。なんならタイコーのように草履――はないから、靴さえ温める覚悟だった。

「あなたは……誰に仕えているの？」

「ニコラ・ド・デフィ男爵です」

「そう……」

　ニコラの名前を聞いて、エレオノールはわずかに目を見開いた。それがどんな感情によるものかはわからない。ただ、もし彼が原因で断られたら、しばらく恨む。

「……少し、考えさせて」

　それだけを告げると、エレオノールはそそくさと馬車に乗り込んでしまった。

　走り去る馬車を見送り、ユーキも公園を離れる。




（ん～、まずいことしたかなぁ……）

　帰り道、やや冷静になった頭でユーキは先ほどの申し出を振り返っていた。

　そもそもユーキは、お目付け役をお願いするときの手順を知らない。

　自らの直感に従い、即行動に移したが、実は大変なマナー違反をしていたのではないか。

（う～ん、エレオノールさんに嫌われたかな……）

　彼女は「考えさせて」と返事をしたが、そういう場合、いい返答があった覚えはほとんどない。

　故郷の椿亭で、おかみさんに何かを要求したときも「考えさせて」はほぼ断りと同義であった。

　断られるだけなら、最悪まだいい。それで嫌われでもした日には、さすがにへこむ。

（こんな気持ち、はじめてだなぁ……）

　誰かに嫌われたくない。そんな思いになったことはこれまで一度も――そこまで考えて、なぜかアルフォンスの顔が浮かび、ユーキは思いっきり首を振った。

　とにかく、この気持ちをなんと表現したらいいのかはいまいちわからないが、彼女にはまた、笑いかけてもらいたい。

（ま……言っちゃったものは仕方ないか。なんだっけ……人事を尽くして天命を待つ？　人事ってなにかいまいちわかんないけど、とにかく待つしかないもんね）

　そうやってどうにか頭を切りかえているうちに、不意に睡魔が襲ってきた。エレオノールとのダンスが、とどめになったのかもしれない。

　今にもその場に倒れ伏してしまいそうな体を引きずりながら、ユーキは屋敷へと戻って行った。




　屋敷に戻り、ようやく眠りについたユーキは、そのまま昼過ぎまで眠っていた。

　かすかに意識は覚醒していたが、その大半はまどろみの中にあった。

　起きたら、またニコラに「だらけている」と言われるかもしれない。けれどまだ、ベッドの誘惑のほうが勝っている。

　今日は予定はないはずだし、もう少し寝ていても問題はない。そうして、意識を全て捨て去ろうとしたそのとき――。

「ゆ、ユーキ、大変だ！　お、起きてくれ！」

　凄まじいノックの音と共に、ニコラの叫びが聞こえる。こんなときにも無遠慮に部屋に乗り込んでこないところが彼らしい。などと思いつつ、かろうじて働く意識を声の方に向ける。

「ユーキ、大変なんだ！　え、え、エレオノールが来た！」

　とたんに、意識が一気に現実へと引きあげられる。

　夜着のまま髪も直さず、ユーキは扉を開けた。

「エレオノールさんがなに!?」

「え、いや、ちょっとま――」

　エレオノールが来た衝撃と、ユーキが寝起きのまま出てきた衝撃。二つの衝撃に挟まれて、ニコラの頭が混乱している。それでもどうにか立て直し、言葉を紡ぐ。

「よ、用件はまだ聞いてない。君を呼んでて……あ、けど、その格好で出て行くのは……」

「待たせる方がいや！」

　制止を振り切り、ユーキはエレオノールがいる客間へ向かう。

　そこには、簡素なドレスに身を包んだエレオノールが待っていた。

　姿を現したユーキのはしたない格好には無頓着に、柔らかい笑みを浮かべる。

「ごきげんよう、ユーキ。お目付け役、引き受けるわ。さぁ、踊りましょう？」

　何でもないことのように言って、エレオノールは手を差し出す。

　だが、当のユーキと慌てて駆けつけたニコラに走った衝撃は、相当なものだった。

「「えええええっ!?」」

　主人と代理姫、二人の発した絶叫は、見事に重なり合い、屋敷中に轟いた。






第四章　はじめてのお目付け役









　エレオノールがユーキのお目付け役となってから、一週間が過ぎようとしていた。

　その間、彼女は欠かすことなくニコラの屋敷を訪れ、ユーキに特訓をつけてくれた。

　ただ、その内容は教え諭すようなものではなく、ひたすら踊るというものであった。

　そもそも口下手であり、しかも踊りを感覚的に理解しているエレオノールは、技術の説明ができないらしい。

　見て盗め、やって盗めの精神で、ひたすら実践を行うわけだが、その際に大変な苦労を強いられたのは、ニコラだった。

　当然ながら、二人が訓練するのはペアダンスである。それには相手が必要になる。ユーキがリード役を務めることもあったが、外から観察しなければ見えてこないこともある。

　そこでニコラが相手役を買って出た。しかしそれは、気楽に名乗りをあげていいものではなかった。

　エレオノールとユーキからかわるがわる相手を求められ、昼から夕方まで、ほぼ休みなく踊り続けることになったのだ。

　夕方になり、エレオノールが帰っていくたびに彼は安堵の息を吐いたが、その後もユーキの自主練に容赦なく付き合わされた。

　そんな状態でも彼は意地を見せ、七日間は耐えぬいた。

　が、ついに今日、限界が訪れた。

「いたたたたっ！」

　エレオノールと踊っていたニコラが、その場にうずくまる。その表情は、苦悶にゆがんでいた。

「ニコラ!?」

　常ならぬ様子に、離れて見つめていたユーキも慌てて駆け寄る。

「足？　つった？　大丈夫？」

「いや、そういう感じよりこれ、ちょっと、まずい、かもしれない。すまないけど、休ませて……」

　痛みをこらえつつ言葉を紡ぐ様子を見て、エレオノールが顔を青くする。

「あ、あの、ごめんなさい、私……」

「はは……エレオノール嬢のせいじゃないよ。いやぁ、日頃の運動不足がバレてしまうね……」

　尋常でない汗をたらしながらも相手を責めず、強がれるのも彼の美徳だろう。

　すぐに使用人が椅子を持って飛んでくる。彼とユーキの手を借りて、どうにかニコラは椅子に座った。

「……すまない。とりあえず、今日はもう無理そうだ。明日からも……誰か、代わりになれる人を探しておこう」

「それよりまず医者呼んで、自分の心配しなさい。こっちはなんとかするから」

　頷いて使用人に指示をするニコラを視界の端におさめつつ、ユーキはエレオノールに向き直る。

「じゃあ、私たちは練習戻りましょっか。休んでると、かえってニコラが気にしそうだし」

「え、ええ……」

　努めて明るく言ったつもりだったが、エレオノールの表情は晴れない。ほとんど踊りのことしか考えていないような彼女が誘いに乗ってこないのだから、よほど責任を感じているのだろう。

　こういうときにどういう言葉をかければいいのか、ユーキの中には引き出しがない。

「……ねぇ、提案なんだけど」

　不意にニコラの声が割って入ってきて、ユーキたちは目を丸くしてそちらを見た。

「たまには、街に出てみたらどうだい？　ドレスの仕立て屋とかカフェとか、そういうのを紹介してあげるのも、お目付け役の仕事だしね」

「そうなの？」

「どこのカフェに行ってるか、みたいなのも社交界では話題になるからね。ユーキは、そういうの興味ないだろ？」

「全然。っていうか、本当に必要なの？」

「ヒノクにも、茶の湯文化っていうのがあるって聞いたよ？」

　そう言われてみれば、イサムがそんな話をしていた。特にサムライは茶器に執着したらしい。中には、それを渡さないために、爆弾で共に散った人物もいるとか。

　それに舞踏会でも、茶葉の話をしているのを耳にした気がする。まるでわからない話なので、てきとうに聞き流していたが。

「なら、エレオノールさんに教えてもらう。いいですか？」

「え、私が……？」

「僕からも頼むよ、エレオノール嬢。もう少しユーキを、令嬢らしくしてくれると助かる」

「怪我してるから怒られないって思ってる？」

　睨むユーキに、苦笑するニコラ。その二人を交互に二、三度見てから、エレオノールが口を開く。

「……わかり、ました。私が、ユーキを街に連れていきます」

　それはまるで、一大決心を語るような口調だった。




　メルステラの街は、議会の時期ということもあり、いつも以上のにぎわいを見せている。至る所に露店が並んでいるほか、貴族に売り込むための大荷物を抱えた行商人が通り、主人に用事を言いつけられた使用人が辺りを見回している。

　その中をユーキは物珍しそうに、エレオノールは緊張した面持ちで歩いていた。

「まずは……そうね、私の行く仕立て屋に行きましょうか」

「はい！」

　明るく返事をした瞬間、なぜかエレオノールは安堵したように息を漏らした。

　それから彼女の案内で向かったのは、商店が立ち並ぶ商街区の中でも、小さな店が多いエリアだった。

　てっきりエレオノールのことだから、貴族向けのエリアに行くと思っていたのだが。

「この店よ」

　と言われたものの、両方を商店に挟まれたその石造りの建物には看板も何もなく、一見すると普通の家にしか見えない。

「ここですか……？」

「あんまりお店らしくないけど……やってるのはいい人よ。無茶もそれなりに聞いてくれるし、相談にも乗ってくれるし」

　言いながら、エレオノールは扉を開ける。見るからに古い木の扉は、案の定ギギギ、という不気味な音をたてた。

　狭くやや暗い店の中は、秩序と混沌が見事な共演を果たしていた。

　視線を上げていれば、窓際に掛けてあるかわいらしい服や棚に整頓された綺麗な生地が目に入る。だが、ふと下げると、床には着古した服や生地の切れ端が散乱している。特に部屋の一角にはなにやら服が積み上がった山ができていた。

「久しぶり、カネット」

　呼びかけるようにエレオノールが発した名に、ユーキは首を傾げる。どこかで、聞いたような名前な気がした。

　とたんに、服の山が動いた。その向こうから、人影が姿を現す。その影は小さく、まるで山の中から這い出たようにも見えた。

「ん、エレオノールか」

　かわいらしい声ながらも、粗雑な口調。さらにその小柄な体躯と年端もいかぬような顔を見て――。

「あーっ！」

　誰より早く、ユーキが声をあげた。

「あのときのお助け妖精っ！」

　ユーキがアステルにきて初めて参加した、プルミエ伯の夜会。ほとんど何の準備もできていなかったユーキを瞬く間に華やかな装いに整えてくれたのが、このカネットだった。

「お助け――って、ああ、あのときの田舎娘！」

　思い出したのか、カネットのただでさえ丸っこい目が、さらに丸くなる。本人は二十四歳と言っていたが、そうなるとますます幼い顔立ちになる。

「なんかずいぶんと小ぎれいになったじゃないか。相変わらず、デフィ男爵のとこにいんのか？」

「まぁね。おかげさまで、職にも住む場所にも不自由せずにすんでるわ。そういえば、ニコラがあなたのことを捜したけど見つからなかったそうだけど」

　あのあと料金はきちんと請求され、わざわざカネット本人がニコラの屋敷に受け取りにきた。ただ、そのときに対応したのは使用人で、彼はカネットを呼び止めるようなことはしなかった。

　後日、ニコラがまたドレス製作を頼む可能性があるので彼女とコンタクトを取ろうと商会経由で捜したのだが、見つからなかったという。

「その捜し方じゃ無理だな。商会には面倒だから入ってないんだよ」

「ふぅん。ま、こうして会えたんだからよかったわ。あんときはありがとね」

「む。そうやって面と向かって言われると、ちっと照れるな……」

　頬をほのかに朱に染めてそっぽを向くカネット。本人は喜ばないかもしれないが、なんともかわいらしい。

「……あの、二人は知り合いなの？」

　困ったように目をぱちくりさせながら、エレオノールが問う。

「知り合いというか……あんたも無関係じゃないぞ、エレオノール」

「私？」

「この前のプルミエ伯の夜会、あんた来なかっただろ。それで無駄になりそうになったドレスを、こいつにあげたんだ」

「え、そうだったの？」

　それはユーキにとって、かなりの衝撃だった。まさかそんなところでエレオノールとの縁ができていたとは。

　ならもし、エレオノールがあの場に出てきていたらどうだっただろうか。踊りで勝負にならなかったどころではない。おそらく自分は、まともに舞台にも立てていなかっただろう。

　だとしたら自分は、運が良かった。本来エレオノールが着るはずだったドレスを譲り受けて舞台に立ち、誰より輝くことができたのだから。

　それを卑下するつもりはない。日之国には「運も実力の内」という言葉だってあるのだ。

「というか、どうしてあの日は来なかったんだ？」

「……ごめんなさい。少し、用事ができてしまったから」

「弟のことか？」

「…………」

　エレオノールの表情に、悲しみの色がさす。それを見たカネットは、それ以上は追及しなかった。

「……んで、なんであんたら二人が一緒にいるんだ？　しかも、あたしの店に来るなんて」

「私……この子のお目付け役になったのよ。だから、仕立て屋の紹介に来たの」

　今度は明るく、エレオノールが口にする。

「お目付け役……あんたが？」

「ええ。私にとって仕立て屋といえば、あなただもの。無茶も聞いてくれるし、相談にも乗ってくれるし」

「……そんな客はあんただけだよ。勘違いすんなよ、ユーキ。エレオノールが特殊なだけで、あたしの本来の仕事はあっち」

　指さされた先にあったのは、着古した服の山。それらを直したり、あるいはおさがりとして使えるようにしたりすることが、カネットの本来の仕事らしい。

「ようは貴族様が使うような店じゃないんだよ。完全な庶民仕様の店さ。まぁ、こっちとしちゃ、客を選びはしないけどね。ただ、エレオノールみたいな注文はしてくんなよ？　こいつ、やれここが動きにくいだの、ここが重いだの、とにかくうるさいんだから」

　言われてみれば、カネットのドレスは他のドレスに比べて動きやすい。もちろんカネットの腕もあるのだろうが、エレオノールのこだわりだったのか。

「……でも、何だかんだカネットは付き合ってくれるから。他の人は、なぜか逃げてしまうの」

　心底疑問といった風にエレオノールが首を傾げる。どうやら彼女は他の店で散々断られたすえに、この店に辿り着いたらしい。

「それでね、カネット。今日は服のことではなくて、別の相談に来たの。どこか、オシャレなカフェとか知らないかしら？」

「……あたしがそんなの知ってると思ってんのか？　大体、こいつのお目付け役はあんただろ？　だったら、あんたが選ばなきゃ意味ないだろ。なぁ？」

「はい！　エレオノールさんとだったら、どこでもきっと楽しいですし」

　実際、彼女が連れてきてくれた場所で、嬉しい再会があったのだ。彼女の選択は、きっと間違っていない。

「そう……。少し、時間をくれる？」

　まるで瞑想でもするかのように、エレオノールが考えに耽りはじめてしまったので、脇でユーキはカネットと世間話に興じる。特にカネットが日之国のことについて興味を持ったので、そのことを話しているうちに時間はすぎていき――やがて、ハッとしたようにエレオノールが目を開いた。

「……思いついたわ。行きましょう、ユーキ」

　挨拶もそこそこに、エレオノールに手を引かれ、ユーキは店を出ていく。

　その二人の背を見つめながら、カネットはやれやれと肩をすくめた。




　今度二人がやってきたのは、先ほどの街区とはまるで正反対の、貴族たちの馬車が忙しく行き交うエリアだった。道幅は広いものの、馬車はけっこうな速度を出しているので、歩いていると危険を感じる。そもそもこの辺りでは徒歩の人間のほうが珍しいのか、ときおり好奇の目を向けられる。

　エレオノールはそんな視線などまるで意に介した様子もなく、どんどん歩を進めていく。それは記憶にある道を、必死に辿っているようでもあった。

　そして、ついにその足が止まる。

「ここなら、どう……？」

　恐る恐るといった調子で示した先にあったのは、三階建ての建物だった。一階部分にはテラス席が設えられ、いかにも貴族然とした令嬢たちが優雅にティータイムを楽しんでいる。

　そして、二階、三階の様子は窺えないが、どうやらそこも同じカフェらしい。つまり、この建物全体が一つのカフェなのだ。

「すご……すごいです！　さすがエレオノールさん、こんなお店に顔がきくんですね！」

　ちなみに、こういった高級店は一見お断りが当たり前で、貴族の紹介がなければ入ることすらできない。

　入店できる店の数や質は、その人物の交友関係を示すことになり、貴族や代理姫にとっては一つのステータスになる。だからこそ、店を紹介することがお目付け役の役割にもなっているのだ。

　エレオノールが入店すると、店員はすんなりと席に案内する。ユーキも、怪訝な顔はされたが、入れてもらえた。

　二人が通されたのは、三階だった。どうやら店の方でその客の格を判断し、案内する階を決めているらしい。

　最上階に連れていかれるとはさすがはエレオノール、と思ったが、彼女の表情は晴れなかった。

　そこから察するに、階が上なほど格が上という話ではないようだ。おそらくは、二階、一階、三階の順だろう。階を上がるときにちらっとだけ見えたが、二階は全て個室だった。そして一階は外から見える。店からしても、宣伝になる客を置いておきたい。そもそも、貴族に階段を上らせることが、ある意味で不敬なのだ。

　というわけで、二人は一番下の査定をされたらしい。ユーキとしては、どうでもいい話だが。

　ただエレオノール本人はわりと気にしているのか、席についてからもうつむきがちだ。

「……ねぇ、ユーキ？」

　てきとうに紅茶を頼んでから、物珍しそうに周りを見ていたユーキに、エレオノールが問いかけてくる。

「なんですか？」

「……私は、うまくお目付け役ができている？」

　思わぬ言葉に、ユーキは目をぱちくりさせた。それをどう受け取ったのか、エレオノールは語り続ける。

「……デフィ男爵にも迷惑をかけて、追い出されてしまったし。私がしっかりしていれば、あなたも練習時間を削られずにすんだのに。やっぱり私は……お目付け役にむいてないんじゃない？」

「お目付け役ができてるかどうか、ですか。んー……今までいたことないんで、わからないですね！」

「え……」

　あっけらかんとした答えに、今度はエレオノールが目を瞬く。

「あれ？　言ってませんでしたっけ。なんかみんなに驚かれるし、やっぱりおかしいのかなぁ。その意味では私も、代理姫らしくないのかもしれません」

「そんなことは……」

「うん。私も、そんなことどうでもいいです。私は、自分がやりたいことをやってる。それだけですから。エレオノールさんはどうですか？　私としては、こうしてエレオノールさんと散歩するのも楽しいですけど。あ、他にダンスの話とかも聞けたら嬉しいです」

　にへら、と笑うユーキに、エレオノールは毒気を抜かれたように息を吐く。

「……そう。あなたはすごいのね、ユーキ」

「え？　そうですか？」

　こういうことを言うと、ニコラ辺りには呆れられるのだが。

「私も、あなたといるのは楽しいわ。でも、デフィ男爵がなんて言うか……」

「あ、ニコラは気にしなくていいですよ。今回のは、単純に私たちを心配したからだし、もしなんか余計なこと言ったら、私がぶっとばしますから」

「ふふ、そう……。なら、そのときはお願いするわね？」

　いつの間にか、エレオノールの顔には笑みが浮かんでいた。

　それから二人は、周りの人々が社交界のゴシップや他人の悪口に興じる中、ひたすらダンスの話題で盛り上がるのだった。




　その日以降、エレオノールの指導に変化が生じた。

　それまではとにかく没入するだけだったものが、いい意味で肩の力が抜け、周りを見れるようになったのだ。

　特に復帰したニコラに対しては、再び怪我をすることがないよう、体調に気を配っている。

　以前よりも口数も増え、そうなると貴族同士話があうのか、ニコラと話しているのをよく見かけるようになった。

　ユーキとしては師匠をとられてしまったようで少しさびしさもあったが、二人の様子を見ていると、なんだか微笑ましい。

　というか、ニコラのほうは――。

「あなた、エレオノールさんのこと好きでしょ？」

「っ!?　げほっ、ごほっ。な、いきなりなんだい？」

　昼食後、紅茶を飲んでいたニコラにそう問うたところ、わかりやすく動揺した。

「いや、いきなりというか、見てればわかるというか。あなたってああいうおしとやかなタイプが好みだったのね。どうりで私と暮らしてても平然としてるわけだ」

「……おしとやかじゃない自覚があるなら、もう少しなんとかしてもらいたいものだけど」

「そんなことはどうでもいいから、エレオノールさんから話を逸らさない」

「どうでもよくはないけど……エレオノール嬢は、社交界の華だよ。憧れない人なんていないんじゃないかな」

「そりゃもちろん私もその一人だし――って、私が聞きたいのはそういう当たり障りのないやつじゃないっての。あなた個人のことを聞きたいの」

　いつになく前のめりになるユーキ。そもそも故郷のパトリンには、同年代の男女がほとんどおらず、生の恋愛話に触れる機会がほとんどなかった。

　ゆえに、彼女が把握している恋愛というのは、書物に綴られるロマンスばかりなのである。そうした物語に描かれるのは、えてして不釣り合いな二人の恋。

　そしてニコラとエレオノールの恋は、ユーキにとってまさに物語の中のそれだった。

「……否定はしないよ。けど、今の僕にはなし遂げねばならないことがある。それが成就するまで、わき目をふるわけにはいかない」

「でも……」

　ユーキはなおも何かを言おうとしたが、言葉が続かなかった。彼の、真剣な目を見てしまったからだ。

　彼の真面目さは長所だが、今はそこに焦りが加わっている。

　ただ、それも無理もない話だ。

　エレオノールがユーキのお目付け役になって一ヶ月がたち、六月に入っていた。すなわち、いよいよ議会がはじまる月である。

　かつてニコラが話したとおり、最初は各地の報告らしく、貴族全員が一挙に呼び出されるようなことはない。そのためニコラも屋敷にいるが、やがては議場に通うことになる。

　そんな中にあっても、ロベール侯爵に動きがない。

　せめて招待状ぐらいは来てもおかしくないはずなのに、それすらないのだ。

　彼は、夜会を催す気がないのか。ロベール家ほどの勢力を持つ貴族が会を主催しないことはまずありえないそうだが、初の議会であることを考えれば、同情の余地はある。

　加えて、彼は他の夜会にもほとんど姿を見せない。それで主催もしてくれないとなれば、彼と接触する術がない。

　そして彼とコンタクトがとれなければ、彼の意見を探ることも、それを変えることもできはしない。

　その焦燥感が、ここのところのニコラの表情を険しいものにさせていた。

　だからこそユーキとしては、彼の緊張をほぐそうとエレオノールの話を振ったのだが、空振りに終わった。

　まぁ、単純な好奇心があったのも事実で、気遣いとは七対三の割合だが。どちらが七かは言うまでもない。

　――なんとかアルフォンスに近づく方法はないものか。

　――なんとかニコラとエレオノールを近づける方法はないものか。

　そんなことをそれぞれに考えつつ、互いに大きなため息を吐いたときだ。

　ふと、ニコラの傍にあった新聞の記事が目に入った。

（シャンテブワール座で新作歌劇……）

　シャンテブワール座はアステルでも一、二を争う大きさの劇場である。こうした劇場は、貴族にとっては立派な社交の場といえた。それは、歌劇が夜会での話のタネになるばかりではない。劇場において貴族は、見ると同時に見られることが重要なのである。

　劇場の席は、一階の椅子席や二階のバルコニー席の他に、舞台袖や舞台正面にボックス席が設けられている。個室のようになっているそこは、基本的に大貴族が占める席となっている。

　ボックス席以外に座る客にとっては、そのボックス席に誰が来るかを見るのも、一つの楽しみなのだ。

　たとえば一部の貴族は、己との関係を示すために、そこに新たな友人や恋人を連れてくる。

　すなわち劇場は、貴族の力関係を喧伝する場であり、ロマンスを謳歌する場でもあるのである。

　だからこそ男性が女性を劇場に誘うことは、ある種の好意を示すことにもなる――。

「これだ！」

　突如として声をあげたユーキに、ニコラが目を丸くする。

「なんだい急に？」

「これよ、これ。シャンテブワール座。ここなら、アルフォンスに会えるかもしれないでしょ」

　素直にエレオノールと行ってこいなどと言っても、ニコラは応じないだろう。しかし、それがアルフォンスに繋がるとなれば、話は変わってくる。

　実際、彼が現れる可能性はあるし、現れなくてもニコラとエレオノールの距離は縮まるだろう。

　これぞまさに一石二鳥、一挙両得、とユーキは内心で頷いた。

「……なるほど。劇場で彼に接触できる可能性は低いけど……たしかに、このまま手をこまねいているよりはマシか。チケットも、僕の方でなんとか手配するよ。ボックス席は無理だけどね」

「あ、それならエレオノールさんの分もお願いね」

「な、なんで急に彼女が出てくるのさ？」

　また話を蒸し返す気か、とニコラは警戒を露わにしつつ頬を赤らめる。

　それを見たユーキは「失礼な」と眉をひそめた。

　そもそもユーキの中ではまだ話は終わっていないのだから、蒸し返すも何もない。

「前に歌劇を見るのも勉強になるって言ってたし、エレオノールさんがいた方が、アルフォンスが声をかけてくるかもしれないでしょ？」

　普段は戦略などまるで考えつかないのに、今はどんどん口をついて出てくる。

「それに、私たちの目的も話したんでしょ？」

「……はっきりとは言ってないけどね」

　共に時間を過ごすうちにエレオノールのことを信頼したニコラは、己の目的、ひいてはソンブール公の目的をエレオノールにそれとなく話した。

　そして彼女もその理想に理解を示し、以降はいっそう前向きに協力してくれている。

「……わかった。僕の負けだ。エレオノールにも声をかけるよ」

　ニコラが観念したように手をあげたとたん、ユーキは満面の笑みを見せた。

　きっとこれで、また自分たちの絆は強くなる。自分がお邪魔虫にならないかだけが心配だが、そこは上手く立ちまわってみせよう。

　どうなるのか楽しみで、ユーキの心は浮き立っていた。

　――ニコラの誘いが、エレオノールに断られるまでは。




　新作歌劇の開演直前となったシャンテブワール座は、人々でにぎわい、その熱気で沸きたっていた。その中には純粋に歌劇を楽しみにする者はもちろん、社交界のゴシップを楽しみにする者も大勢いる。

　特に劇場一階の椅子席は、比較的安価なため平民でも入手がしやすく、日頃は新聞でしか目にできない貴族たちの人間模様をじかに目にしてやろうという人間たちでごった返していた。

　かの大貴族とあの夫人が不倫関係にあるだの、あの老齢な侯爵夫人は若き子爵に執心だの、恋人の影がなかった貴公子が、ついに愛人を連れ込んだだの、そうした話が至る所から聞こえてくる。

　ニコラやエレオノールだって貴族なのだから、本来ならこの中に出てきてもおかしくはないはずなのに――。

「どうして、こうなった……？」

　一階の椅子席に座りながら、ユーキは今日何度目になるかわからない呟きとため息を漏らした。ちなみに今日の彼女は、動きやすさを重視した地味な格好をしている。アルフォンスに会う可能性があるのに、とニコラには苦言を呈されたが、結局譲らなかった。

「どうして君がそんなに落ち込むのさ。そういうセリフはどっちかというと僕が言うものだと思うけど？」

　隣に座ったニコラが、呆れたように言ってくる。いかにも村娘のようなユーキに対し、上質な生地で仕立てられた服を、優雅に着こなしている。一見すると目立たないが、見る者が見れば感嘆する、という選択は、実に彼らしい。

　二人ともそれぞれにらしいといえばらしい格好なのだが、それゆえに、二人が親しげに話す様は、周りからはとても奇妙なものに見えた。

「んー、まぁそうなんだけどねー。あーあ、私もニコラのゴシップの発信源になりたかったなぁ」

「……君がそんな感じだから、断られたんじゃないのかい？」

「人のせいにしないでよ。だいたい、エレオノールさんを誘うのに一階席って失礼じゃない？」

「仕方ないだろ。そもそも男爵の僕じゃボックス席は絶対無理だし、一階席だって、三つもおさえられたのは奇跡的だったんだよ？」

　この歌劇、新聞を使っての宣伝に思ったより力を入れていたらしく、ニコラが動きだしたときにはほとんどのチケットがさばかれたあとだった。それでも手に入れてきたのだから、むしろ大したものなのだが。

　そう。ニコラはきちんと三枚のチケットを手に入れたのだ。しかし、エレオノールには断られてしまった。結局、その一枚は宙に浮く羽目になってしまったのだ。

「まったく、これじゃあ何のために来たのかわからないじゃない……」

「仕方ないさ。ロベール侯の姿も見えないし、今日は舞台に集中しよう」

　舞踏会の話のタネになる、とニコラに言われ、仕方なくユーキは舞台へと向き直った。

　ほどなくして、歌劇がはじまる。

　開演前とは打って変わって、周りは静寂に包まれている。ステージだけに集中できる環境。そのはずなのに、視線は自然と、舞台袖のボックス席に流れていく。

　舞台袖の六つのボックス席。この劇場の中で最も高級であり、大貴族の指定席となっているそれらに、意識がずれる。

　いったい、どんな人たちがいるのだろう。彼らは、舞台を見ているのだろうか。こちらの視線には、気づいているのだろうか。そこにはきっと、舞台で演じられるのとはまた別のストーリーがある。

　ふとまた、ボックス席の一つに目が吸い寄せられて――釘付けになった。

　思わず、ニコラの袖をつかむ。彼はそれですぐに意図を察し、ユーキの見ている先を追った。

　その先には空のボックス席、そこに現れた人影――アルフォンスだった。

　今しがた到着したのか、舞台を見つつも後ろを向いて誰かに語りかけている。

　いったい誰と？　その人物に、アルフォンスが前に来るように促して、姿が――。

「え……？」

　わずかな声を漏らし、ユーキはそのまま硬直した。袖をつまんだ指先が震える。その主はユーキか、それともニコラか。

　アルフォンスと共にいた人物を、二人は知っていた。

　金色の髪に、いつか見た深緑のドレス。細く、しなやかな手足。たやすく壊れてしまいそうな儚さを醸しながらも、ひとたび踊りだせば誰より優美に、鋭利に踊る。

　エレオノール・ド・ジェニー。彼女が、アルフォンスと共にいた。

「どう……して……？」

　まさかエレオノールが断ったのは、彼との約束があったから？

　だがそれならば一言、そう言ってくれれば。ニコラは、ただ「用事がある」とだけ言われて断られたのだ。

　とっさに、ニコラの方を見てしまう。彼は驚きとも悲しみともつかぬ、まさに呆然とした顔をしていた。

「はは……そうか……そうだよね。ロベール侯との約束があったなら、僕の方を断るはずだ」

　まるで自分自身を慰めるような、渇いた言葉。それで割り切れるのなら、楽だっただろう。

　だが彼はなお、エレオノールを見つめ続けている。

　彼の思いは理解できる。だからユーキは、彼に言葉をかけられなかった。

　そしてそれが、禁忌であることさえ、頭の中から掻き消えてしまっていた。

　ふと、舞台を見つめていたエレオノールの目が、こちらを見た。

　目が合った。

　そう思った次の瞬間、彼女はアルフォンスに何かを告げた。とたんに彼も、一階席に視線を向ける。

　また、目が合った。

「あ……」

　ニコラが、間の抜けた声をこぼす。その顔は、数瞬前とは違う絶望にとらわれていた。

「しまった……何をやっているんだ、僕は……」

　そう呟く彼の手は、かすかに震えていた。

「な、なに……？」

「すまない、ユーキ。ホールを出よう。ここで呼び出されるよりはマシだ」

「呼び出される？」

　ユーキはなおも問い続けようとしたが、ニコラはいてもたってもいられないとばかりに、ホールから出ていく。慌てて、それを追った。

　廊下に出ると、それを待ち受けていたように、一人の執事が二人の前に立った。

「ロベール侯爵がお呼びです。……ご同行願えますね？」

「……ああ」

　ニコラが小さな声で答える。

「ねぇ、どういうことよ？」

　状況が呑みこめないユーキは、改めてニコラに問いかける。

「君だってわかっているだろう？　劇場は見ると同時に見られる場であり、社交界のゴシップが飛び交う場所でもあると」

「あぁ……」

　それを聞いて、ようやく合点がいく。

　劇場は、平民と貴族など、普段は接することのない者同士が、視線を交わせる場である。それゆえに、禁断の恋人たちが逢瀬を重ねる場としても利用されてきた。

　すなわち、道ならぬ恋にある男女が、視線を交わらすことで、好意を示し合うのである。

　そうした関係が周りにバレれば、即座にゴシップ好きたちの槍玉にあげられる。

　事実関係はどうあれ、そんな噂をたてられることが、貴族にとっては一つの侮辱となる。だからこそ、彼らは視線に敏感になる。

　もし、下賤の輩が自らの連れに色目を使っていると判断したら、その者を呼び出し、ある種の見世物にするのである。

　この場に集まった噂好きたちは、それだけで事態を悟る。そして、そんな面白い話はすぐさまアステル中に広がる。

　そうなれば、その人間の信用は地に墜ちる。平民はこの街にいられなくなり、貴族は社交界に出入りができなくなる。

　エレオノールが、アルフォンスの恋人なのかはわからない。けれど少なくとも、今宵彼は自らの連れとして、彼女を連れてきたのだ。

　それに、下級の貴族であるニコラが色目を使った。そう判断されたということだろう。

「けど、大丈夫でしょう？　だって、エレオノールさんが説明してくれるはずだし」

「そうだと……いいんだけどね……」

　ニコラの不安な様子に無性に嫌な予感がして、あのときの光景が、フラッシュバックする。

　アルフォンスは、こちらに気づいていなかった。それなのに、エレオノールがニコラが見ていることを告げたのだ。

「そ……そんなはずない！　きっと、私たちのことに気づいて、アルフォンスに会わせようとしてくれたのよ。そう、そうに決まってる。だって、あの人は私のお目付け役なんだから！」

「……ああ。僕もそうだと願っているよ」

　心配する必要などない。彼女は、自分の師であり、憧れなのだから。

　それに、アルフォンスだって。自分にあんなことをしておきながら、エレオノールを恋人として連れてくるなんて。

　そんなこと、あるはずがないのだ。




　呼び出しを受けたのはニコラだけであり、ユーキがついていく必要はなかった。だが、ここでついていかないことを選ぶなど、ありえない。

　アルフォンスたちが待つ、ボックス席の扉を開く。ボックス席は、三、四人ほどが過ごせるような広さで、大きな椅子が二つ設えられている。舞台袖ということもあり、今も演じられている歌劇を真下にのぞむことができた。それから、一階の椅子席も。

「……来たか」

　椅子に座り、舞台のほうを向いていたアルフォンスが、ゆっくりと振り返る。その目は鋭く、冷たい。とてもではないが、友好的な雰囲気ではない。

　エレオノールは椅子に座るわけでもなく、彼のとなりにたたずんでいた。

「む？　なんだユーキ、なぜお前がここに？　ああそうか、そこの無礼者は、お前の主だったか」

「無礼者ってなに？　それじゃまるでニコラが――」

「その通りだ。そこの男は、あろうことか俺の連れに色目を使った。貴様、名は？」

「……ニコラ・ド・デフィ男爵と申します」

　青を通り越して白くなりつつある顔で、ニコラが応じる。その声も弱々しい。

「デフィ……成り上がりか。なるほど、どうりで身の程をわきまえない。それで？　このエレオノールに叶わぬ恋慕でも抱いたか？」

「……そのようなつもりは」

「そうよ！　だいたい、エレオノールさんは私のお目付け役なんだから、ニコラとだって知り合いなの！」

「ふむ。どうなのだ、エレオノール？」

「……たしかに、夜会で会話を交わしたことはあります。ですが、少なくとも、あのような熱のこもった視線を向けられるいわれはありません」

　エレオノールは、淡々と絶望を口にする。ユーキは、背筋が冷たくなるのを感じた。

「どういう……こと……？　エレオノールさん！」

「やかましいぞ。貴様が何を勘違いしているかは知らんが、そもそこの愚か者の狼藉を告発してきたのは、エレオノールだ」

「そんな……そんなはずない！　だって私たちは、仲間なんだから！」

「……言い分が食い違っているな。かたや社交界の華たる子爵令嬢の訴え。かたや成り上がりの男爵の、それも代理姫の訴え。どちらを信じるかは、言うまでもあるまい？」

「くっ、この……！」

　わからずや、とでも言おうと思ったが、ニコラが手振りでそれを制した。

「……言い訳はいたしません。いかようにも」

　まるで臣下のごとく、ニコラはその場にひざまずく。

「……賢しいな。下手な言い訳は逆効果だと心得るか。だが貴様を裁くのは俺ではない。この国であり、社交界だ。このことは、すでに劇場内に知れ渡っているだろう。あとは……わかるな？」

「……はい」

「もういい。行け」

　ニコラは無言のまま、その場を辞する。ユーキとしてはもっと抵抗していたかったが、ニコラがそうするのであれば、従うしかない。

　ボックス席を出て劇場の入口まで来たところで、ニコラは大きく息を吐いた。

「……どうなるの？」

「どうもこうもないよ。僕はロベール侯の怒りを買った。それだけさ」

　全てが終わった。ニコラの表情は、それを雄弁に物語っていた。

「なんでそんな簡単にあきらめるのよ。全部誤解なんだから、それをとかなきゃ」

「……無駄だよ。侯爵がそれを真実と信じている以上、僕らにはどうしようもない」

「納得いかない」

　アルフォンスにも、ニコラにも、そしてエレオノールにも。

「それでも、従うしかないんだよ。弱い者は、強い者にかしずくしかない。それが今のこの国の形だ。……僕は、このままソンブール公に報告に行く。君はどうする？」

　ニコラの目は、静かにユーキを見据えていた。もし勝手なことを言いだせば、この場で関係を解消する。そんな覚悟さえ、にじんでいた。

「……屋敷に戻ってる」

「そうしてくれ。もし勝手なことをすれば、僕は君を捨てなくちゃならないからね」

　そして、ユーキはニコラとわかれる。一人で劇場に取り残された彼女は、一度大きく深呼吸をした。わずかだが、頭が冷えるのを感じる。

「弱い者は、強い者にかしずくしかない……か」

　自分たちは、それを変えようとしていたのではないのか。いくら意気消沈していたからといって、ニコラがそんなことを口にするなんて、らしくない。

「……らしくない？」

　考えてみれば、最後の脅すようなセリフも、普段の彼が発しないものだ。

　勝手なことをすれば、捨てられる。

　逆に言えば、捨てられる覚悟があれば、勝手なことをしてもいいのではないか。

　なんとも都合のいい解釈だ。けれどニコラなら、ユーキがそんな無茶をすることを理解しているはずだ。

（ま、勘違いだったら私が捨てられるだけってね）

　意を決したユーキは、ボックス席へと踵を返した。




「いやはや、災難でしたな、ロベール侯」

　アルフォンスのボックス席に、新たな客の声が響く。その声はどこか、蜘蛛の糸を思わせる粘着性があった。

「……災難？」

「デフィ男爵の一件ですよ。すでに劇場中に知れ渡っており、私の耳にも入ってまいりました」

　声の主は、四十前後の男だった。やや肥満気味の体の至るところに、華美なアクセサリーが光っている。そのどれもが一流の品であることは明らかだが、そうしたこれ見よがしな顕示は、対峙した相手に反感を抱かせる。が、この男はそれさえも、楽しんでいるふしがあった。

「あんな些事を、いちいち災難に数える必要はない。むしろ貴様にとっては僥倖だったのではないか？　メートリィエ伯爵」

　男――メートリィエ伯は、ニコラと同じ商人からの成り上がりだ。けれど、彼の家が爵位を得たのはもうずいぶん前のことであり、有力者におもねる才能も相まって、もはや彼を「成り上がり」などという者はほとんどいない。逆に彼自身は、自分と同じような境遇の人間を、虐げる節がある。同族嫌悪というやつか、あるいは、自分の存在を脅かす存在に、怯えているのか。どちらであろうと大した興味はないが、立場上、そう邪険にできない相手でもあった。

「滅相もない。私は、ただただ残念に思います。恐れ多くも商人の身で爵位を頂戴しておきながら、身の程をわきまえぬ愚行。同じ身の上である我らまでがそのような輩なのだと誤解されては、たまったものではありません」

「……ふん、まぁいい。今日の用件は？」

「ああ、失礼いたしました。このたびは、ロベール侯の議会での態度を伺いたく……」

「以前の夜会でも訊いてきたな。なぜ俺が、わざわざ貴様に手の内を明かす必要がある？」

「どうか誤解のなきよう。私は、あなた様についてまいりたいと思っているのです。そのためには、その考えを理解しておかなければ」

　判で押したような笑みを浮かべるメートリィエ伯に対しても、アルフォンスは特に表情を変えない。そもそも、彼の周りにはこうした人間が多いのだ。

　常に機嫌をとるようなことを言い、全面的な賛意を示しておきながら、いざ何かを口にすると何かにつけて自分たちの望む方へと誘導しようとしてくる。

　もう慣れたものだが、わずらわしいといえばわずらわしい。

「……そうだな。俺の考えは――」

「お邪魔しまーすっ！」

　と、アルフォンスが言いかけたところで、唐突に声が響いた。本来、この場に響くはずがない声に、アルフォンスとエレオノールが目を丸くする。

「な、何者だ、貴様！」

　唯一、入ってきた人物の顔を知らなかったメートリィエ伯だけが、声を荒らげる。

「ん、ユーキ・ゴトー。ただの代理姫よ。ってか、あんたこそ誰？」

「な、たかが代理姫がこの私を……！」

「そこの者は、メートリィエ伯爵だ。それでユーキ、この部屋の前にはうちの執事が立っていたはずだが？」

　立場が上のアルフォンスが言葉を発した以上、メートリィエ伯は口を閉じざるを得ない。彼は顔がアルフォンスに見えないよう気遣いながら、不満げにユーキをにらんだ。

「ああ、執事？　次からはもう少し腕っぷしが強いやつ、置いといたほうがいいわよ。私みたいのが来ちゃうから」

　もちろん、部屋に入ろうとしたときはその執事に止められたが、格闘の末に一本背負いで決めた。

「ふ……忠告痛み入る。参考にさせてもらうとしよう。そこまでのことをしでかして、貴様は何をしにきた？」

「な、話を聞かれるのですか？　このような者は、もはや賊と変わりませぬ。即刻衛兵を呼んで――」

「メートリィエ伯。誰の話に口を挟んでいるか、わかっているか？」

「は……も、申し訳ございません」

　メートリィエ伯が引き下がったのを見て、アルフォンスは再び目をユーキへと向ける。

　興味を抱きながらも、無礼をはたらけば即座に処断する目つき。それでも、ユーキは臆さない。

「このままじゃ、納得いかないから。だから、あなたにお願いがあってきた」

「ほう……願い、か。いいだろう。俺の屋敷に来い。そこで、じっくりと聞いてやる」

「いや、ここで……」

「お、お待ちください！　ロベール侯！　ま、まさか帰るとおっしゃるのですか？　この娘を連れて？」

　ユーキが返答しようとしたところで、メートリィエ伯が声を荒らげた。とたんにエレオノールがびくり、と体を震わせたが、アルフォンスは平然としている。

「阿呆か、貴様は？　わかっているのなら、わざわざ繰り返すな」

「で、ですがまだ演目は……」

「もう飽きた。それに、それ以上に面白い見世物が見られそうだしな」

「きょ、今日はこの後の予定も……」

「――くどい。先ほども訊いたな？　メートリィエ伯。貴様は、誰の邪魔をしているのか、わかっているのか？」

　とたんに、メートリィエ伯の顔が青ざめる。彼は射貫くようにユーキを見てから、エレオノールへと視線を向けた。

「な、ならばせめて、エレオノールもお連れください。このまま帰しては、彼女があまりにも……」

「……いいだろう」

　エレオノールが静かにこちらへとやってくる。メートリィエ伯の傍を通るとき、彼が彼女に何ごとかを囁く。

　ユーキはそれを問い質そうとしたが、アルフォンスに「行くぞ」と促され、その場を後にした。




　アルフォンスの屋敷は、想像以上に大きかった。それに、ただ大きいだけではない。なんというか、積み上げてきた重みのようなものを感じさせる。ニコラの屋敷も立派だと思っていたが、こうしてみると比べものにならない。

　ただ、中に入ってみるとどこか寂しい感じがした。人の気配が、あまりないのだ。

「むやみやたらと人を置かんようにしているのでな。だが、その分仕事はできる」

　顔に出ていたのか、アルフォンスが唐突にそんなことを言った。

　というか、ようやくしゃべった。結局馬車の中では、まるで話せなかったのだ。彼の放つ重圧が、口を開くことを許さなかった。

「ユーキは俺と来い。エレオノール。お前は使用人が案内する。しばし待て」

「……はい」

「え、ちょ、ちょっと待ってよ」

　反論を許さず、アルフォンスはユーキの手を引いて廊下を歩いていく。

　それから、一つの部屋に入った。

　寝室、だろうか。置いてあるベッドは大きく立派だが、部屋全体は、やはりどこか寂しげだ。

「……あれじゃ、エレオノールさんがかわいそうじゃない」

　彼の手を振り払うようにしてから、ユーキは訴える。

　それに呆れたように嘆息しつつ、アルフォンスはベッドに腰を下ろす。

「……お優しいことだな。そんなことだから、つけこまれる」

「は？」

「気にするな。それより、俺に頼みがあるのだろう？　そのために、貴様は何を差し出す？」

「え？」

「当然だろう？　よもや、俺が無償で貴様の願いを聞き届けるとでも思ったのか？」

　意地悪く笑うアルフォンスを前に、ユーキの頬を一筋の汗が伝う。

　まったく、予想していなかった展開だった。

「ああそうか。貴様には、うちの執事がやられたのだったな。それも含めれば、半端なものでは済まされんぞ？」

「う……あ……」

　当然ながら、お金など持っているはずもない。高価な宝飾品を持っているわけでもない。そもそも、そんなものをアルフォンスが望んでいるとも思えない。

　アルフォンスの、望み――。

　ふと、頭に一つの可能性が浮かぶ。けれど、彼がそんなものを望むだろうか。

　彼と目が合う。その目は、いたずらを思いついた子どものように楽しげだ。「言ってみろ？」とその口が笑っている。

「あー、もう！」

　覚悟を決めるように、胸に手を置く。そして、そのまま言い切った。

「――私を、好きにしたらいいっ！」

　一瞬の静寂。二人はしばし無言で見つめ合い、やがてアルフォンスが笑い声を漏らした。

「くく――はーっはっは、よもや、本当に『己を捧げる』などと口にするとは。まったく、貴様は俺を楽しませてくれる」

　ベッドから立ち上がり、彼は笑いながら手を叩く。

　よかった。どうやら、彼の機嫌を損ねることはなかったらしい。

「じゃあ――」

「ああ。お前が俺を満足させてくれたなら、願いを聞いてやろう」

　ユーキが油断した隙をついて、彼が一気に距離をつめてくる。気づいた時には彼に横抱きにされ、そのままベッドに放り投げられた。

「ちょ……何を……？」

　てっきり、覚悟を示すだけで、問答だけで終わるのだと思った。

　だが、それでは終わらないことを示すように、アルフォンスがユーキの上に覆いかぶさってくる。その目は、危険な熱を孕んでいた。

「好きにすればいい――お前が言ったことだ」

　彼の手が、肩の辺りに触れる。そのままためらうことなく、服をずらしてくる。

「ちょ、な、待って……」

　この前の夜のときは夜着だった。それですら、脱がされずに終わったのだ。今日の服は軽く動きやすいものとはいえ、この前と比べればはるかに重装備。それがもう、陥落しはじめている。

「しつこいな。ヒノクでは武士に二言はないのではなかったのか？」

「んな……」

「ここは王都アステルだ。ヒノクの情報も、それなりには入ってくる。ああ、それとも貴様は武士なんて高潔な存在ではなかったか」

　そんな風に言われたら、ユーキとしても意地を見せないわけにはいかない。

「……わかりました。好きにしてください」

「その格好で言われても、今さらだが」

　服はすでに腹のあたりまでずり落ち、ユーキの形のよい胸が露わになっている。

　それを自覚して、ユーキは頬を赤く染めた。

「うるさ――んむっ」

　ついまた反論しそうになったところで、アルフォンスの唇が覆いかぶさってくる。もうこれ以上喋るな、とばかりに舌が口内を蹂躙していく。

　さらに彼の手は、ユーキの胸に触れた。やんわりとさするようにしてから、きゅっと揉まれる。緩急をつけた手の動き。どこか、リズムを刻んでいるようでもあった。

「ん……ふぁ……」

　ほとんどふさがれた唇から、かすかにユーキの声が漏れる。それと共にまた、あの甘いしびれのような感覚が体をかけめぐりはじめた。とたんに、抵抗する気力も失せていく。

「ようやくその気になったか。ならば、お前も少しは楽しむといい」

　ユーキの唇を解放したアルフォンスが、今度は彼女の首にキスを落とす。それから鎖骨、そして胸へと至る。

「あ……」

　胸の先端へとアルフォンスの顔が迫り、そこをチュっと吸われ、軽く食まれる。

「んああっ……！」

　その瞬間、体中を電気が走ったような気がした。まるで知らぬ感覚に、目を丸くする。

「敏感だな。経験はないと思っていたが、そうでもないか？」

　片方の胸を口でもてあそびながら、もう片方を手で愛撫する。どんどんと押し寄せる快感の波に、目の前がチカチカしてくる。

「こ、こんなの、知らな……」

「ふ、なんともいじりがいのある……」

　アルフォンスの口が胸から離れる。かと思うと、そこに手が被せられ、揉みこまれる。

　彼自身は少しだけ体を起こし、もう一方の手をユーキの下半身へと伸ばす。スカートがめくられていき、しなやかな脚が徐々に彼の目にさらされていく。

「あ……そっちは……」

　脚は、代理姫の努力の結晶ともいえる部位だ。そこをじかに、まじまじと見られるというのは、正直胸以上の羞恥を呼び起こされる。

　アルフォンスは、この脚を見て、どう思うのだろうか？　しょせん平民の足と蔑む？　それとも――。

　彼は何も言わず、膝に触れ、そこから徐々に上へと指を移動させていく。その手つきは、美術品を愛でるような優しいものだった。ただ、それがかえってくすぐったい。

「ん……く……」

　しかも、胸への愛撫はまだ続いている。彼の目は脚のほうに注がれているのに、手は独立した生き物のように胸を揉み、ときおりその先端を摘まむ。

　やがて、アルフォンスの手が脚の付け根に近づく。下着で隠された最後の砦。が、彼はそれまでの慈しみが嘘のように、瞬く間に下着を取り去ってしまった。

　秘部が露わになると共に、空気に触れ、ひやりとする。

「ふあ……」

　それだけで、ユーキは体を震わせてしまった。

　当然、そこは誰にもさらしたことがない。同性であるエレオノールにすら、見せたことがない。そこが、アルフォンスの前に無防備になっている。

　ジワリ、と何かがにじんだ感覚がした。

「ほう……少しは濡れてきているか」

「濡れ……？」

　ユーキの疑問に答えることなく、アルフォンスはユーキの足を開き、その間に手を滑らせていく。

　そして、その秘裂に指を這わせた。

「んな……」

　ぞわぞわっと、なんとも言えぬ感覚が頭まで一気に貫いてくる。このままだとまずい。理性はそう訴えたが、もっと感じたいという本能に抑えこまれた。

　焦らすように秘裂をなぞり、ときおりノックするように軽く指で叩く。そんな動きを繰り返されているうちに、ちゅく、くちゅ、という妙な音が響き始めた。

（これ、もしかして……？）

　自分から響いている音なのか。そんなことを自覚したとたん、音が一段大きくなった気がした。

「そろそろ進むか……」

　不敵につぶやき、アルフォンスはユーキの花芯に狙いを定める。そこを弄られた刹那、ユーキの中で、何かが外れた。

「ん、あ、ふああっ！」

　声が我慢できなくなってくる。さらに追い打ちをかけるように、ついに彼が蜜口へと指を突き入れた。

　ぬちゅりとした感覚とともに感じる異物感。けれど、それ以上の何か――気持ちよさのようなものがくる。

「あ……いやぁ、それ、やぁ……」

「やはりきついな。まだまだ、ここからだ」

　指を奥へとやりつつ、また彼の口が胸へと襲いかかってきた。上下同時の責め……特に下半身の方からは、どんどん未知の感覚がこみ上げてくる。

「んん、あ、そこ、本当に、だめ……」

　いやらしい水音は増し、ユーキの耳にもしっかりと聞こえるようになってきていた。それが彼女の羞恥心を煽り、かえって秘部を濡らしていく。

「なんだ、やはり代理姫だけあって、下の方が弱いか？　だが、まだわからんな。ここはどうだ？　ん？」

　胸を食んでいた彼の顔が、間近に迫る。ユーキの髪をかき上げるようにしたかと思うと、耳に甘く噛みついてくる。

「んんあ！」

　さらに舌を差し込まれ、ぴちゃぴちゃといやらしい音が脳内に響く。その間も、蜜口へと刺激は続いており、気づけばユーキは、自ら腰を浮かせてしまっていた。

「ん……あ……なにこれ、何かきて、あふれそ……っ」

「いいな。そろそろ果てるか？」

「果……て……」

「イくと言ったほうがいいか？　いいさ、おかしなことじゃない。そのまま、思い切りイくといい」

　その優しい語り口とは裏腹に、膣内にいる指の動きが、激しさを増す。クライマックスといわんばかりに掻き混ぜられ、胸に吸い付かれ、そして花芯を弾かれ――。

「ん――あああっ！」
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　その刹那、腰が大きく震え、頭の中が真っ白になった。

　目の前がチカチカして、なんともいえない多幸感が、全身からあふれ出る感覚。

　ユーキは、それをなんというのか知らない。けれど――達した。そう表現するのが一番のように感じた。

　ただ、それを追究しようなどとは到底思えなかった。というか、もはや何も考えられない。そもそも自分がなぜこんなことになっているのかも、よくわからなくなってきていた。

「どうだ？　それがイくという感覚だ。存分に覚えるといい。――これから、まだまだ体験させてやる」

「え？」

　ユーキが絶頂を迎えると共に、一度は抜けた指。愛液にまみれ、淫らな輝きを放つそれが、いつの間にかまた、蜜口に添えられている。

「ま、待って……」

「好きにしていいのだろう？　――断る」

　そしてまた、彼の愛撫がはじまる。

　ユーキはその意識を失うまで、幾度となく彼の手によって果てることとなった。




　ゆっくりと、目を覚ます。

　徐々に覚醒していく意識が認識したのは、見覚えがあるようなないような、そんな天井だった。

　……というか、こんな感じの状況をつい先日も経験したような気がする。そのときは、首を動かすとあの男がいて――。

「起きたか？」

「んひゃあ!?」

　アルフォンスに顔を間近から覗きこまれ、ユーキはすっとんきょうな声をあげた。

「ふん。多少は調子が戻ったようだな。……気分はどうだ？」

　言われて、自分の体を見る。ベッドに寝かされた自分の体は、ここに来たときのような状態に戻っていた。服も整えられている。

　しかし、その服に刻まれたシワや全身の脱力感が、さっきまでの行為が夢ではなかったことを伝えてくる。

「……これ、あなたが？」

　別に、恥ずかしいとかではなかった。正直、もっと恥ずかしいこともされた気がするし。

　全身に不快感もあまりないので、きっと清拭までしてくれたのだろう。彼がそこまでしてくれることが、少し意外だった。

「……さてな。使用人にやらせたのかもしれんぞ？」

　それが本音なのか冗談なのか。不思議と、以前よりもわかるようになった気がした。

「……ありがとう」

「……？　やはり気分が悪いのか？　気持ち悪いぞ」

「うっさいなぁ！」

　たしかにまだ頭がボーッとはしているが、それほどおかしなことを言ったつもりはない。

「ふ……さて、貴様にはそれなりに楽しませてもらった。代わりに、その願いを聞いてやろう」

「ん、あー、そっか。そうだったね……」

　彼へ願い出るための代価。そういえば、そんな話だった。本来ならば、何かここで作法とか、あるいは駆け引きとかがあるのかもしれない。

　けれど、頭に靄がかかったような今の状態では、そこまで考えが巡らない。そもそも、そんなことができる性分でもないが。

「とはいえ、あの男を許せなどと言われては、興が削がれるぞ？　それぐらいは考えて話せ」

「……ニコラのこと？　んー、それは、この際どうでもいいんだ。私が納得いかないのは、私自身のことだから。――うん。私は、決着をつけたいんだ」

　ユーキの頭に浮かぶのは、エレオノールの姿。もしこのままニコラが社交界を追放されたとして、そこにいたユーキを雇おうという物好きは、そうはいないだろう。そうなれば、ユーキは舞踏会に出られなくなる。それは、再びエレオノールと踊る機会が得られないことを意味している。そんなのは、許せるはずがない。

「負けっぱなしは、性に合わないんだ。だから、あなたにチャンスをつくってほしい」

「……俺に舞台を用意しろと？」

「夜会を開けそうな知りあい、あなたぐらいしかいないから」

「――ふはははは、そうか、そうか。まさか、そんなことを願ってくるとは。よもや貴様は、エレオノールに勝てると思っているのか？　己のお目付け役に？」

「やってみなきゃ、わからないよ」

　まっすぐに、ユーキは想いをぶつける。それを受けて、アルフォンスは少し目を丸くした。

「本当に貴様は……俺の想定をはずれてくる」

　それから、彼は使用人を呼び、さらにエレオノールを呼びつけた。

　部屋へと入ってきた彼女は、静かにこちらを見据える。

「エレオノール。ユーキは、お前との勝負を望んだ。……受けるか？」

　アルフォンスの問いかけにエレオノールは驚き、そのまま黙した。どう答えていいか、悩んでいるようだった。

「……ここにメートリィエ伯はいない。加えて、やつが後で何を言ってこようと、俺は聞き入れん。だから、貴様の望みを言え」

　アルフォンスの宣誓に、エレオノールは一度瞑目する。そしてゆっくりと開いてから、ユーキを見据えた。

「……お受けいたします。これだけは、譲るわけにはまいりません」

　静かながらも、はっきりとした宣言。その瞳には、後悔も敵意もなく、ただ誇りだけが、燦然と輝いていた。

「……よかろう。ならば近々、俺の名において夜会を催す。その場にユーキ――ではないな。あの男を、招待しよう」

「ニコラ・ド・デフィね。名前ぐらいは覚えてあげてよ」

「その価値があるならな。……が、やつの名を使う以上、貴様が負けた場合、やつは貴族として完全に終わるぞ？　それはわかっているな？」

「そうね……そんときは、日之国にでも行こうかしら」

　その発言にアルフォンスは虚を突かれたように沈黙し、やがて高らかに笑った。




　その後、エレオノールを馬車で送り、ユーキもまた、馬車でニコラの屋敷に送られることになった。

「……ユーキ。メートリィエのやつには気をつけろ」

　不愛想に見送りに来ていたアルフォンスが、ぶっきらぼうにそう口にする。

「……どうして？」

「……貴様にはわからんだろうが、貴族でいつづける、というのはそれなりに大変でな。夜会はもちろん、私生活でも見栄をはるのに金がかかる。そういう点では、成り上がりのほうが恵まれているくらいだ。あの女は、こと踊り以外に興味がないからな。そもそもあの家の当主は、まだ幼いあいつの弟だ」

「そこに……メートリィエ伯がつけこんだ？」

「詳しくは知らん。だが、エレオノールはメートリィエの手駒だ。その在り方は、代理姫の在り方とそう変わらん」

「そう……」

　エレオノールは、メートリィエに対し、明らかに怯えていた。それだけ、強い支配なのだろう。それが本来の、貴族と代理姫の在り方なのかもしれない。

「……話しておいてなんだが、同情などするなよ？　それでは、舞踏会がしらけるだけだ」

「するわけないでしょ。きっと、エレオノールさんだってしない。そうじゃなきゃ、競う意味がないもの」

「……ならいい。話は終わりだ。さっさと帰れ」

　背を向けて、彼は屋敷に引っ込もうとする。その背に向けて、ユーキは声をかけた。

「――ねぇ。なんでそんなに寂しそうなの？」

　とたん、彼は弾かれたように振り返る。その目は、大きく見開かれていた。

　先ほどベッドで共に時間を過ごしていたとき、彼は楽しそうだった。あるいは、必死ささえあったように思う。それはまるで、愛情に飢えた子どものようだった。

　それが今は、何かをあきらめたような、そんな様子に見えたのだ。

「……わけのわからないことを言うな。馬鹿が」

　彼はそれだけを告げると、屋敷の中に消えていった。




　ニコラの屋敷に戻るころには、すでに夜になっていた。

　三日月が、夜空に映える。

　ニコラはその景色を眺めるように、テラスにたたずんでいた。

「た、ただいま戻りました～」

　一応、ニコラには「勝手なことをするな」とくぎを刺され、屋敷に戻ると告げていたのだ。それが、自分のほうが帰りが遅いとあっては、いくらか気まずさもある。

「……こんな時間まで、どこに行ってたのさ――って、訊くだけ野暮だね」

　多少は落ち着いたのか、いくらか平静に近い顔色と声音で、彼は言う。怒っている様子はない。

「あー、えっと……」

「説明してくれ。君は、どうしたんだい？」

　結局、ユーキはニコラにこれまでの経緯を伝えた。もちろん、代価についてはぼかした。が、見透かされている気がしないでもなかった。そもそもユーキは、嘘が下手だ。

「そう、か……。また君に助けられたわけだ」

「そんなこと言って、わかってたんじゃないの？」

「まぁ、正直に言えば、乗り込むとは思ってたさ。……ただ、ロベール候は君のそういう無茶なところを気に入っているようだったから、君だけでも許されればいいと思ってた。それで彼のもとで代理姫を続ければいいと思ってたんだ」

「ああ、そういう手もあったのか」

　あるいはアルフォンスが「考えて話せ」と言っていたのは、そういうことだったのかもしれない。お前が願い出るなら、拾ってやるというわけだ。

「……まさか、考えてなかったのかい？」

「全然。エレオノールさんともう一回勝負したいってことしか考えてなかった」

「そうか……いや、それでこそユーキなのかな。勝算だって、あんまりないんだろ？」

「まぁね。でも、やるだけはやるよ。それでどんな結果になっても、胸を張る。それに、前回はアルフォンスにも失礼なことしたから、きちんと踊りたいんだ」

　そう言って、ユーキは弾けるような笑みを見せる。

　前回踊ったときは、エレオノールに目を奪われ、彼と向き合いきれなかった。いまだにユーキは、彼の全てを理解できていない。

　ただ、先刻彼から伝わってきた、寂しさのようなもの。あれは、放っておけない気がした。

　そして、今の自分はエレオノールにどれだけ近づけたのか。それを試したい好奇心もあった。

「……君はまぶしいな。気づいていないかもしれないけど、君の影響で、社交界でもヒノクのことが流行ってきてるんだよ？　本なんかも出回って、おかげで僕もそれなりに勉強できた」

「そうなの？」

「ああ。君はタイコーが好きだって言ってたけど、僕はむしろ、マサムネに似てると思う」

「マサムネ？」

「あ、知らなかったか。ふふ、僕の方が詳しくなったかな？」

　いたずらっぽく笑うニコラに向けて、こぶしを握りしめる。それだけで彼は「教えるから勘弁してほしい」と降参した。相変わらず弱い。

「マサムネを有名にしたのは、天下取りを目前にしたタイコーとの面会だった。タイコーから参陣を命じられたマサムネは、すぐには従わずに戦に遅れ、タイコーの怒りを買ったんだ。それは、敵対とみなされ、ほとんど死と同義。そんな絶体絶命の状況下で、どんな情けない命乞いをするのか。周りがそんな嘲笑を浮かべる中、マサムネは実に堂々とした態度で謝罪したんだ。白い装束を身にまとってね」

「白い装束って……」

　こちらに関しては、ユーキも知識があった。たしか日之国では、亡くなった人に白い装束を着せるのだ。

「覚悟の衣装だったんだろうね。けど、タイコーもさすがだよ。それを寛大に許すことで、ふところの大きさを見せた。誰もが仰ぎ見るしかなかったタイコーに対して、自ら死に値する罪であることを認めながら、膝を屈することなく、抗ってみせた。マサムネはそんな人物だよ。ユーキ。僕には、君もそんな風に映る」

　ユーキはニコラの話を反芻しながら、ゆっくりと空を見上げた。夏の夜空に、三日月が淡い光を放っている。一見すると周りの星々よりも輝いて見えるのに、どこか儚い。そのありようは、エレオノールと重なった。

　思えば自分は、ずっと何かに憧れてきた。子どものころからタイコーに憧れ、代理姫に憧れてこのアステルへとやってきた。そしてここに来てエレオノールと出会い、彼女に憧れた。

　心のどこかで、憧れとは手の届かないものだと思っていた。けれどアルフォンスに啖呵を切ったことで意識は変わり――今、はっきりと自覚された。

　憧れるだけでは、自分は満足できない。代理姫になるだけじゃ物足りない。もっと遠い、エレオノールやアルフォンス、タイコーに並び立ちたい。

　そうして、自分はここにいるんだと叫びたい。

　マサムネも、そんな気持ちだったのではないだろうか。

「――マサムネ、か。いいじゃん、最高にかっこいい」

　そう力強く口にして、ユーキはアステルの地で三日月へ手を伸ばす。

　そして、それを掴み取るようにこぶしを握りしめた。






第五章　あなたの望みは









　夏を迎えたラルジュ公園。訪れた人々は木陰に涼を求めながら、世間話や見世物に興じている。

　その一角、求めるまでもなく日陰となっている場所に、彼女たちはいる。

　代理姫をはじめとして、王都であるアステルに夢を求め、そして破れた少女たち。帰る場所を失った者たちが、最後に辿り着く場所。かつてアステルに来た初日に訪れたその場所を、ユーキは再び訪ねていた。

「あんた……また来たの？」

　以前も相手をしてくれた少女、クロエが出迎える。

「お、覚えててくれたんだ」

　知っている人物がいたことに安堵して、ユーキは笑顔を見せる。それにクロエは苦笑で応えた。

「忘れたくても忘れられないっての。しかも、なんか成功したような噂も聞いたしね。今日はその自慢にでも来たの？」

「そういうつもりはないけど。っていうか、今はけっこう追い込まれてるし」

「……そのわりに、楽しそうだけど？」

「なんか私、そういう状況の方が輝くらしいんだよね。どう？」

「知らないわよ。そんなくだらない話に付き合うほど私も暇……はあるけど、だからこそ仕事を見つけなきゃいけないんだから」

「あ、そうそう。その仕事のことで訊きたいんだけどさ」

　ニコラから改めて聞いた話によれば、ラルジュ公園のこの一角は、たしかに代理姫になれなかった少女たちが集まる場所であり、ときおり遊び相手を求めて貴族や富裕層が訪れる場所でもある。

　が、それだけではない。働き手を求める商人や芸人なども、ここを訪れるらしいのだ。つまりここは、仕事の斡旋所のような側面もある。だからこそ、まだ若い少女たちが集まるのだ。

「代理姫以外で職を失った人も、ここには来るよね？」

「んー、まぁ一度くらいは来るかな。歳いってたりすると、どうせ目をつけてもらえないからすぐ離れるもんだけど」

「ちなみに、ここに来てた人のことって、どれだけわかる？」

「一応、ここを仕切ってるような人はいるし、そういう人たちに訊けばある程度はわかるんじゃない？　それなりに金はかかるだろうけど。っていうか、なんの悪だくみをしてるわけ？」

「……クロエって仕事ないんだよね？」

「もう少し遠回しな表現ないの？　その通りだけどさ……」

「じゃあさ、私に雇われてみない？」

「あんたに？　……いったい、何をやらせようってわけ？」

　ふと、ユーキの祖父や父が話していたことが頭をよぎる。

　優れたサムライのもとには、優れたシノビがいるものだ、と。

「実はね、調べてほしい人がいるんだよね」

　いかにも「悪だくみしてます」といった表情を浮かべたユーキは、クロエにその人物のことを伝えた。




　クロエとの「商談」を成立させたユーキは、次にカネットの店を訪れた。

　当然、用件はドレスの注文である。

「なぁ……エレオノールに何を吹き込まれた？」

「ん？　カネットは無茶を聞いてくれるって」

「……そういや、エレオノールがあんたを連れてきた時に堂々と言ってたな。ったく、師弟揃って面倒な」

　ユーキからドレスのイメージを聞いたカネットは、頭を掻きながら考えに耽る。口では嫌がりつつも、その脳内では実現までの工程が描かれているに違いない。

「……問題は、生地だな。それが手に入りゃ、あとはなんとかする」

「それならニコラがなんとかしてくれる。こういうときぐらい、成り上がりの力を見せてもらわないと」

「あんまり商会に借りはつくりたくないが、ま、無理を言われてるしおあいこか。けど、本当にいいんだな。場合によっちゃ、悪目立ちにしかならないぞ」

「わかってる。いろいろ考えたけど、私にとっての勝負服はこれしかないと思うんだ」

「なら、あたしはあんたの希望を実現するだけだ。とりあえず、採寸するぞ」

　ユーキをその場に立たせ、カネットは慣れた手つきでユーキの体を測定していく。彼女のこだわりなのか、やけに細かく分けて測っていく。

「……ねぇ、今話しかけてもいい？」

　こそばゆさに耐えながら、ユーキは口を開く。

「歓迎はしないが、いいぞ」

「エレオノールさんの弟って？」

　ぴた、とカネットの手が止まる。その顔にも一瞬迷いが浮かんだが、すぐに職人のそれに戻る。

「……まだ十三歳の、ジェニー家の当主だよ。あいにく、女は家督を継ぐことができないからな。だから弟が当主の座におさまったんだが……当然、何もできなかった。何をすればいいかも、何が正しいかも判別できずに人を頼って――食い物にされた」

「……どういうこと？」

「土地の権利だの、高価な家財だの、てきとうな値段をふっかけられて、手放しちまったんだよ。気づいたときには、ジェニー家は見事に没落してたわけだ」

「……エレオノールさんは？」

「あいつは、社交界で名を売ろうと躍起だったよ。外ばかりを気にかけて、内に目を向けなかった。……いや、本当は気づいてたのかもな。それでも、目を逸らし続けたのかもしれない。そうしないと、踊ることに集中できなくなっちまうから」

「…………」

　エレオノールのダンスへの態度を思い返す。彼女ほど踊りに夢中になっている人間を、ユーキは知らない。

　そんな彼女が、それを奪われるような現実に直面したとしたら。それから、逃げることができないとしたら。

　あるいは、悪魔にさえ、魂を売り渡してしまうのではないだろうか。

「例の噂は、あたしも聞いたよ。あんたがエレオノールに憧れたように、きっとエレオノールはあんたに憧れたはずだ。だから――本気でくるぞ？」

「もちろん。それでこそ、私のお目付け役だよ」




　種は撒いた。ユーキがそう思っていた矢先に、アルフォンスから招待状が届く。舞踏会は、十日後。

　その間に撒いた種が芽吹くかどうか、それがユーキの一つの勝負だった。

　そして、その時間は瞬く間に過ぎていく。

　その日、アルフォンスの屋敷には多くの貴族が集められたが、彼らの関心はほとんど一つだったといっていい。

　果たしてデフィ男爵は、その代理姫は、どのような姿を見せるのか。

　中には賭け事を催そうとする者もいたが、ほぼ全員が醜態を予想するために、成立しそうにもなかった。

　そうこうしているうちに、会の開始が近づいていく。が、肝心の二人はいまだ姿を見せていなかった。

　よもや、このまま逃げるのではないか。そんな陰口が叩かれはじめる。だがそれでも二人は現れず、ついにアルフォンスは舞踏会を始めてしまう。

　場はシラケていたが、それでもアルフォンスはエレオノールとペアを組み、見事な踊りを披露した。次第に周りも、その踊りに魅入られていく。

　一曲目、二曲目とプログラムが進んでも、ユーキたちはやってこなかった。当初の予定では、三曲目までをエレオノールと踊り、四曲目から六曲目までをユーキと踊って審査をするはずであった。

　そうした考えも、全ては無駄だったのか。少しでも彼女に期待した自分が愚かだったのか。

　アルフォンスは歯噛みしながら、三曲目を踊り終えた。

　いっそのこと、これで会の終了を宣言してしまおうとしたその時――。

「ニコラ・ド・デフィ男爵、ご到着！」

　執事の声が、広間に響き渡る。皆の視線が、一斉に入口の方を向いた。

　デフィ男爵の代理姫は、いったいどのような装いで来るのか。誰もが固唾を呑んで見つめ――目を瞠った。

　広間に現れたユーキは、純白のドレスを身にまとっていた。

　それは、常識外のドレスといっていい。かつてユーキが聞いたように、本来社交界で着るドレスは、濃い色合いのものが基本なのだ。

　にもかからわらず、彼女は白を選んだ。汚れでもしたら、取り返しのつかない色を。

　本来ならば、見栄を張って、と一笑に付されるところだが、そのドレスは奇跡的なほどに彼女に似合っていた。

　彼女の持つ黒い艶やかな長髪と見事な調和をなし、その姿は日之国から入ってきた一つの文化――水墨画を思わせる、幽玄な美をたたえていた。

「これはまた、見事に化けたものだ。白の衣装……さしずめ、己の潔白を証明するといったところか」

　アルフォンスは感心したように言いながらも、言葉が終わるとともに嘆息する。衣装で許しを乞うてくるなど、興ざめだ。そんな蔑みが、そこには込められていた。

　そんな反応を目にしても、ユーキは揺らがない。むしろ、勝ち誇るように笑ってみせる。

「私がそんなつまんないことすると思う？　これは、日之国でいうところの死に装束。この戦いに命を懸けるっていう決意の証よ」

　たとえ舞踏会で敗れても、死ぬわけではない。あきらめさえしなければ、次がある。ユーキは、心のどこかでそう思っていた。

　けれどこれがもし、戦だとしたら。自分はこの一戦に、全てを懸けなくてはならない。そうでなければ、エレオノールには届かない。

　この衣装は、その覚悟を示すためのものだった。

「はっはっは、いいな、それは貴様らしい。なかなか魅力的じゃないか」

「そう思うなら、ダンスに誘ってみたら？」

　不敵にほほ笑んで、ユーキは手を差し伸べる。

「……いいだろう。エレオノールとはすでに三曲踊った。お前とも同じように踊る。覚悟はいいな？」

　見抜かれている、とユーキは思った。遅れていることは十分に自覚していたため、ユーキとニコラは、ここまで全速力で走ってきたのだ。今も、息が上がっているのを、なんとか隠している状態だ。

　そもそも、カネットの衣装づくりが遅れた。彼女のせいじゃない。白い布が、まったく手に入らなかったのだ。まるで、ユーキたちがそれを手にするのを拒むように。

　それがメートリィエ伯の差し金だと気づくまで、そう時間はかからなかった。そしてそこからは、ニコラが奮起してくれた。部下だけでなく、彼自身も動き回って商人たちに接触し、ついに王都に来たばかりの行商人をつかまえたのだ。

　そうなると、今度はカネットの番だった。彼女は夜を徹して遅れを取り戻してくれた。それで出来が落ちることもなく、見事なドレスを仕立ててくれたのだ。

　時間は、舞踏会に間に合うかギリギリのところだった。それで馬車を急がせたところ、妙な渋滞に巻き込まれた。あれも、メートリィエ伯の手によるものだろう。

　あきらめきれないユーキとニコラは走ることを決断し、そして今に至る。

　正直、休む時間はほしい。事情を話せば、少しはくれるだろうか。

　けれど、そんなまねはしたくなかった。

　ニコラやカネットが支えてくれて、出来上がった覚悟の衣装。それを、あなどられることだけは、絶対に嫌だ。

　だから、ユーキはとびきりの笑顔を見せる。

「ええ、もちろん！」

　アルフォンスはかすかに笑みを見せ、ユーキの手を取る。

　そして、二人が組み合ったのを合図とするかのように曲が流れ始める。

　その流れに乗るように、よどみなく二人は踊る。もはや、勝手知ったる者同士だ。相手のクセも掴んでいる。

　しかしいまだにユーキは、アルフォンスの底を覗けずにいた。

　相手を、捉えきれない。こうなると、ユーキの踊りは活きてこない。

「相手の良さを理解し、それに合わせて自らも引き上げる。それはお前の美点だが、欠点でもある。相手しだいでダンスの質が変わるのはもちろん、俺のような相手と当たったときにどうしようもなくなる」

「……ずいぶん分析してくれてんだ」

　審査をする側の責務だ、とそっけなく言ってから、アルフォンスは言葉を継ぐ。

「だが、エレオノールは違う。あいつは、一人でどこまでも行く。フォローなどという枠組みにはおさまらん。パートナーはあれに付き添うだけで、己ではたどり着けぬ景色が見れる」

「うん……よく知ってるよ。だけどさ、あれって寂しいんだよね」

「寂しい？」

　その単語に、アルフォンスは不愉快そうな顔を見せる。そう、これはエレオノールに向けた言葉であると同時に、彼に向けた言葉でもある。

「エレオノールさんって、一人ぼっちみたいな顔してるからさ。だから私が、私たちがいるって言ってあげたいんだ」

「優しいことだな。しかし、お前の実力ではあいつと並び立つことはできんぞ？」

「わかってる。私一人じゃ無理だ。あなたにも協力してもらうよ？　パートナーなんだから」

「できるか？　俺のことが、わからないのだろう」

　アルフォンスは、全く迷いなくステップを刻む。素早く意図を読み取らねば置いていかれてしまうが、その意図が読みきれない。

　ユーキの中でアルフォンスという人物が固まらなければ、それができない。そして彼のことは、ああして体を重ねても、理解しきれなかった。

　だから、これがユーキ一人の限界。

　けれど――。

「それも、私一人じゃ無理だった。でも、みんなに助けてもらえば無理じゃない」

「なに……？」

　アルフォンスが眉根を寄せる。そこにある感情はまだ判然としない。

　ここから、解きほぐしていこう。

「ねぇ、どうして私の名前、覚えてくれたの？」

　貴族は、興味のない相手は認識しない。その証拠として、彼らは価値のない相手の名前を覚えない。アルフォンスもその例に漏れず、現にニコラの名前は覚えていなかった。それこそ、意図的に覚えなかったというほどに。

「貴様のような馬鹿はそうは見かけんからな。興がのった。それだけの話だ」

「なら、ミゼリアさんは？」

　かつて、アルフォンスの家にいたという使用人。彼の家庭教師を買って出て、屋敷を追われた愚か者。その話をしたときに、アルフォンスはその名を口にしていた。

「……あれは、話をするために仮につけた名前に過ぎん。もはやあの女の名前など、定かではないからな」

「嘘」

　きっぱりと、ユーキは断言した。アルフォンスのリズムがわずかに乱れる。さすがに、面食らったらしい。

「ミゼリアって人は、本当にいたよ。ロベール家に仕えていたけど、追い出されたって人がね」

　ユーキがクロエに調べてもらったのは、ミゼリアのことだった。職を失ったのなら、ラルジュ公園の「どん底」を訪れていると思ったのだ。

　それで調べてもらうと、拍子抜けするほどあっさりとミゼリアのことに辿り着けた。というのも、少し前にも彼女の行方を追った人間がいたのだという。

「あなたは知ってる？　ロベール家を出た後、彼女は――」

「それ以上言う必要はない。全て、知っている」

　ロベール家の不興を買った、という肩書は、ミゼリアに重くのしかかった。なかなか仕事につくことはできず、ついたとしても素性がバレて解雇された。それでもどうにか細々と食いつないでいたようだが、去年の議会が終わった頃、病にかかって息を引き取ったという。

「……本当に、馬鹿な女だ。子どもの愚痴など、聞き流せばよかったものを。野心などまるでなかったくせに、己の人生を棒に振って……」

　アルフォンスの話には、微妙な嘘が織り交ぜられていた。ミゼリアが幼い彼の言葉を聞いて、彼の両親に訴えたことは本当だろう。あるいは、自らを家庭教師とするよう言ったのも本当かもしれない。

　けれどそれは、野心によるものではなかったはずだ。純粋に、大貴族の子息らしくあることを義務づけられた少年を、心配してのこと。

　そしてミゼリアは、屋敷を去ったあともその少年のことを想っていた。

　実は、彼女が生きのびる道はあったのだ。ロベール家がまるで興味を示さないような場所で働けばよかった。だが、彼女はそうせず、むしろロベール家と関わってしまうような範囲で仕事をさがしつづけた。

　最初に聞いたときは、貴族であったがゆえのプライドかとも思った。だが、それは違う。

　彼女はどうにかして、少年を見守れるところにいようとしたのだ。

　そして、去年の議会の後、アルフォンスがロベール家の当主となったことを見届けたかのごとく、眠りについた。

　アルフォンスが、強く手を握りしめる。ユーキは痛みに顔をしかめつつも、その感情の発露を受けとめた。

「……あなたも、気にかけてたのね」

「俺と真摯に向き合ってくれたのは、あいつだけだったのでな。家庭教師の空虚な教えより、あいつの言葉のほうがどれだけ沁みたことか。……本当は、迎えにいくつもりだった。だが俺が子どもである限り、周りの反対を受ける。だから俺は、当主になるまで待った。耐えて、待って、ようやくそのときがきたと思ったら――あいつが死んだことを知った」

　こらえていたものがせき止めきれなくなったかのように、どんどん握る力が強くなっていく。それでも、ユーキは受け入れる。

　曲が止まってもなお、二人は組み合ったのをとくことさえしなかった。

　だが、それに疑問を抱くものなどいなかった。それだけ二人は、異様な雰囲気を醸していた。

　再び、曲が流れる。スローテンポなこともあってか、アルフォンスからも力が抜ける。

「……しょせんは、そういうものなのだ。俺とミゼリアの間には、決定的な差があった。それは、決して埋まらない。俺たちが、並び立つことはない。そういう、ものなのだ」

　アルフォンスの諦念が伝わってくる。彼に感じた寂しさの根本は、そこにあったのだ。

　それを感じたユーキは一瞬瞑目し――彼の足を、思いきり踏んづけた。

「ぐあ……」

　ステップを踏み外しそうになるが、どうにかこらえる。ほとんどフォローしなくてもなんとかしてしまうのはさすがだ。

「貴様……なんのつもりだ？」

「ん？　あんたが勝手にしょげて、ミスしたんじゃないの？」

「そんなはずがあるか」

「けど、一瞬私から目を切ったでしょ？」

「…………」

　ごくごくわずかな間だったが、ユーキは見逃さない。それぐらい、彼に対して集中している。

「……ごめんなさいは？」

「…………すまなかったな」

「聞こえないけど」

「調子に乗るなよ？」

「私のときは二回言わせたくせに。ま、許したげる。ほら、踊りに集中する」

　一度曲に耳を澄ませる。入りよりもテンポが上がっている。それに合わせて、リズムを修正。瞬く間に、流れに身を戻す。

「そうそう、上手じゃない。さっすがお貴族様」

「代理姫風情が生意気に……」

　完璧に息の合ったダンスを見せながら、口では挑発めいたセリフを言い合う。周りからすれば、想像もつかないことだろう。

「代理姫……ね。そ、私はたしかに代理姫だよ。けど、今はこうしてあなたと対等に踊ってる」

「なに……？」

「この舞台を離れれば、私たちの間には溝がある。それはたぶん、そう簡単には埋まらない。だけど、この瞬間だけは、そんなことどうでもいいでしょ」

「魔法の時間とでも言いたいのか？」

「……そういうわけじゃない。このわずかな間でも、私たちが並べるってことはさ。その差はきっと、絶対に埋まらないものじゃないんだよ」

　彼を包むように、ユーキのほうから組んだ手を握りこむ。自分の思いが、少しでも伝わればいいと願って。

「馬鹿な理屈だな。実に貴様らしい」

「うっさいなぁ。あなたたちの頭が固すぎなんじゃないの？」

「ふはは、そうかもしれないな。ならば、貴様はどうしたい？　このときぐらいは、言うことを聞いてやる。ほかならぬ、パートナーだからな」

　曲が終わる。

　二人の息は上がっていた。それでも、高揚が隠せない。今すぐにでも、踊り始めたい。

　ふと、ユーキはアルフォンスの向こうに目をやった。どこを見ているかは、彼にも伝わるはずだ。

　その先にいたエレオノールは、こちらを見ない。まるで、眼中にないというかのように。パートナーとさえ目を合わさず、己の世界に没入している。

「……やっぱり、エレオノールさんに負けたくない」

「いいだろう。本来俺は審査員だが、今はお前のパートナーだ。埋められない差などないこと、せいぜい証明してみせろ」

　一度はなした手を、改めて組み直す。互いの体温が混じり合い、一つになっていくような感覚がした。




　前半最後となる曲が流れ始める。すでに六曲目となるが、エレオノールのペースはまるで乱れない。

　ただ淡々と、己の世界を表現していく。むしろ今の相手との方が、彼女は本調子になりつつあった。

　先ほどのアルフォンス相手には、メートリィエ伯の指示もあって、慣れない会話を試みてしまったからだ。

　結局彼には、睦言などいらん、と一刀両断されてしまった。

　やはりダンスは、無心で踊るに限る。それはエレオノールが幼い頃、ダンスをはじめたときから変わらない。

　ジェニー家に生まれた彼女は、物心ついたときからダンスのレッスンを受け始めた。本来ならば、舞踏会は代理姫に任せることになるため、日の目を見ることはないはずの技術だったが、彼女が非凡な才を見せたことで事情が変わる。

　どうせ家を継ぐことはないのだから、社交界に出した方が家名のためになるのではないか。そんな大人たちの思惑のもと、エレオノールは社交界の華となった。

　踊ることが役割というのは、エレオノールにとって苦痛ではなかった。むしろ楽しかった。

　舞踏会で認められると会話を交わさないといけないのが面倒だったが、それも大抵は誰かが代わりにやってくれた。

　何も考えず、好きに踊っていればいい。そんな生活を、エレオノールは愛していた。

　世界が、そんな単純でないことを知ったのは、つい最近のことだった。

　それに気づいたとき、家は、弟はすでにボロボロだった。

　ならば、姉である自分が支えなければならない。しかし、ダンスだけをやってきたエレオノールにできることは、あまりに少なかった。

　そんなとき、メートリィエ伯に声をかけられた。彼は、舞踏会で輝き続ける限り、生活を保障すると言ってくれた。

　エレオノールに選択肢はなかったといっていい。踊ることで弟を助けられるなら、そんなに嬉しいことはない。

　何より、踊っている間は全てを忘れることができた。己一人の世界に浸り、煩わしいものから離れることができた。

　あるいは自分は、そうやって逃げていたのかもしれない。でも、それでもいいと思った。

　どうせ誰も、自分の世界には近寄れない。

　曲だけがかすかに聞こえる中で、エレオノールは舞う。もはやパートナーさえ、自分の付属物にすぎない感覚。少しだけ重いけれど、それぐらいは我慢する。

「……？」

　不意に、視界の端に何かが映った気がした。気のせいかと思ったが、それはチラチラと、だがたしかに揺れている。

　白い、何か。

　そういえば、こんなことが少し前にもあった。あのとき、自分に近づいてきたのは――。

「ユーキ……？」

　その名を口にした瞬間、自らの目が彼女の顔を、姿を映しだす。傍で踊る彼女を認識する。

　何て、楽しそうな顔で踊るのだろう。

　その表情を見て、エレオノールは唇を噛みしめた。

　スーゴン伯の夜会でも、それは見た。そのときには自分も、つられて高揚した。こんな人もいるんだと、嬉しくなった。

　けれど、今は違う。彼女は打倒すべき敵になった。だから、楽しそうになんてしてほしくない。

　憎むべき相手。その、はずなのに――。

　どうしても、彼女から目が離せない。

（ああ、そうね……。あなたも、同じだものね……）

　この舞台での輝きを失えば、全てを失う。それはエレオノールも、ユーキも同じ。

（でもどうして、あなたは……）

　そんなにも、楽しそうなのだろう。

　流れの一瞬、ユーキと目が合う。彼女の目は雄弁に、一つのことを語っていた。

　――エレオノールさん！　踊るのって、楽しいですね！

（ああ、そうなのね……）

　以前、カフェに行ったときも彼女は「自分はやりたいことをやっているのだ」と語っていた。そうやって、胸を張っていた。

　自分は、違う。いつからかエレオノールは心のどこかで、ダンスしかない自分に、後ろめたさを感じるようになっていた。

　そんな自分を否定されるのが怖くて、逃げるように世界を広げていった。

　でもユーキは、立ち向かっている。否定されてもなお自分を認めさせようとして、自らを表現している。

　そして、何より。全てを遠ざけるのではなく、全てに近づこうとしている。

　今もまた、自分に歩み寄ろうとしているように。

「エレオノール嬢？」

　不意に、近くから男の人の声がした。

　ハッとして見ると、パートナーの男性もまた、驚いた目をしてこちらを見ている。

「あ……」

　自分がいつの間にか足を止めていることに、エレオノールは気づいた。

　そして、ユーキとアルフォンスのダンスに、見入ってしまっていることに。

　次の瞬間、曲が終わる。

　それは、ごくごくわずかな間。観客の中にも、気づいた者はそういない。

　けれど、たしかに。

　エレオノールは、ユーキのダンスに目を奪われていた。




　踊りを終えたユーキは、息も絶え絶えだった。胸が、肺が苦しい。手足が震える。汗だってすごい。

　全身がだるくて仕方ないはずなのに、その顔は笑っていた。楽しくて、充実して、たまらなかった。

「……ねぇ、少しはエレオノールさんに近づけたかな？」

　傍らのアルフォンスに問いかける。彼も疲れているのだろうが、それを見せないように振る舞っている。

「……主催者に訊くな。俺は、貴様らを審査する立場なんだ」

「む、ペアは解消？」

「魔法はとけた。あまり気安く話しかけるな」

「はいはい。けど、感想だけ聞かせてくれない？」

「……いくつかステップのミスがあった。曲の解釈に関しても、おかしな点がある。これが点数をつける競技ならば、減点箇所はかなり多い」

「ぬぐ……」

「だが……まぁ、悪くない時間だった」

　それだけを言い残し、アルフォンスはユーキから離れ、招待客たちを立食パーティの会場へと誘導し始めた。

　彼自身は一度自室に戻り、身支度を整え直す。正確には、そういう名目で、今夜の一番の踊り手を判定する。

　ユーキはニコラと合流した。エレオノールの姿も見かけたが、さすがに声はかけられなかった。

　会場の空気は重く、アルフォンスが現れるまで、客たちの口数は少なく、料理にも手がつけられなかった。

「待たせたな」

　やがて、アルフォンスが姿を見せる。

　ユーキとエレオノール。彼は、どちらを選ぶのか。

　最後の一瞬はともかく、ほとんどはエレオノールが圧倒したといっていい。

　けれどユーキが、彼女を凌駕する瞬間があったのも事実だ。

　もはやニコラの噂のことなど、人々の頭からは消えていた。二人の舞姫のうちどちらが勝つのか、固唾を呑んでアルフォンスを見つめる。

　彼は客たちを焦らすようにゆっくりとした歩調で歩き――エレオノールの前で足を止めた。

「……結果は、わかっているな？」

「……はい」

　そして――エレオノールの横を通り過ぎ、ユーキのもとへと至る。

「……少し、話をしようじゃないか、ユーキ」

　とたんに、場内がどよめき始める。

「――ええ、喜んで」

　恭しくスカートの裾を持ち上げ、お辞儀をする。

　勝ち名乗りにも等しいその動作と共に、会場は熱狂の渦に呑みこまれた。




「やれやれ。まさかあそこまでとはな」

　あまりに会場がヒートアップしてしまったために、アルフォンスとユーキはテラスへと避難して、改めて向かい合った。彼の希望で、ユーキの傍らにはニコラの姿もある。

「さて本来なら貴様の望みを聞くところだが……聞くまでもないか」

　ニコラの失態をなかったことにする。そもそもその失態自体が誤解ではあるが、アルフォンスの口から改めて取り消してもらわねば、世間は納得しないだろう。

　ユーキとしても、そのことを願い出ようと思っていた。

　が、そこでニコラが歩み出る。

「恐れながら。私のことよりも、ロベール卿にお聞き届けいただきたい儀がございます」

「ほう。なんだ？」

　それからニコラは、ソンブール公が今年度の議会において、議会の形を変える提案をすることを話した。

　アルフォンスはときおり頷きながら、それを黙して聞き続けた。

「……なるほど。ソンブール公のたくらみか。議会の形を変える……おそらくは、平民の中から代表者を募り、議会に参加させるのだろう。あとは聖職者を加えて、三頭議会といったところか。それであれば、貴族に不利な法案も通しやすくなる」

　全部を話したわけではないのに、アルフォンスは瞬く間にソンブール公の意図を汲みとってみせた。こういうところは、さすが大貴族だ。

「それで？　俺がそれを了承すると思うのか？　俺もまた、現在の制度に恩恵を受ける大貴族なのだぞ？」

「え、それは受け入れるでしょ」

　ごくごく当たり前のことを教えるように、ユーキは即座にそう答えた。

「……なぜ？」

「だって、ミゼリアさんとのこともあったし、今のこの国にむかついてるんじゃない？」

　下手をすれば、無礼者として処断されてもおかしくない物言い。緊張感から解き放たれたからか、今のユーキの言動は、いつも以上に率直だった。

「くく……はっはっは、これはまた、見透かされたものだな。たしかに俺は、今の貴族の特権性を快く思っていない。だが、同時にあきらめてもいた。これは、変えることができぬものだとな。だが、くく、こんな馬鹿と会ってしまっては、その考えも改めるというものだ」

　アルフォンスもまた、何かから解放されたように笑う。

　今にしてみれば、スーゴン伯の舞踏会で彼からミゼリアの話を聞いた際、ユーキがむかついたのは、彼の怒りが伝わっていたのかもしれない。

「それでは……」

「ああ。ソンブール公には、じきに会いに行こう。それにしても、自らの身を顧みずに、それを提案するとは、たいした胆の据わりかただ。あのときもそれぐらいの剣幕で反論すればよかったものを」

「あのときは……」

「いい、戯れだ。あの場でなんと言われようと、俺は貴様を許さなかっただろう。それが貴族らしい、ロベール家の人間らしい振る舞いだからだ。だがもう、そういうのは疲れた。これからは、俺もやりたいように振る舞おうではないか、そこの馬鹿のようにな」

「いちいち馬鹿っていわないでよ」

「ふはははは」

　まるで子どもに戻ったように、アルフォンスは笑う。

　ユーキといると、彼は本当に別人のように明るくなる。

　笑い合う二人の様子を眺めていたニコラは、意を決したように口を開いた。

「……ロベール侯爵。もう一つ、お願いがあります」

　ニコラの真面目な調子に、ユーキとアルフォンスの二人は首を傾げる。

「……なんだ？　言ってみろ」

「ユーキを、あなたの代理姫にしていただけないでしょうか？」

　一瞬、ニコラが冗談を言ったのかと思った。けれど彼は、こんな場でそんなことを言う性格ではない。

「に、ニコラ？　ど、どういうこと？」

「……なるほど。お前が噂にこだわらないのは、それも理由か」

　慌てるユーキに対し、アルフォンスは冷静だった。

「今回のことで私は、己の力不足を悟りました。こたびはロベール侯の寛大さによって事なきを得ましたが、今後も同じようにいくとは限りません。まことに口惜しいことではありますが、男爵、まして成り上がりの身ではこれ以上の舞台に上がることはできないでしょう」

「だが、侯爵である俺ならば違う……か」

　下級貴族が上級貴族に代理姫を譲るのは、そう珍しい話ではない。そうすることで、上級貴族は手早く優れた代理姫を手に入れ、下級貴族はその貴族との縁故を得る。そして代理姫本人は、より地位の高い人物に仕えることで成り上がっていく。

　自然な流れといえば自然な流れ。だからこそ、アルフォンスは落ち着いている。

　しかし、ユーキはそうはいかない。

「そ、そんないきなり……」

「いきなりじゃないよ。ずっと考えていたことだ。僕は結局、君に頼るしかなかった。その中で、僕にできることはなんだろうと思っていた。表舞台に立つのは、ここまでだ。僕はこれから、裏から君を支えるよ。正直、今回の生地の調達が、僕としては楽しかったしね」

「ニコラ……」

　ユーキは、ドレスの胸の辺りをぎゅっと握る。

　命をかける思いを示すため、死に装束をイメージした白のドレス。カネットはもちろん、ニコラがいなければこれが完成することはなかった。そういう協力の仕方もあると、彼は語っているのだ。

「……僕の夢は、君に託すよ。そして、ロベール侯爵。僕はあなたになら、ユーキを任せられると思った。その期待に、応えられますか？」

「ふん。生意気なことを言ってくれる。ニコラ・ド・デフィ男爵だったな。その名は覚えておくぞ」

　二人の男は互いに不敵な笑みを浮かべながら、握手を交わす。

　それからニコラは、踵を返してその場を去ろうとし――一度足を止めた。

「そうだ、ユーキ。これからも君のことは支えるけど、それはそれとして、僕はこれから服飾業に力を入れていこうと思ってね。カネットには協力をとりつけたから商品には目途がたってるんだけど、今度はその宣伝役を探さないといけないんだ。それでたった今、一人思いついたんだけど、君はどう思う？」

　ユーキの脳裏に、一人の女性が浮かび上がる。おそらく、彼の頭にあるのもその人だろう。

「――大賛成っ！　今度こそ、ちゃんと口説き落としなさい」

　ニコラは振り返ることなく、背を向けたまま手を振って、今度こそその場を後にした。




　ユーキとアルフォンスが戻ってきて、後半のプログラムがはじまる。もはや勝負がかかっていないからか、前半よりもかなり空気が軽い。

　多くの者が思い思いにパートナーを組み、楽しげに踊っている。

　そんな会場にありながら、エレオノールは一人ぽつねんと、壁の花と化していた。

　メートリィエ伯は、すでに屋敷を後にしていた。何も告げられなかったが、だからこそ確実に援助は取り消しになるだろう。

　そうした事情を悟ってか、誰もエレオノールに声をかけてこようとはしない。どちらかというと、腫れ物扱いだ。

　ただこれも、人を遠ざけるようなダンスを踊り続けた結果なのだろう。

　なぜ自分は、この場に残ってしまっているのか。さっさと帰ってしまえばいいものを。

　けれど、目の前でダンスが行われているのに帰るというのは、己の本能が許さない。

　結局自分は、ダンスが好きなのだ。ひたすらそれを見せつけられることで、改めてそれを噛みしめる。

「――失礼」

　不意に、声がかけられる。期待に胸を膨らませ、顔を上げて、エレオノールは青ざめた。

「……デフィ男爵」

　自分が、裏切ってしまった男。何か、恨み言でも言いにきたのだろうか。

　せっかく踊れると思ったのに、馬鹿みたいだ。

　罵るのならば、さっさとしてほしい。どうせもうこれ以上、傷つきようもないのだから。

「エレオノール嬢、僕と踊っていただけませんか？」

　それは、思いもかけない誘いだった。まったくの不意打ちだった。

　何かたくらみがあるのかもしれない。そう考えるのが自然だ。

　自然なはずなのに――。

「――喜んで」

　己の欲望には抗えず、彼に手を差し出していた。

　そして、二人で曲の、ホールの流れに身を任せていく。周りの目も意識せず、大した技巧も用いない、ただ踊るだけのダンス。それが、妙に楽しい。楽しいからこそ、口が軽くなった。

「……私のことを、恨んでおいででしょう？」

　ニコラの手は汗ばんでいた。緊張しているのだ。周りには聞きとられず、相手にははっきりと伝えられるこの距離で、彼は何かを伝えようとしている。

　相手から来られるのは怖いから、先手を打った。

「……もちろん、少しは恨んだよ。けれどね。それ以上に楽しかったんだ。君とユーキと過ごした、それまでの時間が。少なくとも踊っている間、君に嘘はなかったと思いたい」

「それは……」

　たしかに、お目付け役としてユーキに踊りの指導をするのは楽しかった。メートリィエ伯の「デフィ男爵を探れ」という指示は、常に心のどこかに棘として刺さっていたけれど、その痛みすら、忘れる瞬間があった。

「……エレオノール。君に、提案がある。僕に協力して、ドレスの宣伝役をしてくれないか？」

「え……？」

　それからニコラは、先ほどのテラスでのやりとりをエレオノールに話した。

「もちろん君には、お目付け役としてもユーキを支えてもらいたい」

「でも、私はあなたたちを……」

「それでも、君がいいんだよ。ユーキだって、そう言うはずだ」

「どうして……？」

　ニコラの意図はわかっている。宣伝役として自分を雇うことで、金銭面での援助をしてくれようとしているのだ。ユーキだって、きっとそんなことを考えている。

　でも、同情でそんなことをされても、二人の迷惑にしかならない。それならば、身を引いてしまいたかった。

「実は僕、舞踏会が大っ嫌いだったんだ」

「え……？」

「ほら僕、ダンスが下手だろう？　しかも成り上がりだから、いつも馬鹿にされてね。だから、舞踏会が辛くて仕方なかったんだ」

　たしかに、ニコラのダンスはお世辞にもうまいとは言えない。こうして普通に踊っていても、いっぱいいっぱいの様子だ。練習のときだって、二人についてくるのがやっとだった。

「けど、ユーキと出会って、君たちの練習に付き合っているうちに、楽しいと思えるようになったんだよ。なにせ、君たちが楽しそうに踊るものだからね。僕はもっと多くの人にそういうふうに思ってもらいたい。だから君は、誰より楽しく踊ってくれ。その姿で、みんなの憧れになってくれ」

　ニコラの鼓動が、エレオノールの耳に届く。すごく大きく、速い。パートナーの感情を読むことが苦手なエレオノールでも、彼がどれだけの想いを込めているかがわかる。

「何よりね。今日の君の姿よりも、練習のとき、楽しそうに踊っている君が、僕には輝いて見えたんだ。君は、踊るのが好きなんだろう？　だったら、何にも縛られずに踊れ。僕が、それを支えるから」

　それはずっと、エレオノールが言って欲しかった言葉。何も考えられない、貴族らしく生きられない自分を、肯定してくれる言葉。

　気づけば、エレオノールは涙を流していた。泣きながら、そして笑っていた。

「――はい。エレオノール・ド・ジェニーは、あなたと共に踊りましょう」

　曲がクライマックスにさしかかる。目まぐるしいダンスの流れの中で、ニコラとエレオノールの二人はゆっくりと身を、顔を寄せ合った。

　そうして、舞踏会の夜は更けていく。




　舞踏会が終わった後、ユーキはアルフォンスの屋敷に留まり、彼と共に寝室を訪れていた。

　遠くから、かすかに舞踏会の片づけをする音が聞こえてくる。

「……あなたがいなくていいの？」

「問題ない。言っただろう？　うちの使用人たちは、数は少ないが、仕事はできる」

　それもきっと、彼が慎重に選び抜いた結果なのだろう。貴族らしい貴族という、尊大な仮面の内側に隠された本性。ミゼリアという支えを失い、抱いた孤独。そうした弱みを多少なりとも見せられる人間、あるいはそれを許容してくれる人間を、選んだのかもしれない。

　彼はそうやって、ずっと一人で戦ってきたのだ。

　そんな彼の人物像を理解したときから、ユーキの中で彼への愛しさのようなものがこみ上げていた。

　できることなら、彼と共に歩んでいきたいと思うようになっていた。あるいはニコラには、それを見透かされていたのかもしれない。

「さて、ユーキ。俺の思いは、わかっているか？」

「ええ、きっと」

　穏やかな笑みを見せるアルフォンスに、ユーキも笑い返す。

　自分たち二人は互いに支え合いたいと思っている。けれど同時に、それにはまだ繋がりが浅いとも考えている。

　アルフォンスと、もっと深いところで繋がりたい。彼も、きっとそう思っている。

　どちらからともなく身を寄せ合い、抱き合う格好になる。まるで、ダンスを踊る前のように。

　互いに顔を近づけ、口づけを交わす。舌を絡ませ合い、唾液を混ぜ合う。

　舌が徐々に熱を帯びていき、体温が上がっていくのがわかる。甘い感覚が、徐々に体中に広がっていって、彼との間を隔てる服が、邪魔な気さえしてくる。

　それを、わざわざ言葉にする必要はなかった。ユーキがシャツのボタンに手をかけるのとほとんど同じタイミングで、アルフォンスがユーキのドレスに手をかける。

　お互いに服を脱がし合い、全裸をさらす。

　そういえば、彼に裸を見せるのは初めてだ。もちろん、彼のを見るのも。

　アルフォンスの体は、無駄なく鍛え上げられた、筋肉質ながらも、しなやかさを感じさせる肉体だった。これだから、ああして見事なダンスを踊れるのだ。そしてその下半身には、堂々たる男の証が鎮座している。初めてそれを目にして、思わずユーキは目を逸らした。

「そういえば、言ったことがなかったな」

「え？」

「ユーキ。お前は美しい。ずっと、そう思っていた」

　あまりに直球な言葉に、ユーキの顔が真っ赤に染まる。きゅぅぅっと、胸がしめつけられる思いがした。

「んな……何を急に!?」

　混乱している間に、彼にベッドに押し倒されてしまう。覆いかぶさってきた彼の顔が、間近にある。

「お前相手に、仮面をかぶるのはやめたんだ。だからお前も、さらけ出していい」

　そう言うと共に、彼はすでにつん、と立ちつつあったユーキの乳房の先を、軽く指ではじいた。

「んあ……」

「こういうとき、お前は愛らしい声を出すな。いつもそうであればいいが、いや、普段もあれはあれでいいか」

　仮面をかぶるのはやめた。彼はそう言ったが、それで彼の中の何かが外れてしまったのだろうか。突然甘い言葉を吐き出した彼に、ユーキの頭はさらに混乱していく。

　だが、彼に美しいとか、愛らしいとか言われるのは、決して嫌じゃない。

　アルフォンスは片方の乳房を口でくわえ、吸い上げる。それだけにとどまらず、舌で乳首と、その周囲をなぞるように舐めていく。

「ひ……う……」

　甘い感覚が、だんだん増していく。彼自身興奮していくのか、胸への愛撫に手が加わった。それも、どんどん強さを増していく。

「ああ、いいな。正直ニコラに遠慮していた部分もあったが、もうそれもない。お前は、俺のものだ」

　その証拠を刻みつけるように、胸の谷間へとキスを落とした彼は、体を徐々に下げ、順にキスを落としていく。腹、腰、下腹部――そして秘所の付近に触れたところで、一度顔を離した。

　それから、彼は脚へと触れる。片足を持ち上げて、足先からキスをし、時に吸い、舐める。まるで全身を、彼一色に染め上げられていくかのようだった。

「ん、あ……」

　やがてその儀式はまた、蜜口の近くへと迫っていく。

　今度こそ、そこに触れてもらえるだろうか。そんな期待感がこみ上げると共に、じわりと蜜が溢れてくる。

「ふ……物欲しそうな顔になったな。そうだ。そうやって、俺に全てをさらけ出せ」

　アルフォンスは脚を抱えるようにして開かせ、その指を秘所へと伸ばす。そのまま焦らすようにひだをなぞっていたかと思うと、ついに蜜口へと口づけを落とした。

「ひあ……」

　そして、彼の舌が中へと差し込まれる。未知の感覚に、ユーキの腰骨の辺りがぴりぴりとしびれた。

「ちょ、待って……」

　思いがけない刺激に、ユーキはアルフォンスの頭へと手を伸ばす。押さえつけるようにしてみたが、彼はまるで止まらない。むしろ、じゅるるっと彼に吸われ、ユーキのほうが動きを止めてしまった。

「ひゃあ、あ、ああっ」

　ユーキの妨害がなくなったことで、アルフォンスはさらに加速する。舌に加えて、指でも掻き分けるようにしながら刺激を続け、ユーキの快感を掻き立てていく。

「ん、あ、や、あああっ！」

　やがて大きな波が来て、ユーキの腰が大きく震えた。彼に散々教え込まれた、イくという感覚。だが、その気持ちよさは、この前とはまた違っていた。ユーキの中でもまた、何かが外れたのか。

　そのイった姿を堪能するように、アルフォンスは彼女をしばし眺めていた。それで一区切りかと思った矢先、彼の指先がまだひくつく蜜口へと触れた。

「や、ちょっと待って、まだ、イって……んあああっ！」

　敏感になっているところに、先ほどまで以上の強さで掻きまぜられる。

「ああっ、んあああっ！」

　そしてまた、ユーキは達する。もはや、頭の中も真っ白になりつつあった。

「だいぶほぐれてきたな。ユーキ、今度は俺も満足させてもらうぞ」

　言いつつ、アルフォンスがのしかかるような形に体勢を変える。ユーキもさらに引き寄せられる。そのとき、蜜口のあたりに熱いものが触れるのを感じた。

「ま、さか……」

　視界の端にかすかに映ったのは、彼の楔。それが、己へと突き立てられようとしている。

　でも、拒む気はまるで起きなかった。むしろ、それを迎え入れたいと、ユーキは慈愛すら感じる笑みを見せた。

「いいな？」

　あえて問いかけてくるアルフォンスに頷く。すると、彼の熱が蜜口を開き、隘路を広げ、一気にユーキの中へと埋まっていく。

「ああ、あああっ！」

　これまでとはまるで違うきつさ、そして快感。その質量感に、全身が悦楽の叫びをあげる。

「ふ、くぅっ。そう締めるな。もっとじっくり、愛し合おうじゃないか」

　ユーキを安心させるように、アルフォンスが口づけを落としてくる。ユーキは彼の首の後ろに手をまわし、あたかもひな鳥のようにそれをついばんだ。

　やがてゆっくりと、アルフォンスは腰を動かし始める。

「あ、うぁ、アルフォンス……」

「アルでいい。お前には、そう呼んでもらいたい」

「あぁ、アル、アル……」

「気持ちいいか、ユーキ？」

「うん、アル。いい、とても、いい……」

　彼の抽挿は、しだいに激しさを増した。それと共に、甘い熱がユーキの中に押し寄せてくる。加えて、彼と深いところで繋がっている実感が、強い幸福感をもたらしていた。

「あ、あ、アル……！」

　だが、まだだ。もっともっと彼と一緒に溶け合いたい。言葉にしきれない想いを込めて、ユーキは彼を見つめる。それに応えるように、彼が再び口づけてくる。

　深く甘く。二人は舌を絡ませ合い、腰を振る。

　ほとんど無意識のうちにユーキも、彼の背に足をまわしていた。もっと、もっとと全身でねだるように。

　ベッドのしなる音が響く。腰を叩きつける音、淫靡な水音がそれに重なり合い、二人を高みへと導いていく。

「はぁ、ユーキ！　俺と、一緒に――」

「ええ、アル！　一緒に――」

　ひときわ強くアルフォンスが突き上げた刹那、彼が腰をぶるり、と震わせた。同じくユーキも、腰を震わせ、頭を真っ白にする。

　白濁を注ぎ切り、アルフォンスはゆっくりとユーキの横に倒れ伏した。

　二人は全てから解放されたような多幸感に包まれていた。

　しばし見つめ合い、ほほ笑み合う。

「ユーキ。お前はこれからも、自由に羽ばたけ。どれだけ遠くに飛ぼうとも、俺はお前を離さない」

「うん。あなたとなら、一緒にどこまでも行けるって信じてる――」

　二人は体をぴたりと寄せ合い、そのまま唇を重ね合う。

　そのうちにまた、二人は熱を高めていった――。
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エピローグ









　そしてまた、舞踏会の夜が来る。

　ユーキとアルフォンスは馬車に揺られ、今宵の舞台を目指していた。

　対面に座るアルフォンスの顔を見つめていたユーキの顔には、笑顔がある。

「なんだ？　やけに機嫌がよさそうじゃないか」

「ん？　ちょっとね、考えてたんだ。私はずっと一人で夢を追いかけてきたけど、二人になったらどこまでいけるんだろうって」

　それを聞いて、アルフォンスは目を丸くした。それから、大きな声で笑いだした。

「はっはっは、本当に貴様は、際限がないな。すでにこの国有数の侯爵付きの代理姫だぞ？　それで満足しようとは思わんのか？」

「ぜーんぜん。っていうか、これからも羽ばたけって言ったのは、アルの方だよ？」

「む？　そんなことを言ったか？」

「んな……」

　ユーキは怒ろうとしたが、アルフォンスの顔から、それが冗談であったことを悟る。まったく、素直になるようなことを言っていたくせに、いまだにひねくれている。

「……そうだな。お前がどこまで行けるのか、特等席で見るのも一興か。ちなみに、貴族の愛人となった代理姫はいても、夫婦となった代理姫はいない。周りが認めないからな。どうせなら、そこを目指してみるのはどうだ？」

「ふ、夫婦？　それって、私と、あなたが……？」

「さてな。それはお前の頑張りしだいだ。……もちろん、俺も手は尽くすがな」

「ん？　後半なんて？」

「なんでもない。あと、お前は二人になったらと言ったが、そうとは限らんぞ？　じきに三人になるかもしれんし、もっと増えるかもしれん」

　最初はアルフォンスが何を言っているのかわからなかったが、やがてそれが意味することに気づき、ユーキは顔を赤くした。

「そ、それってつまり、こ、子ども……？」

「とはいえ、子どもができるようなことがあれば代理姫は続けられんから、その辺は考えて――って聞いていないな」

　うわぁ、子どもかぁ、名前とかどうしよっかなぁ、などと、それこそ子どものような表情で妄想に浸っているユーキに、アルフォンスは嘆息する。

「やれやれ、こういうのも夢見る乙女というのか。ユーキ、そろそろ着くぞ。戻ってこい」

　アルフォンスに軽く小突かれハッとしたユーキは、小窓から外を見る。たしかに、今日の舞台が見えてきていた。

　馬車で屋敷に乗りつけると、まずアルフォンスが降りる。それから彼は、ユーキへと手を差し伸べる。

　ユーキがその手を取って馬車から降りると、彼は一度ひざまずき、手の甲へとキスを落とした。

「では行こうか、わが代理姫」

　そのまま彼のエスコートを受けながら、ユーキは闘志をみなぎらせる。

「ええ。一緒に、どこまでも」

　寄り添い合うようにしながら、二人は屋敷の中へと乗り込んでいく。

　この舞台では、どんな出会いが待っているのだろうか。あるいは、思わぬ困難に直面するかもしれない。

　それでも、アルフォンスと一緒なら、大丈夫。

　前を向くユーキの顔は、希望に光り輝いていた。
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　はじめまして。秋水あきみずつばめです。

　このたびは数多くの作品の中から本作『田舎者の代理姫は、イジワル侯爵様の寵愛で成り上がる』をお読みいただき、ありがとうございます。

　貴族の令嬢の代わりを務める代理姫として成り上がりを目指す少女、ユーキと、大貴族として振る舞いながらも、心の奥底に不満を抱える青年アルフォンスが心を通わすまでの物語、お楽しみいただけたでしょうか？

　ユーキの生きざまが、少しでもみなさまの活力となっていたら、本望です。

　ちなみに、本作に登場する「代理姫」は現実には存在しません。そもそものはじまりは、友人との何気ない会話でした。その中で友人から「中世ヨーロッパにも、派遣業ってあったの？」と問われ、「わからないけど、マナーの難しい晩餐会とかを代わってくれる人がいたら需要あるかも」などと答えたのが、「代理姫」誕生のきっかけです。それから実際に社交界のことなどを調べ、現在の形となりました。

　さらに、調べたことは活かしたい、ということで、作中には現実の舞踏会の要素もいくつか登場しています。「ダンスカード」や「お目付け役」がそうですね。後者は、だいぶオリジナルになっていますが。

　本作は秋水のデビュー作となりますが、そもそもこの作品は、とある公募用に書いた作品でした。残念ながらその公募には落選し、それでもあきらめきれず、改稿をして小説投稿サイトに投稿。その後、こうして電子書籍化する運びとなりました。

　あきらめなければ道は開くといいますか、この作品自体が、ユーキと同じような道を辿っているように思います。

　そして、作中のユーキと同様、この作品もまた、多くの方に支えられてきました。

　イラストのてば先生。このたびは素晴らしいイラストの数々をありがとうございました！　初めてユーキとアルフォンスのイラストを見たときには、思わず見とれてしまいました。本当に感謝しています！

　担当編集様、編集部のみなさまにも大変お世話になりました。至らぬ点も多かったと思いますが、丁寧に向き合っていただき、感謝申し上げます。

　それから、作品の構想段階から秋水の話に付き合い、様々な助言をくれたＩ様。本当にありがとうございました。

　そして、この本を読んでくださった全ての読者様に、心よりの感謝を。

　またお目にかかれる日が来るよう、これからも精進してまいります。




二〇二四年二月吉日

秋水つばめ
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